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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章　追う者と追われる者







「ようこそ、アマラの運命の部屋へ」

　銀ぎん髪ぱつの女は言った。

　だがそこは、運命の部屋と呼ぶにはいささか貧ひん相そうな空間だった。

　古ふるびた天てん幕まく内に厚布の仕し切きりで設もうけられたその小部屋には、黒い布のかけられたテーブルがひとつと、三本足の椅い子すが二脚きやく。

　椅子は、出口に近い方が来客用で、それと向き合う席には銀髪の女が着ついている。

　テーブルの上には、銀の燭しよく台だいと一本の短剣、そして、限りなく透とう明めいで傷ひとつない水すい晶しよう球きゆう。

　光源といえば、この燭台に灯ともされた三つの黄色い炎ほのおのみ。

　そのチラチラ揺ゆれる炎が、銀髪の女の姿と部屋全体を薄うす暗ぐらく照らし出していた。

　今、彼女の顔は薄いヴェールに覆おおわれており、その奥にある碧あおい瞳ひとみと珊さん瑚ご色の唇くちびるは微かすかにしか見えない。

　だが、それでもその容よう貌ぼうの人ひと並なみ外はずれた妖よう艶えんさを完全に隠かくし切れてはいない。

「……何を占うらないましょう？　過去、それとも未来？　お金、それとも尋たずね人びと？　愛、それとも憎にくしみ？」

「尋ね人よ」

　銀髪の女占い師アマラの問いに対し、返ってきたのはそっけない答えだった。

　山やま間あいの小都市テルクで『ティーズの驚きよう異いの一座』が公演を開いて三日目の今夜、最初にこの占いの天幕を訪おとずれたのは、若い娘の客である。

　と言っても、厚い毛け織おり物ものの外がい套とうを羽は織おったまま、フードを目ま深ぶかに被かぶっているので顔を見ることはできない。

　ただ、ぎこちない物もの腰ごしと、一いち途ずさを抑おさえ切れない急せいた口く調ちようが、彼女が大人おとなの女でないことを如によ実じつに物もの語がたっていた。

　無む論ろん、アマラは子供相手だからといって、接客態度は変えない。

　大人だろうが子供だろうが、払う金に違ちがいはないのだから。

「あなたの恋こい人びとかしら？」

　アマラは客の緊きん張ちようを解ほぐそうと、職業的な笑えみを浮かべる。

「…………」

　フードを被った少女は、腰に下げた小さな皮かわ袋ぶくろからキラキラと虹にじ色いろに光る石を数個、無む造ぞう作さに取り出し、テーブルの上に転ころがした。

　アマラはそのうちのひとつを摘つまみ上げ、蠟ろう燭そくの明かりに透すかして見る。

「金こん剛ごう石せきかしら？」

　宝石の輝きを様さま々ざまな角度から確かめると、彼女はつぶやいた。

　どれも小こ粒つぶながら、ソリドゥス金貨で十枚分以上の価値はあるだろう。

「ただの占いをお望み……じゃないようね？」

　アマラは改あらためて、客である少女に尋ねた。

　フードの隙すき間まから、短めに揃そろえられた赤あか毛げが僅わずかに見える。

「……そうよ」

　フードの陰かげから微かすかにのぞく、柔やわらかそうな唇くちびるが動いた。

「黒こく衣いをまとった、長ちよう髪はつの剣士。冷気を放はなつ剣を持った、無む慈じ悲ひな殺し屋……。その居い所どころを教えて」

　一いつ瞬しゆん、アマラの顔から笑えみが消え、碧あおの瞳ひとみに当とう惑わくの色が浮かぶ。

　彼女は、少女の言う特とく徴ちように当てはまる男を知っていた。

　それどころか……。

「……難むずかしいわね、それだけの特徴じゃ」

　アマラは微び笑しようを取り戻し、言った。

「他に何かないかしら？」

「これでも十じゆう分ぶんなはずよ、〝一の神〟に仕える巫み女こ、アマラさん」

　少女は立ち上がり、フードを取った。

　乱れた赤毛と、やつれて頰ほおの瘦こけた顔が顕あらわになる。

「あなた……」

　その顔は、かなり変わってはいたものの、アマラにとって全まつたく見み覚おぼえのないものではなかった。ただ、アマラの知っている彼女は十代半なかばのはずだが、今のこの娘は、声を聞かずに顔だけ見れば三十代とも思ってしまいそうだ。

「確たしか、ウラルトゥで」

「そうよ」

　皮ひ肉にくげな笑みが少女の口くち元もとに浮かぶ。

「私はデア・アブノバの生き残りよ」

　少女はテーブルの上の短剣をサッとつかむと、アマラの首くび筋すじにその刃やいばを押おしつけた。
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　普ふ段だんならこのような失しつ態たいを演じることは決けつしてないアマラだが、この時ばかりは不覚を取った。

「さあ、教えて。フレオリックの居所を」

「知らないわ。私も黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうで別れて以来、会っていないのよ」

「だったら占うらなって」

　少女は冷たく鋭するどい刃の先を、アマラの頸けい動どう脈みやくに這はわせる。

「噓うそはなしよ」

「こんな情じよう況きようで出で鱈たら目め言えるほど大だい胆たんじゃないわ」

　アマラは水晶球に両手をかざし、バールベクの街まちで出会った黒衣の男のことを思い浮かべた。




　彼の名はフレオリック。

　氷ひよう竜りゆうの息で鍛きたえられた〝氷の剣〟を持つ彼は、ヤーバシアの元もと国王であり、剣けん聖せいロヴァルに師し事じした天才剣士であった。

　だが今では、妻と弟を殺して国を捨すてた賞しよう金きん首くびとして、その呪のろわれた名はエレネイ全土に轟とどろいているのだ。

　数か月前のこと……。

　フレオリックとアマラ、そしてフレオリックの連つれである少女ピュティアは、黒瑪瑙宮の秘ひ宝ほうを巡めぐっての〝将軍〟リガースとデア・アブノバの魔女の戦いに巻き込こまれた。

　アマラとフレオリックらは、リガースのもとで黒瑪瑙宮までの案内と護ご衛えいの仕事についていたのだ。

〝将軍〟と魔女たちの戦いは熾し烈れつを極きわめた。

　結果、魔女たちのほとんどが倒たおされ、〝将軍〟も命を落としたのである。

　もっともアマラは、その最後の戦いの様よう子すを噂うわさでしか知らない。

　彼女は途と中ちゆうでこの戦いから離り脱だつしたのだ。




「……西ね」

　やがてアマラは答えた。

「南西に十日程ほどのところを北に向かっている。今から真ま西にしに向かえば出会えるわ」

「本当？」

「フレオリックたちが急に気を変えなければ、ね」

「……まあ、いいわ」

　短剣の刃やいばがアマラの首から離はなれる。

「あなたも〝将軍〟の一味だったから本当は殺したいところだけど、フレオリックの居い場ば所しよを教えてくれたから命は助けてあげる」

　短剣を地面に捨すててフードを被かぶり直すと、少女は後あと退ずさりして天てん幕まくから消えた。

「…………」

　アマラは少ししてから短剣を拾ひろい上げ、テーブルの上に戻もどした。

　少女の置いていった金こん剛ごう石せきを手のひらに取ってみると、間ま違ちがいなく質しつの良い値ね打うちものである。

（あの子、ディディと言ったかしら？）

　ウラルトゥ渓けい谷こくでの戦いの時に、魔女の長おさが少女のことをそう呼んでいた気もするが、正式に紹しよう介かいされた訳わけでもないので記憶は定さだかではない。

　アマラはもう一度、椅い子すに腰こしを下おろして水すい晶しよう球きゆうをのぞき込こんでみる。

　ついさっき、少女に強制されて視みた時に、フレオリックの位置がはっきりと見えたのが気にかかるのだ。

　自分の意志で視た訳でもないのに、これほど鮮せん明めいな幻げん視しを得たのは初めてのことだ。

（ひょっとすると、〝一の神〟の啓けい示じ？）

　アマラはそう思ったのだ。

　時とき折おり、アマラは〝一の神〟が如い何かに自分たちとは異質な存在なのかを思い、震ふるえることがあった。

　別名〝運命〟とも〝偶ぐう然ぜん〟とも呼ばれる〝一の神〟は、人の言葉で、いや、他のどんな種族の音声的伝達手段でも話しかけることはなかった。

　水晶球を通しての映像──抽ちゆう象しよう的てきな画像を示す場合と、伝えようとする事じ象しようそのものを素す直なおに映し出す場合とがあるが──と、直接肉体に作用する苦く痛つうと快楽。

　苦痛は心しん臓ぞうを氷の手で握にぎり潰つぶされるような苦しみであり、その快楽は全身を恍こう惚こつに震わせる、目も眩くらむような悦えつ楽らく。

　これが、〝一の神〟が自みずからの意志を示す方法であり、アマラは〝一の神〟の啓示を正しく理解することのできる数少ない預よ言げん者しやなのだ。

　だが……。

（……違うの？）

〝一の神〟は今、アマラに何も語ろうとはしなかった。

　水晶球に映うつし出されているのは、蠟ろう燭そくの明かりに浮き上がる、二十代後半にしては若々しい己おのれの顔のみ。

　それに、どのような苦痛も快楽も、今はその身体からだを苛さいなんではいないのだ。

　アマラはこれをどのように解釈すべきか迷まよった。

　ふと、フレオリックとピュティアの姿すがたが心に浮かぶ。

　全身を黒で包み、シュウシュウと音を立てて冷気を放つ剣を握にぎったフレオリック。

　濡ぬれ羽ば色いろの長い髪かみと、無慈悲な青みがかった灰色の瞳。そして、冷笑を帯びた唇くちびる。

　あの唇の甘い感かん触しよくは、軽けい蔑べつの言葉を投げつけて別れた後も忘れたことはない。

　それに金きん髪ぱつのピュティア。

　口は悪くて意い地じ汚きたないが、邪じや気きのない目をした可愛かわいい娘むすめだ。

「別にリックが狙ねらわれても構かまいはしないけれど……」

　アマラはため息をついて立ち上がり、水晶球をそっと皮の袋に収めた。

「あの子の悲しむ顔は見たくないわね」

　と、その時。

　扉とびら代わりの幕の隙すき間まから、丸い目をした十歳さいくらいの男の子が顔をのぞかせた。

「……ロケ」

　小こ太だい鼓こを首から吊つるした少年に気がつき、アマラは笑え顔がおを向ける。

　一座の楽がく士しの一人である少年は、小太鼓をトンッと叩たたいて返事をした。

「ちょっと用ができたの」

　銀髪を軽く搔かき上げたアマラは、首の後ろに手を回して衣い裳しようの紐ひもを解とくと、薄衣がフワりと地面に落ちるに任まかせた。

　ロケは慌あわてて目を両手で覆おおう。

　アマラは顔を真まっ赤かにする少年のことは気にも留とめずに全ぜん裸らになり、香こう油ゆを肌に塗ぬりつけた。

　それから、狩人かりゆうど風の身み軽がるな服を身にまとう。

　鋲びようを打ったヘアバンド、短めのスカートに革かわの胸むね鎧よろい、それと乗馬用の丈たけの短い外がい套とうと編あみ上げのブーツである。

「これでよし」

　旅たび支じ度たくを終えた彼女はロケの肩かたをポンと叩たたいた。

「……また半はん月つきほど留る守すにするわ。アリシアたちにはうまく伝えておいて」

　ロケは、

（またなの？）

　と、言うように太鼓をトトトンと打つ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私が抜ぬけたって客きやく足あしに大して影えい響きようはないわ」

　アマラは、必要最小限の荷物を詰つめておいた雑ざつ囊のうをテーブルの下から引き出すと、肩に引ひっ掛かけた。

「じゃあね、もう行くわ。ここの片かた付づけはセイルに任すから」

　こうして銀髪の女占い師は、あきれ顔で見送るロケ少年を残し、天幕を後あとにしたのだった。




　　　　＊　＊　＊




　それから数日後の初秋の午後……。

　その生なま臭ぐさい、鼻び腔こうの奥にこびり付くような臭においは、黒馬がタフォスの谷に足を踏ふみ入れた時から漂ただよっていた。

　タフォスは、白い岩いわ肌はだの剝むき出だしになった岸に挟はさまれた、比ひ較かく的てき幅はばの広い渓けい谷こくである。

　岩々の間から顔をのぞかせる緑は豊かで、もう少し秋が深まればこれが燃もえるような赤や黄こ金がね色いろに彩いろどられる。

　しかし……。

　今、谷を奥に進むに連れて悪あく臭しゆうは次し第だいに強くなり、旅ゆく少女にとって堪たえ難がたいものとなりつつあった。

「……うっぷ」

　ピュティアは馬に揺ゆられながら、胃いから酸すっぱいものが込こみ上げてきそうになるのを辛かろうじて我が慢まんした。

　少女は顔にまとわりついた金きん髪ぱつを払うと、自分が腕うでを回している黒こく衣いの剣士をチラリと見上げる。

　だが、剣士のやや女性的とも言える整った顔立ちには、何なんの表情も浮かんでいない。

「ねえ、リック」

　ピュティアは黒衣の剣士に呼びかける。

「これ、何の臭におい？」

「この屍し臭しゆうのことか？」

　谷の中央を流れる小川に沿そって馬を進めているフレオリックは、少女の方を振ふり向むきもしなかった。

「シシュウ？……うえっ！」

　ピュティアは鼻はなの頭あたまにしわを寄せる。

「死人に用はないよ。道を変えよう」

「一本道だぞ」

「だから、引き返そうって言ってるの」

「……もう遅おそいな」

　二人の眼前に、小さな村が現われた。

　十数軒けんほどの慎つつましい、藁わら葺ぶきの小屋の集まりだ。

　だが、そのほとんどは半はん壊かい状態であり、全ぜん焼しようして黒く焦こげた柱だけが残り、細い煙けむりを上げて燻くすぶっている家も多い。

　歩いている人間はほんの二、三人で、その十倍ほどの数の遺い体たいが地に横たわり、腐くさるに任まかせてある。

　屍臭の元はどうやらこれのようだ。

「何か、ヤバそう」

　片手で口を覆おおいながらピュティアはつぶやく。

　しかし、リックの方はそうした光景に心を乱した様よう子すは一いつ切さい見せず、黒馬を村に乗り入れる。

「疫えき病びようじゃないだろうね？」

　オドオドと辺あたりをうかがうピュティア。

　リックは頭を振ふり、足あし元もとに転ころがる死体のひとつを指ゆびさした。

　ピュティアが恐おそる恐る視線を落とすと、その子供の死体の左肩から右胸にかけて、深い真まつ直すぐな傷きずが走っているのが見えた。

　明らかに剣によるものだ。

「……誰だれの仕し業わざ？」

「野や盗とうの類たぐいではないな」

　リックは、渡り鳥がつついている女の死体の背せ中なかに突つき立った短たん槍そうに目をやった。

　と、その時……。

「なあ、旦だん那な」

　黒焦げの小屋の残ざん骸がいの陰かげから、男の声がした。

「済すまねえが、小刀みてえなもん、持っていないかね？　ちょこっと貸してもらいたいんだが？」

　黒馬の前に、みすぼらしい風ふう体ていの男がふらふらと歩み出てきた。

「ピュティア、短剣を貸してやれ」

「えっ、あたしの？」

「そうだ」

　リックに言われたピュティアは渋しぶ々しぶブーツから短剣を一本抜ぬくと、男に手て渡わたした。

「でも、何に使うのさ？」

「いや、なあに、……ちょいと杭くいを尖とがらせようと思ってね」

「…………？」

　男は二人に背を向け、小屋の裏うら手てに戻もどっていく。

　リックは鞍くらから下りると黒馬を待たせ、その後についていった。

「また、物もの好ずきが始まった」

　と、ボヤきながらピュティアも続く。

　男は地面に斜ななめに突つき刺さした細い杭のところにゆくと、ピュティアの短剣を使ってその先を削けずり始めた。

「……すぐに返すから安心して下さいよ」

　リックたちがついてきたのに気がつくと、男は手を休めずに言った。

「いや、別にお前が盗ぬすむと疑うたがった訳わけではない。この村のことを聞こうと思っただけだ」

　リックが答える。

「この村？　見ての通りでね」

　男は泣なき顔とも笑い顔ともつかない顔になる。

「何も話すほどのものは残っちゃいませんや。持ってく値ね打うちのあるもんはみんな役人が取っていき、残りは灰だけでさ」

「役人？　じゃあ、これ、役人がやったって言うの？」

　ピュティアの言葉に男はうなずいた。

「奴やつら、取り立てる金が無ねえことが分かると、腹いせに好き勝かつ手てやって……」

「ここの領りよう主しゆは誰だ？」

　と、リック。

「さてね」

　男は肩かたをすくめる。

「さてねって！」

「ここはアシュクトルとユガの中間地帯でね。両方の国の兵隊連れん中ちゆうが毎日のようにこの近所にやってきては、国境の線引きで武器を振ふり回まわして揉もめてるんですよ。で、見えない国の境さかい目めの上に住んでいる俺おれたちは、両方の国に税金を払わされてきた訳で」

「抗こう議ぎ……なんかできないか」

　ピュティアも眉まゆをひそめるしかない。

「逆さからえば痛いためつけられることは分かっていたから、俺たちも払えるうちはかなり無理しても払ってきたんですがね。けど、とうとう村の蓄たくわえが尽つきて、払えねえっていうしかない日が来きちまって」

「家族は？」

　相あい変かわらずの無表情でリックが尋たずねる。

「もう埋うめましたよ……。女によう房ぼうと娘むすめを」

　男は手を見せた。

　爪つめが剝はがれて、指ゆび先さきが血と土で赤あか黒ぐろく汚よごれている。

「農具も取り上げられちまったんで、時間はかかりましたがね」

「なるほど、後あとは自分の始し末まつだけか」

「て、ことです」

　男は頭を搔かいた。

「何よ？……まさか!?」

　ピュティアは先を尖とがらせた杭くいの方を見る。

「あんた、あれで!?」

「首を吊つるにも、縄なわさえもないんでね。生き残った他の連中も、俺と似たような方法を探さがすこってしょうよ」

「じ、冗じよう談だんじゃないよ！」

　ピュティアは短剣を取り上げた。

　だが、男は十じゆう分ぶんに鋭するどくなった杭に満足げにうなずく。

「生きてりゃまた絞しぼり取られるだけ。けど、この上に身を投げりゃあ、それもすべて終わりでさあ」

　虚うつろな乾かわいた笑い声。

「……さあ、もう行ってくれんかね。旦だん那なやお嬢じようちゃんと話せて良かったよ。少なくともこれで俺が生きていたことをほんの二、三日でも覚えていてくれる人ができたんだものなあ」

「ああ。心こころ安やすらかに逝ゆくがいい」

　リックはそう言って踵きびすを返した。

「おお、そうだ。お嬢ちゃん」

　リックについて立ち去ろうとするピュティアの背に、男は声をかけた。

　振り返るピュティア。

　男は懐ふところから何かを取り出すと、少女に向けてそれを放ほうった。

「……これ？」

　ピュティアはそれを受け止め、確たしかめる。

　百ゆ合りの花を象かたどった、鹿しかの角つの製の髪かみ飾かざりである。

「それだけが手て元もとに残ったもんでね。娘の誕たん生じよう日びにと造つくってやったやつだ」

「いいの？」

「ああ。生きてりゃ明あ日すが十二の誕生日だったよ……。頼たのむ、持っててくれ」

　ピュティアは髪飾りをギュッと胸に押し当てた。

「さあ、行くぞ」

　リックが促うながす。

「……こんなことって」

　男のもとから一歩一歩離れながら、ピュティアは唇くちびるを嚙かんだ。

　黒馬のところまで戻ると、リックは黙ってピュティアを鞍くらに乗せてやる。

　続いて、自分も鐙あぶみに足を掛けようとした時に、彼はふと動きを止とめて耳をそばだてた。

　蹄ひづめの音が近づいてくるのを、リックの鋭えい敏びんな感覚が感じ取ったのだ。

　馬の数は十騎き以上。

「……ピュティア、待て」

　リックは少女に手た綱づなを預あずけた。

　やがて、北から騎き馬ばの兵士の一団が姿すがたを現わした。

　みな、鋭するどい目付きと薄うす汚よごれた顔をした連中で、鎖くさり帷子かたびらと円形盾ターゲツト、戦せん斧ぷや鎚つち矛ほこで武ぶ装そうしている。

　村の真まん中なかまでやってきた彼らは、リックとピュティアを囲かこむようにして馬を止とめ、二人を傲ごう慢まんな表情でにらみつけた。

「これはアシュクトルの屑くずどもの仕し業わざか？」

　口くち髭ひげを蓄たくわえた隊長と思おぼしき男が、断定口く調ちようで問とい質ただす。

「奴やつらめ！　自由都市ユガの民たみから掠りやく奪だつするとは！」

「連れん中ちゆうには違ちがう言いい分ぶんがあるようだがな」

　リックが灰色の瞳ひとみで隊長を見返した。

「何なんだあ、貴き様さまは？」

　と、隊長が声を荒あららげかけた時、辺あたりを見て回っていた部ぶ下かの一人が彼の横に来てその耳に囁ささやいた。

「……めぼしいものは粗あら方かたやられてます。金になりそうなものは残っていません」

「ちっ！」

　隊長は舌した打うちした。

「税ぜい金きんを持ち帰れなければ、参さん事じ会かいの阿あ呆ほどもに叱しつ責せきされるのはこの俺おれだ。……おい、そこの貴様！」

　隊長は再びリックの方に向き直った。

「……ふむ」

　彼はリックの服装や鞍くらの荷をざっと見渡した。

「金はありそうだな」

　髭ひげの口くち元もとがニヤリと笑った。

「貴様ら、旅の者のようだが、我われ々われは自由都市ユガの徴ちよう税ぜい官かんだ。通行税として有あり金がね全部、払ってもらおう」

「有金全部だって！　まるで野や盗とうじゃないか！」

　ピュティアが悲ひ鳴めいに近い声を上げる。

「払わぬと言ったら？」

　リックが静かに尋たずねる。

「否いやとは言えぬのだよ」

　隊長は吃驚びつくりしたような顔を作ってみせる。

「そう言おうと思った時には死んでいるのだからな！」

　兵士たちが一斉に武器を構かまえた。

「隊長、この娘も税の一部としていただきますか？」

　中の一人が下げ卑びた笑い声を漏もらし、ピュティアを舐なめるような目で観察する。

「あの娘っこを味あじ見みできるなら、無む駄だ足あしにはならなかった訳わけだ」

　もう一人も欠けた前まえ歯ばを剝むき出しにして笑い、ペッと唾つばを吐はいた。

　その唾が、近くに横たわる子供の遺い体たいにかかる。

「……ピュティア、持っていろ」

　リックは氷の剣〝グリード〟を、鞘さやごと少女に手て渡わたした。

「えっ？」

「こいつらは自分より相手が弱いと見るや、嵩かさにかかって襲おそいかかる豚ぶたどもだ。斬きればグリードが汚けがれる」

　リックはそう言うと、手て近ぢかな死体から短たん槍そうを引き抜いた。

「かかれ！」

　兵士たちが同時に飛びかかった。

　ビュンッ！

　リックは水平に槍やりを振った。

　鎚つち矛ほこを大だい上じよう段だんに振りかざして前方から突とつ進しんしてきた二人の兵士が、まずザックリと喉のどを深く裂さかれて落馬し、倒れる。

　リックは次に、振り切った槍やりを頭ず上じように持ってきてクルリと回し、逆さか手てに持ちかえて左脇わきから後方に突つき出した。

　死し角かくから近づきつつあった兵士は心しん臓ぞうを突かれ、信じられぬといった表情を顔に張りつかせたまま即そく死しした。

「……一人も逃にがす気はない」

　リックはグイと槍を捻ひねって引き抜くと、今度は素す早ばやく三度、まるで蠍さそりが毒どくの尾おを繰くり出す時のように素早く突いた。

　これで三人の兵士が、それぞれ正確に急所を貫つらぬかれる。

　まず、戦せん斧ぷを持った男は右目から脳のうまでを槍の先で突き抜かれ、剣を抜こうとしていた若い兵士はアゴの下に一いち撃げきを食くらった。

　もう一人は胃いの辺あたりを深く穿うがたれて、背せ骨ぼねを断たれる。

　血ち飛沫しぶきを噴ふき上げて、三人は鞍くらからずり落ち、ほぼ同時に地に転ころがった。

　だがこの鋭するどい突きの衝しよう撃げきで、リックが握にぎっていた槍の脆もろい青銅製の穂ほ先さきが砕くだけ散る。

「今だ！　行けぃ！」

　これを機きと見た隊長が、生き残った部下に命じた。

　五人の兵士がい一いつ斉せいに馬を駆かり、仲間の死体を蹄ひづめで踏み砕いてリックに襲おそいかかる。

　一騎は正面から、残りは二騎ずつ左右に分かれての攻こう撃げきだ。

　だが、リックはこれに慌あわてず、槍の先を目の前の地面に突き立てると、これを支えに高たか跳とびの要よう領りようで跳ちよう躍やくし、正面から迫せまる敵てきの頭ず上じようを飛び越こえた。

　そして、そこに転がる兵士の死体の腰こしから剣を抜くと、体たい勢せいを立て直して馬の向きを変えようとする兵士たちの間に稲いな妻ずまのような速さで飛び込んだ。

　跳躍しながらの切り上げで、鎚つち矛ほこを握にぎった兵士の腕うでがはね飛ばされ、切きっ先さきがその胴どうをザックリと裂さいて、まず一人。

　さらに着地するまでの間に、横よこ薙なぎと袈け裟さがけで二人が首くび筋すじと肩かた口ぐちに一撃を受けて倒れる。

　リックは返り血を浴びながら、一いつ瞬しゆんの隙すきも置かずに残りの二人に斬きりかかる。

　すでに彼らは恐きよう慌こうを来きたし、逃にげる姿し勢せいに入っていたが、無慈悲な剣は彼らの背中を斬り裂いた。

「……化ばけ物ものだ」

　隊長は白はく昼ちゆう夢むを見ているような表情でつぶやくと、手た綱づなを引いて馬を下がらせようとする。

　だが、

「これで終わりだ」

　と、リックは剣を彼めがけて水平に投げた。

　叫さけび声を上げる時間さえなかった。

　剣はクルクルと回転しながら真まつ直すぐに飛び、驚きよう愕がくする隊長の首をきれいにはねる。

　その首は目と口を大きく開いたまま高く弧こを描えがいて跳とんで、地面で二、三回弾はずむと、転ころがって泥どろ溝みぞにはまった。

　首の切り口からは鮮せん血けつが泉いずみのように噴ふき出し、小こ刻きざみに痙けい攣れんはしたものの、首を失った隊長の身体からだは一瞬の出で来き事ごとに手綱を握った姿勢のままほとんど動かなかった。

　首無しの主人を乗せた馬はそのまま何なに事ごともなかったかのように、だく足で村を出て行った。

「……ここにはもう用はない」

　リックはピュティアの手からグリードを取ると再び腰に下げ、黒馬にまたがった。

「どこにいくの？」

　ピュティアはリックの背にしがみつきながら尋たずねる。

「北だ」

　彼は黒馬を進ませて答える。

「でも、すぐに別れ道に出るよ。そこからどっちに向かうの？　アシュクトル？　それともユガ？」

「……これで決める」

　リックは懐ふところから金貨を一枚取り出すと、指で弾はじいて空中に跳ばした。

「ああんっ！」

　ほとんど条件反射で、ピュティアは金貨をつかもうと鞍くらの上で立ち上がり、そのまま転ころげ落ちた。

　ドスンッ！

「……ててっ！」

　ピュティアは強きよう打だしたお尻しりをさすりながら起き上がった。

　それでも、しっかりと金貨は握っている。

「とんでもない方向に投げないでよ！」

　口を尖とがらす少女。

「ユガだな」

　リックは告つげた。

「……えっ？」

「目的地はここから北東のユガだ。お前が鞍の右に落ちたからな」

　どうやらリックは金貨を餌えさに、少女が鞍のどちら側に落ちるかで行き先を決めようとしたらしい。

「あ、あんた、あたしをコイン代わりにっ！」

　ピュティアはドンと足を踏ふみ鳴ならした。

「ど～していつもあんたって男は！」

「さあ、乗れ。明あ日すの日ひ暮ぐれまでには着きたいからな」

　黒衣の剣士は抗こう議ぎを途と中ちゆうで遮さえぎると、少女の襟えり首くびをつかんでひょいと引き上げた。

「あたしは猫ねこじゃない！」

「うるさい娘だ」

　リックは背中でジタバタ暴あばれるピュティアを無視し、黒馬の頭を北に向けた。

　行き先は自由都市ユガ。

　ちょうど、アマラがディディに占うらなったのと同じ方向にある街まちである。







　第一章　自由都市ユガ　一日目　夕刻







　ユガの街の姿が地平線上に見えだしたのは、ピュティアたちが名も知らない村を出てから二日目の日ひ暮ぐれ時どきだった。

「なんとか夜までには着けそうだね」

　少女はちょっと草臥くたびれた様よう子すでリックに話しかけた。

「街まちに着いたら美お味いしいもの食べようよ。……お前まえにもたくさん飼かい葉ばを上げるからね、お馬ちゃん」

　そう言ってポンポンと尻しりを叩たたいてやると、黒馬は気乗り薄うすな様よう子すで一回低く嘶いなないた。

「ねえ、前から思ってたんだけど、この馬なんて名前？」

「知らんな」

　リックは肩かたをすくめる。

「知らんって、じゃあ名前付けてないの？」

「馬には馬同どう士しの言葉があり、その間で通用する名前があるだろう。我われ々われ人間が自分たちの思い入れで勝かつ手てに名をつけ、それで呼ぶのは傲ごう慢まんな態度だ」

　黒馬はこれに同意するように、アゴを上げて大きく頭を振ふった。

「飼い主も変だけど……、変な馬」

　ピュティアは鼻はなを鳴らした。




　やがて、沈みゆく夕陽を背に、ユガのシルエットがはっきりと見えてきた。

　丘おかの上に創そう設せつされたユガは、構造的には円形要よう塞さい都市である。

　街を囲かこむ厚い石の街がい壁へきは、周囲の荒こう野やに出しゆつ没ぼつする蛮ばん族ぞくの侵しん入にゆうから身を守るために、かつて太たい主しゆが二十年以上の歳さい月げつを費ついやして造つくったものだ。

　もっとも、その太主は街壁の完成を見ることはなかった。

　街壁建設の費用や、宮殿の改かい装そう費の捻ねん出しゆつのため、太主が酷こく税ぜいを課かしたことに市民が怒いかり反乱が勃ぼつ発ぱつ、太主とその一族は追放されてしまったのだ。

　それも、大半は墓はか場ばの中へと。

　それ以来、街は自由都市を宣せん言げん、市民の代表である参さん事じ会かいが主権を握にぎることとなったのである。

　一方、街壁は建設途と中ちゆうのまま放ほう置ちされた。

　参事会の提てい案あんで工事が再開されたのは、市政が安定した半年後のこと。

　この時もやはり、費用が問題として上げられた。

　だが、参事会は近きん隣りんの農村の自由民に対し、建設労働に低賃金で参加する見み返かえりとしてユガの市民権を与える、との布ふ告こくを出すことでこれを解決したのだ。

　その後、程ほどなく完成した街門のアーチの真まん中なかには、太主の頭ず蓋がい骨こつが埋うめ込こまれていると言われている。

　街は自由都市と化した後のち、低い税とサリザの大たい河がに面しているという交通の便を生かして中なか継つぎ貿ぼう易えきの街として発展した。

　そして、近隣の村々を次々と傘さん下かに入れ、やがて、同様に貿易都市として発展していた西の港こう湾わん都市アシュクトルと頻ひん繁ぱんに小こ競ぜり合いを起こすまでになったのだ。




　リックとピュティアは、陽ひが完全に沈しずんで街門が閉とじられる前に街に着くことに成功した。

　門を潜くぐると、ユガの市街は意外と統とう率そつの取れていない雑ざつ然ぜんとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　雑然と、と言っても、貿易都市らしい活気に満ち溢あふれた感じではない。

　惰だ性せいと混こん沌とんと退たい廃はいに支配された、まともな精神の持ち主なら吐はき気けを催もよおすような荒れ果てようなのだ。

　道は捻ひねくれて幅はばも一定ではなく、荒あら打うち漆しつ喰くい壁かべの粗そ末まつな家か屋おくは、道に対して奇き妙みような角度で密みつ生せいするように建てられている。

　街の中心部に近づくにつれて、建物は石造りの立りつ派ぱなものになっていったが、空気はさらに淀よどみ、退廃の色も一いつ層そう濃こくなっていった。

　性的な幻げん覚かくを見せる黒くろ睡すい蓮れんの実を薫たく匂においがかすかに漂い、悲鳴とも、嬌きよう声せいともつかぬ声が時おり聞こえてくる。

　通りを歩く人の姿は疎まばらだが、普通の街ではあまり見られない光景があちこちで展開していた。

　暗くらがりで半はん裸らで抱だき合って蠢うごめく男女がいたり、道の傍かたわらで座すわり込こんで虚うつろな目でブツブツ言っている身なりのいい青年もいる。

　通行人に背を向け、ガツガツと得え体たいの知れないものを喰くらっている髪かみを乱した女の姿もある。

「……リック」

　ピュティアが囁ささやくように声をかける。

「あと、いくら残ってる？」

「当とう座ざの金貨は六十ほどだな」

「じゃあさ、あたしが宝石、換かん金きんしてこようか？　ほら、旅の途と中ちゆうは宝石の方が嵩かさ張ばらないけど、街中じゃ使い勝がつ手てが良くないだろ？」

「断ことわる」

　そっけない返事である。

「ちぇっ！」

　ピュティアは舌した打うちした。

（もうすっかり読まれてるよ。いくらか誤ご魔ま化かせるかなって思ったのに）

「ピュティア」

　リックは首を僅わずかに少女の方に向けた。

「分かっているだろうな、街に入る前に約束したことは？」

「もちろんだよ」

　ピュティアはいささかうんざりした口調で、先さきほど無む理り矢や理り誓ちかわされた三箇か条じようを繰くり返した。

「一、面めん倒どうごとは起こさない。二、面倒ごとは一いつ切さい起こさない。三、面倒ごとは絶対に起こさない」

「忘れるなよ」

「もう、あたしが面倒起こしたことある？」

　ピュティアは膨ふくれっ面つらをする。

　リックは黒馬を止め、まじまじと少女の顔を見た。

「……ちょっとはあるかも」

　と、ピュティアが首を縮ちぢこませた時。

「キャアアアッ！」

　すぐ先の路ろ地じを入った辺あたりから、若い女の叫さけびが上がった。

　一いつ瞬しゆん後、路地から小こ柄がらな女が飛び出してくると、黒馬とぶつかった。

「おどきよ！」

　身体からだの女性らしい部分をほとんど剝むき出しにした薄うすい衣い裳しようをまとった女は、南部訛なまりの罵ば声せいを浴あびせ、黒馬の脇わきを擦すり抜ぬけようとする。

「…………！」

　突然、ピュティアが手を伸のばし、女の二にの腕うでをつかんだ。

「放せ！」

「アウロラ！　ほら、あたしだよ！」

　女は鞍くらの上のピュティアを見上げた。

　月明かりのもとで観察してみると、この女もピュティアとそう変わらない年のようだ。

　浅あさ黒ぐろい肌はだと均整の取れた四し肢し、柔やわらかそうな唇くちびると大きな水色の目を持った少女だ。

　アウロラと呼ばれた少女は腕を振り払おうとするのを止やめて、ピュティアの顔を見つめる。

「……ピュティア!?　ピュティアじゃない！」

　アウロラは驚おどろきの声を上げた。

　どうやらピュティアの知り合いらしい。

　だが、彼女はピュティアとの再会を喜ぶ間もなく、続けて叫んだ。

「あたしから離れて！　関かかわり合いになっちゃ駄だ目め！」

　しかし、その警けい告こくは遅きに失しつした。

　ピュティアがアウロラの視線を追って路ろ地じ裏うらの暗がりの方に頭を巡めぐらすと、そこから這はうような姿勢で出てくる数人、いや、数匹ひきの生き物の姿が目に映うつった。

　彼らは外見に似合わぬ素す早ばやさで、あっという間まにアウロラに追いつく。

「なんなの、こいつら？」

　自分たちを取り囲んでグルルという言葉にならぬ呻うめき声を上げる彼らを見て、ピュティアは思わずリックの腰こしに回した左手に力を込こめた。

　半裸で武器も持っていない彼らは、骨こつ格かくから見れば人間のそれに近かったが、鞣なめし革がわのような肌はだはまるで灰色と焦こげ茶ちや色いろの染せん料りようをぶちまけたような色をしており、それが動く度たびにガサガサと耳みみ障ざわりな音を立てた。

　落ち窪くぼんだ眼がん窩かに埋まい没ぼつした眼球はどんよりと曇くもり、厚みのない唇はめくれ上がって黄色く不ふ揃ぞろいな歯が剝むき出しになっている。

　ピュティアを戦せん慄りつさせたのはその爪つめで、小さな短剣のように鋭するどいその先せん端たんが紫むらさき色いろに変色しているのだ。

「屍グ食ー鬼ルよ……」

　アウロラが太ふと股ももの内側に留めていた護身用の短剣を抜きながら、小声でささやく。

「ごめん、巻き込こんで。……でも、あの爪には毒があるから気をつけて」

　十匹を超こえる数の屍食鬼は、リックたちを囲む輪をゆっくりと小さくしてゆく。

　目的はアウロラのようだが、黙だまって彼女が襲おそわれるのを見ていることはできない。

　ピュティアはブーツから投げナイフを数本抜いて、いつでも投げられるようにと指に挟はさむ。

　だが、少女たちよりも早く、リックが動いた。

　彼はピュティアを鞍くらの上に残したまま下げ馬ばすると、アウロラを引き寄せ、氷の剣の柄つかに手をかけた。

「下さがれ。邪じや魔まだ」

　リックの言葉を無視して、屍食鬼たちは一いつ斉せいにアウロラめがけて襲いかかる。

「愚おろかな」

　白い閃せん光こうを放はなってグリードが鞘さやから抜かれた。

　真冬の雪ゆき嵐あらしのような冷たい風が、さっと吹き渡る。

　と同時に、屍食鬼の爪のついた腕が三本、宙ちゆうに舞まった。

　続けて、真ま横よこへの薙なぎ払い。

　胴に剣を受けた屍食鬼は上下に真まっ二ぷたつになる。

　腕を落とされても怯ひるむことなく先ほどの三匹が迫せまってくるのを見て、アウロラはリックの背中にギュッとしがみついた。

　ピュティアは、後方から近づいてくる一匹の目に投げナイフを打ち込む。

　しかし、そのくらいのことでは屍食鬼は動きを止めない。

「リック！」

　ピュティアの声に、フレオリックはアウロラの腰を抱だいて黒馬の後ろに回り込み、左目にナイフが突き立ったままの屍食鬼の醜みにくい首をはねた。

　どす黒い返り血が飛んで、剣士の頰ほおを汚よごす。

　一方、黒馬に爪つめを伸のばした一匹は、鼻はな息いきを荒くした黒馬の蹄ひづめを食くらい、頭を砕くだかれた。

　それでも屍食塊たちの攻こう撃げきの手は緩ゆるまない。

　普ふ段だんのフレオリックならば、たかが屍食鬼の十数匹、ほんの一呼吸のうちに斬きり捨すてていただろう。

　だが、少女二人を守りながら、というのは勝かつ手てが違う。

　彼の剣の特とく徴ちようである、目にも留とまらぬ剣速と縦じゆう横おう無む尽じんの移動力が生かせないのだ。

「……埒らちが明あかぬな」

　リックは氷の剣の血ち糊のりを拭ぬぐって一いつ旦たん鞘に収おさめると、アウロラを両手で抱かかえた。

「目を閉とじていろ」

　彼は少女にそう命じると、正面の屍食鬼の腹を蹴けり、前まえ屈かがみになったところをその肩を足あし場ばにして跳とんだ。

「キャアッ！」

　と、アウロラが悲鳴を上げる。
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　空中で身体からだを捻ひねって回転し、屍食鬼の包囲の外に降おり立ったりックは、アウロラをそっと傍かたわらの石いし畳だたみの上に下おろした。

「ああんっ！　あたしは!?」

　包囲の中に取り残されたピュティアがわめく。

　リックはグリードの柄つかに手を置くと、こちらに背を見せている屍食塊たちに向かって突進した。

　抜ばつ刀とうしながら、彼は屍食鬼たちの間を縫ぬうように駆かけ巡めぐる。

　ズズズズシュッ！

　腐くさった床ゆか板いたを踏み抜いたような音が幾いくつも重かさなって、薄うす暗ぐらくなった通りに響き渡った。

　黒馬のまわりを一周したリックは足を止め、白はく刃じんについた粘ねばり着つくような黒い血を振り払って氷の剣をパチリと鞘さやに戻もどした。

　次の瞬しゆん間かん。

　屍食鬼はすべてその場に崩くずれ落ちた。

「……すっご～い！」

　この光景にアウロラは歓かん声せいを上げ、リックに飛びついてキスの雨を降らせた。

「もう、あなたみたいな男のためなら、あたし何でもしちゃう！」

「ち、ち、ちょっと！　あたしのリックに何するのさ！」

　ピュティアが慌あわてて黒馬から下り、二人を引き剝はがしにかかる。

「本ほんっ当とうに、油断も隙すきもあったもんじゃないよ！」

　アウロラは色いろ気けたっぷりの流し目をリックに送ってから、腕を引っ張る金きん髪ぱつの少女の方を振り返った。

「あら、ピュティア！　久しぶり！」

「久しぶり、じゃないわよ！　あんた、ここで何してるのさ!?」

　ピュティアは自分のものだというように、リックにしがみつきながら言った。

「何って……」

　アウロラは口ごもった。

「スミルナであんたと別れてから色々あってさ、流れ流れて今じゃ……」

　彼女はニッと笑って肩をすくめた。

「ははん」

　ピュティアの目が冷ひややかなものになる。

「てことはまた？」

「あんたがこの手の仕事、嫌きらいなことは知ってるよ。でもね、あたしは好きなんだよ。目をつぶって、ほんのちょっと我が慢まんすりゃあ、他の仕事の何倍も稼かせげるんだから。身体からだだって、洗えばきれいになるもの……」

　アウロラは豊かな茶色の髪かみを搔かき上げた。

「盗ぬすみもいいけど、当たり外はずれが大きいんだよ。堅けん実じつが一番さ。……もう、この話はいいだろ？」

　彼女は再びリックの方に目をやった。

「へえ、あんたの男？」

「そうよ」

　ピュティアが言った瞬間、リックは彼女の首くび根ねっ子こをつかんでポイと放ほうった。

　ドスン。

「痛いたいじゃない！」

　アゴから地面に落ちてピュティアはリックをにらむ。

「誰だれがお前まえの男だと？」

「そうみたいなもんじゃない！」

「自うぬ惚ぼれるな」

「そ、そんなふうに言うわけ！」

　二人のやりとりを見て、アウロラは笑い出した。

「……もういいよ、何なんとなく分かったから。あたしはアウロラ。ピュティアの昔のダチだよ」

　彼女はリックに歩み寄り、頰ほおにキスをした。

「さっきはありがと、助かったよ」

「……だからそのキス、止やめなさいって言うの」

　ピュティアは頰を膨ふくらませた。

「でもアウロラ、どうしてあの化ばけ物ものに？」

「それは私も聞きたい」

　と、リック。

「奴らは動物の死し骸がいを狙ねらったり、墓場を掘ほり起こして腐ふ乱らんした死体を漁あさるのが普通だ。街まち中なかで生きている人間を襲うことは、通常は考えられない」

　アウロラの目が真しん剣けんになった。

「あの屍グ食ー鬼ルどもは参さん事じ会かいの犬さ」

「参事会だと？」

「そう。あたし実じつは、この街に来てからしばらく参事会員の一人の所に囲かこわれててさ」

「つまり、愛人だった訳わけだな？」

「愛人？　いいねえ、その呼び方。……まあ、要するに夜中に通りに立つより、安全で儲もうけが確実だったからなんだけど。こいつが本当に嫌いやなジジイでさ、しつこい上にケチなんだ。で、嫌いや気けがさして、そいつのとこ飛び出したらこのザマ」

　アウロラは頭を振ふった。

「これからあたし、この街を出るつもりだよ」

「もう街門は閉しまってるわよ」

「抜け道があるのさ。……ピュティア、会えたばかりで残念だけど、もう行かなくちゃ」

　アウロラは旧友を抱だき締しめた。

「あんたも長なが居いは無用だよ。……じゃあね」

　彼女はピュティアから離れると、小こ走ばしりに別の路地へと向かった。

　角かどを曲がる寸前でアウロラは振り返り、リックに向かってウインクする。

「そっちの彼！　今度会ったら、ピュティアじゃ楽しめないようなこと、たくさんしてあげるからね！」

「に、二度と顔見せるな！」

　ピュティアが怒ど鳴なる。

　だが、アウロラの姿が闇やみに消えると、彼女はボソリと付け足たした。

「でも、いい子なんだよ。……無ぶ事じに逃にげて」

　やがて、リックは何なに事ごともなかったかのように黒馬にまたがると、ピュティアを鞍くらに引き上げた。

「もう日が暮れちゃったね。早く宿やど探さがして、何か食べようよ」

　と、ピュティアが言うと、リックはかぶりを振った。

「この屍食鬼の血の臭においには閉へい口こうする。まずは沐もく浴よくだ。浴場に行くぞ」

「ええ～！」

　ピュティアは不満げな顔だ。

「お腹なかすいたよ～」

「不ふ潔けつな娘には何もやらん」

「だってさあ、風ふ呂ろって熱あついお湯に入るんでしょ？　不自然だよ、病気になるよ」

「ごねるな」

　リックは抗こう議ぎを無視して馬を進めた。




　煙えん突とつから白い大量の煙けむりを出す浴場を見つけるのは、造ぞう作さなかった。

　浴場の建物は、彩色したスレート瓦がわらの屋根と大理石の壁、狭はざ間ま飾かざり付きの窓を持った豪ごう華かなもので、泉いずみの湧わき出る中なか庭にわまでがあった。

　要かなめ石いしに虫ちゆう跡せき形がた装そう飾しよくが施ほどこされた尖せん頭とうアーチを潜くぐって中に入ると、主人らしき愛あい想そのいい男が出てきたので、リックは個室を二つ頼たのんだ。

　彼らは浴場全体を見み渡わたせる待まち合あい室しつへと、まず通された。

　多人数で利用する風呂は三つに分かれている。

　通常の温おん浴よく風呂と、冷水の風呂、そして蒸むし風呂である。

　一部の貴き族ぞくや豪ごう商しようなど、風呂に慣なれた者はこの三つに交こう互ごに入りながら、マッサージや読書、集まった友人たちとの会話や、時には軽い食事を楽しむのだ。

「一いつ緒しよに入らないの？」

　待合室でピュティアが上うわ目め遣づかいに尋たずねる。

「風呂でまで、お前の面めん倒どうを見る気はない」

　リックはそっけなく答えると、少ししてやってきた従業員の案内について、自分の個室に向かった。

「べえ～だ！」

　残されたピュティアも仕し方かたなく、別の従業員に従って個室に行った。

　リックは個室に入ると、黒くろ尽ずくめの服を脱ぬいだ。

「これは捨てていい」

　彼は脱いだものをまとめて、個室付きの湯ゆ女なに渡した。

「それから、今から言う服を揃そろえてくれ。まず、絹きぬの上うわ着ぎとズボン、鋲びようを打っていない鹿しか革がわのブーツ、子羊の革の手て袋ぶくろに、薄うす手での毛け織おりの外がい套とう。色はすべて黒で、大きさは今渡したものと同じだ。特に意い匠しようを凝こらしたものでなくともいいが、安やす物ものは駄だ目めだ」

　リックはそう指示して、小こ粒つぶの猫ねこ目め石いしを二つ、与えた。

「釣つりが出たら、お前のものだ」

「は、はい！」

　湯女は宝石をしっかりと握にぎると、足あし早ばやに個室を出ていった。




　一方……。

「ここはいいよ、ひとりで入るから」

　オイルの壜びんを持ってマッサージの準備をしていた湯女に、ピュティアはそう告つげて個室から閉しめ出した。

「……さてと」

　少女は埃ほこりまみれの上着を脱ぎ、ブーツから足を解放すると、浴よく槽そうに張られた湯に手を差し入れる。

「やっぱり熱あつい」

　ピュティアは残った衣服も脱ぎ捨てると、白い湯ゆ気げの上がるお湯を両手にすくい取り、バチャッと顔に浴あびせた。

　それから、覚かく悟ごを決めて、ゆっくり片足ずつ湯ゆ槽ぶねに入る。

「…………」

　やっぱり、サッパリしたいという欲求には勝てなかった。

　マルガの砦とりでを発たって以来野の宿じゆく続きで、なかなか身体を洗う機会がなかったため、自分の臭においが気になってきたところだったのだ。

　それにこの二か月、リックと一いつ緒しよに旅を続けてきて、お湯の風呂にもだいぶ慣れてきてもいた。

　上がった後の爽そう快かいさには、水の風呂では味わえない魅み力りよくがあることを、ピュティアは否定できなかった。

　白い裸ら身しんが、やや熱めの湯に委ゆだねられる。

（う～、堕だ落らくだ。……気持ちいい）

　鞍くらの上で丸一日過ごした筋肉の緊きん張ちようが、ゆっくりと解ほぐれていく。

「フフフンフン……」

　自然と鼻はな歌うたが出てくる。

　顔がピンクに色づいてきた頃ころになって、香料入りの高級な石せつ鹼けんを手に取って滑なめらかな肌はだにこすりつけた。

　クリームのようなきめ細こまかな泡あわが立ち、少女の肩かたや小さな胸、そして浴槽の湯の表面を覆おおう。

（リックと一緒だと、もっといいのにな）

　目を閉じながらピュティアは思った。

（いつまでも子供扱あつかいしてさ。……リック、もっと大人おとなの女が好きなのかな？）

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りにアマラの姿が浮かぶ。

　官かん能のう的てきな瞳ひとみに濡ぬれた唇くちびる、豊かな胸と引き締しまった腰こし……。

　ピュティアは頭を振ってその幻げん影えいをかき消した。

　と、その時。

　何者かがピュティアの肩をつかみ、浴槽に頭まで押し込こんだ。




　扉とびらを叩たたく音がした。

「……着き替がえを買ってまいりました」

「入れ」

　リックが答える。

　扉が開いた。

　誰だれかが、静かに入ってくる。

　部屋は蒸じよう気きで満たされ、視界が良くない。

「服はそこに置け」

「はい。……背中をお流ししましょうか？」

「頼たのむ」

　湯気に包まれた人ひと影かげは服を脇わきに置き、リックの背はい後ごに立った。

　だが、その手には何かが握にぎられている。

　人影はリックがゆったりとお湯に身を浸ひたしているのを確認すると、手にしたものを大きく振ふり上げ、罵ば声せいとともにリックの脳天めがけて叩き下ろした。

「おらっ！　死ねぃ！」

　その瞬間、お湯の中から飛沫しぶきとともに白い光が飛び出した。

　髭ひげづらの男が振り下ろそうとしていた戦せん斧ぷは、握った場所のすぐ上のところで一いつ刀とう両りよう断だんされ、斧ふ頭とうの部分が飛んで壁に突つき刺ささった。

　閃せん光こうとともに鞘さや走ばしった剣の刃やいばが、むさくるしい髭づらの喉のど元もとに突きつけられる。

「……久しぶりだな、ダル・ハー」

　リックは再会を歓かん迎げいするでもなく、感情のこもらない声で言った。

「湯ゆ女なを買ばい収しゆうして入れ替かわったな？」

「ち、ちっきしょ～！」

　賞しよう金きん稼かせぎのダル・ハーは、柄つかだけになった斧おのを手に歯は軋ぎしりした。

「おめえ、風呂の中まで氷の剣を持って入ってるのかよ！」

「如い何かなる時でも、私はグリードを離しはしない」

　リックは刃を喉に突きつけたまま立ち上がり、浴槽から出る。

「湯女にしては野の太ぶとい声だったぞ。……で、何の用だ？」

「くそったれ！　決まってるだろ！　復ふく讐しゆうだ！」

「復讐？」

「あっ、てめえ、完全に忘れてやがるな！　俺おれはおめえとあのピュティアのガキに、眩げん惑わくの砂さ漠ばくのド真ん中に置き去りにされたんだぞ！」

　ダル・ハーは半分泣なき声になっている。

「お宝はなくすわ、馬はねえわ、やっとのことで湧ゆう水すい地ちに着いた時にゃあ、死ぬ一歩手前だったんだぞ！」

　ダル・ハーは賞金首フレオリックを狙ねらう賞金稼ぎの一人だった。

　二か月前、リックを追う途中で古代ヴィラーフ朝の秘宝騒そう動どうに巻き込まれた彼は、一時的にリックに擦すり寄り、黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうの財宝の一部を手に入れることに成功した。

　だが喜びも束つかの間ま、ダル・ハーはリックたちに砂漠の真ん中に取り残され、手にした黄金をすべて砂に埋うもれさせることになったのだ。

「く～、おめえのせいでなぁ」

　と喚わめくダル・ハーを、リックは剣の先でトンと突いた。

「てっ！　何しやがる！」

　髭づらの賞金稼ぎはバランスを崩くずして、浴槽の中にドブンと引っ繰くり返った。

　リックは起き上がる間まを与えず、グリードの刃を湯に浸ひたした。

　ついさっきまで白い湯気を上げていたお湯は、グリードの放つ冷気で瞬またたく間に凍こおり始める。

「よ、止せ！」

　半なかば氷と化した水の中で、次し第だいに身動きが取れなくなるダル・ハー。

「貴き様さまが一人とは思えん。仲間は？」

　リックは問とい詰つめる。

「いねえよ！　一人だ！」

　足の指先が動かなくなるのを感じながら、顔を青ざめさせたダル・ハーはブルブルと頭を振る。

「それは珍めずらしいな」

「おめえの名前が大き過ぎんだよ！　フレオリックを狙ねらうって言ったら、ビビっちまって誰も組もうとしねえ」

「私の名を出さなければいいだろう？」

「へっ？……そうか！……ふ、ふぇっくしょんっ！」

「…………」

　不意にリックは湯ゆ槽ぶねからグリードを抜き、手早く新しい服をまとうと扉の横の壁かべに張りついた。

　その次の瞬間。

　バンッ！

　扉とびらが蹴け破やぶられ、武装した数人の男が個室に飛び込んできた。

　革かわ鎧よろいと青銅の兜かぶとで身を固め、小剣グラデイウスを握った連中である。

　リックは先頭で乱入してきた男の首筋にグリードの柄つかを打ち込んで昏こん倒とうさせると、二番目の男の鳩尾みぞおちに膝ひざを食くらわせた。

　殺さなかったのは、街中での揉もめ事ごとを極力避さけようとする判断が咄とつ嗟さに働いたためだ。

「それまで！」

　三人目の後頭部に手て刀がたなが決まった時、声が響き渡った。

　人を恫どう喝かつすることに慣なれた声である。

「それまでだ、剣士殿どの。武器を収めよ」

　床にのびた者たちを平然と踏みつけながら、贅ぜい沢たくな絹きぬ地じの外がい套とうをまとった男が入ってきた。

　髪かみをきれいに整え、油をつけた口くち髭ひげを揃そろえた貴族趣味丸出しの中年だ。

「我々は衛えい兵へいだ。抵抗を止やめれば危害は加えない」

　彼は温あたたかみのまったく感じられない目でリックを見た。

「私に危害を加えられると思っているのか？」

　右腕を真まつ直すぐに上げ、グリードを鼻はな先さきに突きつけながらリックは問い返した。

「君に、とは言っておらんよ」

　男は肩をすくめ、指をパチンと鳴らした。

　その合あい図ずに、二人の兵士が誰かを引き立てて前に進み出る。

「……ごめん、リック。ドジっちゃった」

　ピュティアである。

　両腕を背中にねじ上げられた少女は肩から布を一枚かけられただけで、その裸身のほとんどが露ろ出しゆつしている。

　そして、首筋には鋭い短剣の刃。

「貴様には私を刺さし殺すことも可能だろうが、私が死ねばこの娘の命も同様に失われることになる」

　男は言った。

　ピュティアの顔に、捨てられそうになった猫ねこのような表情が浮かぶ。

「……服を着せてやれ」

　リックはグリードを鞘さやに収めた。

「そっちの男は貴き殿でんの仲間か？」

　男は、浴槽で歯をガチガチ鳴らしているダル・ハーに目をやった。

「俺が？　とんでもねえ、無関係だよ！」

「…ならば口封じが必要だな」

　男は目で部下の衛兵に合図する。

「と、いうのは噓うそです！　お、俺様はフレオリックの一の子分です！　フレオリック様！　何とか言ってくれい！」

　慌あわててダル・ハーは叫んだ。

「フレオリック？」

　男は改めてリックの顔を見た。

「なるほど、貴様があの……」

　彼の口元に奇き妙みような笑えみが浮かぶ。

「これはヤーバシアの元もと国王。申し遅れた、私はユガの衛兵隊長アドリアン。参事会の命により貴殿を案内するために参上した。御ご同どう行こう願おう」
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「う～、気持ち悪い。石せつ鹼けんの入ったお湯、飲んじゃったよ」

　ピュティアはお腹なかを押さえて眉まゆをひそめた。

　少女とリック、ダル・ハーの三人は、アドリアン配下の衛えい兵へいたちに囲まれてゆっくりと夜道を進んでいた。

　武器は取られ、黒馬の手た綱づなは後ろの男が握にぎっている。

　縛しばられてはいないが、ピュティアの背中には鋭するどい槍やりの先が突つきつけられているので、迂う闊かつに動くことはできない。

「腹がふくれたか？」

　と、リック。

「面おも白しろくない冗じよう談だん。……ところでダル・ハー、なんで欲よく惚ぼけジジイのあんたがここにいるのさ？」

「知るか」

　賞しよう金きん稼かせぎはずぶ濡ぬれのまま、不ふ貞て腐くされた表情で歩き続けた。

　やがて、一いつ行こうは街の中心にある不ぶ格かつ好こうな建物の前にやってきた。

　街がい壁へき建設以前の太たい主しゆの館やかたに、年代とともに手を加えたもののようだ。

　豪ごう華かな正面は近代の建築様式を取り入れたものだが、粗あら石いし積みの土台やその前に掘ほられた溝みぞ、跳はね橋ばしは数世紀前の形を残している。

　建物の向かって右側にそびえ立つ四角い塔とうも、太主がまだここを治めていた当時のものだろう。

　リックたちはアドリアンの後にしたがって跳ね橋を渡り、その建物に入った。

「ここは参さん事じ会かいの庁ちよう舎しやだ」

　尋たずねられる前に、アドリアンが告つげた。

　通り道にだけ最小限の明かりしか灯ともしていない屋内は、月明かりのある外と比べてもかなり暗い。

　床ゆかや壁かべの傷いたみも場所によってはひどく、ピュティアやダル・ハーは時々つまずきそうになった。

　その度たびに、後ろにいる衛兵が槍で背中を突く。

　ピュティアはあとで投げナイフをその尻しりに打ち込んでやる時のために、自分を突いた衛兵の顔をしっかりと目に焼きつけた。

　軋きしむ階段を上のぼって二階にやってくると、ひとつの扉とびらの前で二人の兵士が直立不動の姿し勢せいを保っている。

　彼らはアドリアンの姿を見ると、扉を開いて道をあけた。

　扉の向こうは広間になっていて、天てん井じようから鉄製のシャンデリアが鎖くさりで吊つるされていた。

　その上にグルリと立てられた蠟ろう燭そくの光は回かい廊ろうの明かりよりもわずかに明るい程度で、百年は掃そう除じしていないように見える煤すすだらけの天井を橙だいだい色いろに照らし出している。

　奥には長いテーブルがあって、そこに全部で十三人の人ひと影かげがついてるのが判別できる。

　他に、その傍かたわらに立つ二人の人物。

　中ちゆう背ぜいの身なりのいい男と、瘦やせた意志の弱そうな小こ男おとこである。

　二人の背後には、太主を討うった時のものらしい、戦いの様よう子すを描えがいたタピストリ。

　あとは窓も暖だん炉ろも、何の装そう飾しよくもない、いたって殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。

　広ひろ間まに入ると、アドリアンはピュティアとダル・ハーがおかしな動きをしないように彼らの両腕うでを部下に押さえさせ、その上でリック一人に前に出るよう促うながした。

　リックは大おお股またの足取りで、テーブルに並ぶ人々の前に進み出た。

　近くに寄ると、彼らの様子がよく見える。

　みな、かなりの年寄りで血けつ色しよくが悪く、皮ひ膚ふは弛たるんで吹ふき出で物ものやしみ、皺しわに覆おおわれ、背は曲がっている。

　病気のためではない。

　それが分かるのは、権力か生か、とにかく並々ならぬ執しゆう着ちやくに瞳ひとみだけが血ち走ばしっているからだ。こうした醜しゆう怪かいな姿を晒さらしているのが、長年の贅ぜい沢たくと不ふ摂せつ生せいの結果だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「……この者か？」

　老人たちの真ん中あたりに座すわっている、ヒキガエルのような相そう貌ぼうの男が力ない声を発した。

「さようで」

　傍かたわらに立っていた男の一人──中背で身なりのいい方──が慇いん懃ぎんな言こと葉ば遣づかいで答えた。

　貴族的な顔立ちをした黒くろ髪かみの男で、歳としはリックとそう変わらないように見える。

　ただ、侮あなどってはならないと思われるのは、彼の腰こしに下げられた剣だった。

　通常貴族が持ち歩く、軽い細ほそ身みの装飾だらけの剣ではない。

　もちろん、此これ見よがしの大剣でもない。

　幅広の曲刀フアルシオンを持っていたのだ。

　刀とう身しんが短く、先せん端たんにいくほど幅はばが広くなっているので、その重さを生かして叩たたきつけるようにして使うと威い力りよくを発はつ揮きする。

　室内など、狭せまい場所での乱戦に適した剣である。

　無む論ろんかなり重く、持じ久きゆう戦せん向きではないが、逆にそれを使いこなせるということが持ち主の技量を証明しているとも言える。

　へり下った口ぶりとは裏腹に、この男こそ一番の実力者に違いない。リックはそう踏んだ。

「……アドリアン、説明を」

　曲刀の男が命じると、衛兵隊長はやや緊張した面おも持もちで口を開いた。

「この男が、あの屍グ食ー鬼ルの一団を屠ほふった剣士であります。その剣の冴さえは今回の仕事にはうってつけかと思われます。名をフレオリックといい……」

「フレオリックだと！」

　老人たちが騒ざわめき出した。

「前のヤーバシア王か!?」

「高額の賞金がかけられていると聞いたが？」

「この男を使うとなると、ザモーラとの外交上……」

「だが、剣けん聖せいロヴァルの弟で子しならば、この任務はまさに……」

「いや、ことは慎しん重ちようを要するぞ」

　リックたちはそっちのけで議論が続く。

　やがて、曲刀の男が咳せき払ばらいをした。

　老人たちは一いつ斉せいに彼の方を見る。

「おおっ、そうじゃ！」

「ここは彼に任まかすとしようぞ！」

「そう、それがよい！」

「ヴェリカン、この件はそちに一任する」

　ようやく老人たちは意見の一いつ致ちを見た。

「それでは……」

　ヴェリカンと呼ばれた曲刀の男は、フレオリックの方を振り返った。

「説明が欲しいだろうな？」

　リックはうなずく。

「ここにおられる方々は……」

　と、言いかけたヴェリカンをリックは遮さえぎった。

「自由都市ユガの実権を握る参事会の面々だな。そして、お前はその相談役といったところだろう。そのくらいのことは推すい測そくがつく。無む駄だは省はぶいて、何な故ぜ私たちを捕とらえたのかを聞こう」

「……気の短い男だ。よかろう」

　ヴェリカンは笑った。

「貴き殿でんの腕を借りたいのだ。屍食鬼を一瞬のうちに切り刻きざみ、そしておそらくは、我が国の徴ちよう税ぜい官かんの一隊を二度とその任に就つけなくした腕を、な」

「この国で起こった事はすべてお見通しという訳か」

「街中に溢あふれている密みつ偵ていの数を聞いたら、驚おどろくぞ」

「徴税官の一件は？」

「馬が戻もどってきた。血のついた鞍くらをつけたまま。あとは推測がつく」

「グ、屍グ食ー鬼ルはこのトレイデの命めいで動いていたものを！」

　参事会の老人の一人が、椅い子すをガタガタいわせて呻うめいた。

　アウロラが、しつこくてケチ、と呼んだのはこの男のことだろう。

「……それで？　何をやらせるつもりだ？」

　リックが老人を無視して尋たずねると、ヴェリカンは肩をすくめて話し始めた。

「知ってはいるだろうが、我が国はこの数年、西の隣りん国ごくアシュクトルと緊きん張ちよう関係にある。そしてその責はすべて、アシュクトルの愚ぐ君くんメロダフにあるのだ。彼奴あやつは己おのれの財宝庫を満たすために、アシュクトルの民に酷こく税ぜいを課すだけでは飽あき足たらず、我々の支配地域にある村々を襲おそって掠りやく奪だつを欲しいままにしている。その上、自国の商人を使って我が国に堕だ落らくした麻ま薬やくの習慣を蔓まん延えんさせ、内側からこのユガを喰くい荒あらそうとしているのだ」

「……メロダフの方がなんて言っているか聞いてみたいぜ」

　そうボソリとつぶやいたのは、ダル・ハーだ。

「我々は戦争を望んではいない」

　ヴェリカンは続けた。

「だが、メロダフの欲望には際限がない。このままではいずれ、侵しん略りやくから国を守るために戦わなくてはならない時がくる。そうなれば、両国とも数千の死者が出ることは必至だ。そこで平和のため、より多くの命を守るために、参事会はひとつの結論に達したのだ」

　参事会の老人たちは、みな一様にうなずいた。

「メロダフを暗殺する」

　ヴェリカンの口く調ちようは厳おごそかだった。

「…………」

　暗殺という結論はリックにとって特に意外なものではなかったが、それでも妙みような引っ掛かりを感じずにはいられなかった。

　単純過ぎる。

　この男の考えた方策としては。

　と、いうのが正直なリックの感想だった。

「これで貴殿の腕を借りたいと言った理由が分かっただろう。危険な任務だが、是ぜ非ひ頼たのみたい、メロダフの暗殺を」

「断ことわるといったら？」

「それは選せん択たく肢しにはないな」

　いつの間にか、ヴェリカンの横にいたはずの瘦やせぎすの小男が、ピュティアの背後に忍しのび寄っていた。

　あまりにも小心そうな目立たぬ男なので、リックは彼を視界から外していた。

　油断である。

　ヴェリカンの目め配くばせで、小男は臭においを嗅かぐ鼠ねずみのように鼻の脇わきの筋肉を震ふるわせながら金属製の小さな棒ぼうを懐ふところから取り出すと、衛兵に押さえられているピュティアの首くび筋すじに当てた。

　その瞬間、先ほどまで人じん畜ちく無む害がいに見えた小男の顔が邪じや悪あくな喜びに溢あふれた。

「…………！」

　チクリというかすかな感かん触しよくにピュティアは身をよじらせた。

　とはいっても、何かが刺ささった様よう子すは特にない。

　しかし、その一瞬後。

「あうっ！」

　ピュティアの全身を鋭い激痛が走った。

　腕を握にぎる衛兵たちの手を物もの凄すごい力で振ふり解ほどいて身体からだを痙けい攣れんさせると、少女は床ゆかに落ちてのたうち回った。

「ひひひひ」

　小男はそれを眺ながめながら、今や悪あつ鬼きのように見えるその顔を輝かがやかせる。

「貴き様さまっ！」

　リックの瞳ひとみに激情の炎ほのおが燃え上がった。

　彼は小男に向って丸まる腰ごしのまま飛びかかる。

　これに反応して衛兵たちが剣を抜き、リックの前に立ちはだかった。

「……馬ば鹿か野や郎ろうども、フレオリックを怒おこらせやがった」

　ほくそ笑えむダル・ハー。
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　衛兵が粗あら方かたやられたら、隙すきを見て逃にげ出そうという腹なのだ。

　リックは一番前に出た衛兵のアゴを蹴けり、その剣をもぎ取ると、右足を軸じくに回転し、左右から迫せまった二人を横よこ薙なぎの一振りで斬きり捨てた。

　買ったばかりの服に返り血が飛ぶ。

　さらにもう一人。

　小男が自分の身を守ろうとドンと前に突き出した衛兵が、その頭頂部から心しん臓ぞうまでを斬きり裂さかれる。

　しかし、この光景にヴェリカンは動じなかった。

　むしろ冷ややかな笑みさえ浮かべている。

　参事会の老人たちも同様である。

　そして……。

　ズシュッ！

　ダル・ハーを押さえつけている二人と、腕うで組ぐみをしてヴェリカンの横に立っているアドリアンを除いて、すべての衛兵が倒れた。

　邪じや魔ま者ものを全員斬り捨てたリックが、小こ男おとこの前に立つ。

　すでに邪悪な表情は消えて、小男の顔面は恐きよう怖ふに引きつっている。

　死神のように冷れい酷こくな目で、小男を見下ろすリック。

　その右手に握られた剣が高くかかげられ、真まつ直すぐに振り下ろされた。

「そこまでだっ！」

　この時、ヴェリカンが声を張り上げた。

「その小こ娘むすめを助けたいのならな！」

「…………！」

　小男の頭上、文字通り紙かみ一ひと重えのところで剣は止まった。

「紹しよう介かいが遅れたな」

　ヴェリカンが小男とリックの間に割って入った。

「この男はデサフィナード。究極の肉体的苦痛の探たん求きゆうを生しよう涯がいのテーマとする、我が国を代表する芸術家だ。……人によっては拷ごう問もん官かんと呼ぶがね」

「……この娘に何をした？」

　リックはヴェリカンの喉のど元もとに血ち塗まみれの剣先を突きつけたまま、左手でピュティアを抱だき起こした。

「ピュティア……」

　リックはささやくように呼びかける。

　反応はない。

　ただ、全身を震ふるわせて、硬こう直ちよくさせているだけだ。

　唇くちびるは紫むらさきに変色し、満足に呼吸もできない様子である。

「……説明しろ」

　リックは剣を握った手を下ろした。

「デサフィナードから聞くがいい」

　ヴェリカンは喉元についた血を拭ぬぐった。

　彼の陰かげに隠かくれていた小男が一歩、進み出る。

「し、心配することは、ない。痛みはすぐに消える」

　奇き妙みようなほど甲かん高だかい、耳みみ障ざわりな声でデサフィナードは言った。

　その声に応えるように、リックの腕うでの中で唐とう突とつにピュティアの痙けい攣れんが収まる。

「…………？」

「首に……背せ骨ぼねの隙すき間まのところに、短い針を打ち込んだ」

　デサフィナードは誇ほこらしげに金属製の器具を見せた。

　極ごく細ぼその筒つつのようだ。

　この中に針が入っていて、何らかの仕掛けで打ち出す仕組みになっていたのだろう。

「痛みは周期的なもので、しばらくするとまた始まる。痛みは次し第だいに激しいものになってゆき、間かん隔かくも短くなってくる。そして痛みが訪おとずれる度たび、針はゆっくりと進み、脳に近づいていく。やがて、痛みが想像を絶するものとなった時、針は脳に到とう達たつし、これを微び妙みように傷きずつける」

　デサフィナードは淡たん々たんと説明を続けた。

「それですべては終わり。針が脳に達するまでは約二日。明後日の深夜までに針を抜かないと、この娘はさっきの十倍以上の痛みに苦しみながら、死ぬ」

「では、抜け」

「よかろう」

　ヴェリカンが話を引き継ついだ。

「ただし、我々の依い頼らいした仕事が済すんでからだ」

「こんなことが脅おどしになると思うか？」

　と、リック。

「賭かけだな。ちなみにこの針はデサフィナードにしか抜けない。彼を傷つけようなどとは考えない方がいいぞ」

「では、貴様はどうかな？」

「デサフィナードはアドリアン同様、私に絶対の忠誠を誓ちかっている。私を殺せば、彼は何があっても針は抜かない」

　拷ごう問もん官かんが鼻をヒクヒクさせてうなずき、アドリアンは人を喰くったような敬礼をしてみせた。

「試してみる価値はありそうだ」

　リックは再び剣を上げた。

「私を甘く見ないことだ」

　ヴェリカンは曲刀の柄つかに手をかけると同時に、短く二回、口くち笛ぶえを吹いた。

　ザッ！

　靴くつ音おととともに、扉とびらの向こうに数十人の兵士が現われた。

　全員が、短たん弓きゆうをリックに向けて引き絞しぼった姿勢だ。

「……ちっ、あの娘っこを抱かかえてなきゃあな」

　ダル・ハーが舌した打うちした。

　確かに通常の状態のリックなら、矢が放たれる前に射手の間に躍おどり込こむことも可能だったはずである。しかし、意識のないピュティアを抱かかえて、ということになれば、いくら彼でもそれは不可能だ。

　もちろん、ピュティアをその場に残せば彼女に矢は当たることになる。

　ダル・ハーがどさくさ紛まぎれに逃にげ出せる可能性も、これでなくなった訳わけだ。

　リックは剣を捨てた。

　剣はカラカラと音を立てて回り、ヴェリカンの足元に達する。

「舐なめてもらっては困こまる。先ほど衛兵を好きに討うたせたのは、お前の力量を参事会の方々にお見せするためだ」

　ヴェリカンは高らかに笑った。

「お前にもともと選せん択たく権けんなどなかったのだよ」

　リックは灰色の瞳ひとみをヴェリカンに向けた。

　その目からは先ほどまでの激しい怒いかりの色は消え、冷静さが戻もどってきている。

　だが、それはまるで、獅し子しがその爪つめの下に捕とらえた獲え物ものの喉のど笛ぶえを嚙かみ切るため、呼吸を整えている時のような冷静さだった。

「……まあ、考え方じゃよ、フレオリック殿」

　アゴの弛たるんだ参事会員一人が口を開いた。

「お主ぬしは、この誇ほこり高き自由都市ユガの平和のために貢こう献けんできるのだからのう」

「仰おおせの通りです、レオシュ様」

　ヴェリカンはその老人に頭を下げた。

「任務を全まつとうさえできれば、娘もお前も無ぶ事じに街まちを出られる訳だ」

　彼はリックにそう告げてから、衛兵隊長に目で合図する。

　アドリアンは氷の剣をリックに返した。

「急ぐことだな。時間はそうない」

　リックはニヤつくアドリアンの手からグリードを取ると、参事会員たちに背を向けた。

「……ちょっと待ってよ」

　か細ぼそい声。

　広間から立ち去りかけていたリックは足を止めた。

「……条件の話、もっと煮に詰つめとかないとね」

　ついさっきまで気を失っていた腕の中の少女が目を開き、リックを見上げていた。

「ピュティア？」

　リックは少女を下ろす。

「交こう渉しようはあたしの担たん当とうだろ？」

　ピュティアは無理をして微ほほ笑えむと、床ゆかにペタリと腰こしを下ろしたままで顔を参事会員たちの方に向けた。

「あんたら、ちょっとふざけてないかい？　相手は一国の太主だろ？　その首を取ろうっていうのに、報ほう酬しゆうがこんなつまらない小娘の命ひとつだなんてさ」

　彼女は呆あきれ果はてたと言わんばかりに、肩をすくめる。

「何が言いたいのじゃ？」

　瘦やせた鷲わし鼻ばなの参事会員が、不快そうに顔を歪ゆがめる。

「金貨五千」

　ピュティアは片手を広げて前に出した。

「これ以上はまからないよ」

「何と！」

「強ごう欲よくな！」

「信じられん！」

　五千と聞いた途と端たん、参事会の老人たちは自分たちの欲深さを棚たなに上げてピュティアを罵ののしり始めた。

　中には泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうした者もいる。

「小娘、お前は自分の立場がよく分かっていないようだな」

　ヴェリカンが侮ぶ蔑べつの視線を彼女に向ける。

「こうしている間にも、お前の命が助かる可能性は刻々と減へりつつあるのだぞ」

「そっちこそ分かっていないね」

　ピュティアは言い返した。

「金貨、払う気ないんだったら、あたし、ここで舌したを嚙かむよ」

「！」

「あたしが死ねば、もうリックを抑おさえておける枷かせはなくなるんだ。……あんたら！」

　ピュティアは老人たちを見渡した。

「死にたいかい？」

「……わ、分かった！」

「払う！」

「五千だな！」

　恐きよう慌こうをきたした参事会員たちは一いつ斉せいに約束の言葉を口にした。

「……よろしい」

　ピュティアはうなずいた。

「天下のフレオリックを動かそうって言うんだから、これでも安いくらいなんだからね。……リック、行こ」

　ピュティアはリックの腕につかまって立ち上がると、外に向かって歩き出した。

「そうそう」

　扉のところで少女はもう一度振ふり返った。

　ギクリと身をすくめる参事会員たち。

「この髭ひげづらの阿あ呆ほうも、もらってくよ」

　彼女はダル・ハーを指さした。

「好きにするがいい」

　ヴェリカンは衛兵たちにダル・ハーを解放させる。

「ヘヘへ、この場は感謝するぜ」

　ダル・ハーは媚こびるように笑い、ピュティアたちの傍かたわらにゆく。

「忘れるな、小娘。お前の命は、明後日あさつての夜までに任務を果たして戻ってくるかどうかにかかっているということを」

　アドリアンが広間を出ていくピュティアの背に向かって声をかける。

「分かっているさ」

　ピュティアはリックの腕にもたれるようにしたまま手を上げた。




　フレオリックたちは参事会庁舎の門のところで黒馬と再会した。

　衛兵たちが浴場から引いてきたらしい。

　胸に二つ、三つ、蹄ひづめの跡あとをつけた衛えい兵へいが、憮ぶ然ぜんとした表情でリックに手た綱づなを返した。

　ダル・ハーも、自分が乗ってきた栗くり毛げを受け取る。

「ピュティア、お前はこの近くで宿を取れ」

　リックは、鞍くらの前に乗せた少女が額ひたいに汗あせをにじませているのを見て命じた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今は痛くないもん」

　ピュティアは頭を振る。

「ちょっと身体からだが怠だるいだけさ、すぐに治なおるよ」

「駄だ目めだ」

　リックはきっぱりと言い、黒馬を止めて少女を鞍から下ろそうとする。

「アシュクトルまでは普通に進んで三日の行こう程ていだ。そこを一日で行くとなると、かなり飛ばすことになる。その身体ではもたない」

　ピュティアは顔を伏ふせ、リックの上うわ衣ぎをギュッとつかんだ。

「……噓うそつき」

「？」

「噓つき！」

　少女は顔を上げた。

　その顔は涙なみだでくしゃくしゃになっている。

「何を言っている？」

　フレオリックは戸と惑まどった。

「リック、約束したよ！　もう離れないって！　もう一人にしないって！」

　ピュティアは黒衣の剣士の胸をバンバンと叩いた。

「死ぬかも知れないのに！　一人で待っているなんて嫌いやだよ！」

「……そう、だったな」

　けっして一人にしない。

　そう誓ちかったのは黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうの地下でのことだった。

　あの時もピュティアは顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

　それから、まだ数か月。

　ピュティアはまだ十五にもならない少女なのだ。

　理り屈くつよりも感情で守ってやらねばならない。

　リックは胸の内で小さくため息をついた。

「……分かった、連れていく。だからもう喚わめくな」

「本当？」

「しつこいぞ」

　彼は再び黒馬を進ませた。

「……けっ、馬ば鹿からしい」

　轡くつわを並べていたダル・ハーがつぶやいた。

　街門まで来たところで、髭ひげづらの賞しよう金きん稼かせぎは馬を止めた。

「なあ、俺はここで消えさせてもらうぜ」

「好きにするがいい」

　リックは答えたが、

「この恩知らず！」

　と、ピュティアは罵ののしり、さらに言語学者も頭を抱かかえるような侮ぶ蔑べつの言葉を並べ立てた。

「言ってろ」

　ダル・ハーは気にも留めない。

「確かに俺おれは恩知らずの悪党だが、馬鹿じゃねえ。アシュクトルに行く気はねえよ」

　彼はフレオリックの方に身を乗り出した。

「だが、これだけは教えといてやる。あのメロダフって太たい主しゆのクズ野や郎ろうは、金に飽あかしてすげえ数の傭よう兵へいを護ご衛えいにしているらしい。その中にゃ一人、二人、おめえ並みに腕の立つ野郎がいるって評判だ」

「気をつけよう」

「そう願いてえもんだ。おめえのその首は俺様がいただくんだからな！　あばよっ！」

　ダル・ハーは下げ品ひんな大声で笑い、栗毛に拍はく車しやを当てて北に向った。

　賞金稼ぎの姿が見えなくなると、リックはピュティアに声をかけた。

「私たちも行くぞ」

「うん！」

　リックは黒馬の首筋を軽く叩たたく。

「辛つらい行程になるが、頑がん張ばってくれ」

　黒馬は首を大きく縦たてに動かして一回短く嘶いななくと、黒い稲いな妻ずまかと錯さつ覚かくするような勢いで西に向って走り出した。




　　　　＊　＊　＊




　さて、リックたちが去った後の広間で……。

「……例の娘、捕とらえたそうです」

　アドリアンが、トレイデという名の参事会員の一人に小声で報告した。

「ほう」

　老人の顔にいやらしい笑いが浮かぶ。

「で、始し末まつはどのように？」

　と、衛兵隊長は指示を求める。

「わしのところを逃にげた憎にくい女よ」

　トレイデは舌した舐なめずりをした。

「〝罪科の塔とう〟に送り、デサフィナードに委ゆだねるとしよう」

「……ご覧らんになられるので？」

　アドリアンは嫌けん悪おの情を押し殺して尋たずねる。

「たっぷりとな。それが楽しみのひとつなのじゃよ」

　参事会員は皺しわだらけの手で、口くち元もとから垂たれた涎よだれを拭ふいた。







　第三章　美しき復ふく讐しゆう者しや　二日目　午前







　黒馬はもうこれで四半日、荒野の街かい道どうを駆かけ続けていた。

　空は灰色の雲が低くたれ込め、気温は上がっていない。

　それでも、全力で飛ばす黒馬は泡あわ汗あせを吹き、火か竜りゆうのように鼻はな息いきを荒くしている。

「リック、もう休ませて上げて！　限界だよ！」

　ピュティアがその様よう子すを見てリックに訴うつたえる。

　リックは初めて黒馬の状態に気がついたようだった。

　手た綱づなを引いて、馬の歩調を落とす。

「……そうだな。一日分の行こう程ていはこれで稼かせげた」

　リックは謝あやまるように黒馬の首くび筋すじを撫なでた。

　人間相手には、ほとんど見せたことのない気き遣づかいである。

「すぐ先に集落が見える。そこで少し休ませよう」

　向かって左手のなだらかな丘の上に見える、小さな村をリックは指さした。

　丘の彼方かなたに見えるのは、サリザの大たい河が。

　街道と平行して東西に流れる、海岸地方から内陸部への主要水路のひとつである。

　アシュクトルはこの灰色の流れの上流にあたる。

「うんっ！　そうだね、黒ちゃんに水と美お味いしい飼かい葉ばをあげないと」

　ピュティアはうなずいた。

「黒ちゃん？」

　リックは眉まゆをひそめる。

「そっ！　だって名前ないとやっぱり不便だよ」

「……勝かつ手てに呼び名をつけるなと言っただろう？」

　黒馬も、不服げに鼻の穴を脹ふくらませた。




　やがて、彼らは村にたどり着いた。

　数日前に訪おとずれたあの悲ひ惨さんな村と比べると、やや規き模ぼは大きい。

　多くは乱石積みに藁わら葺ぶきの簡かん素そな小屋だが、荒こう廃はいした様子はなかった。

　街道沿ぞいにあるため旅人にも慣なれているのだろうか、宿屋兼けん酒場のような建物もある。

「旅の方、宿かね？」

　村に入るとすぐ、土に汚よごれた鎌かまを持った男が声をかけてきた。

　早朝の畑仕事を終おえ、丘の南斜しや面めんの畑から戻もどってきたところなのだろう。

「いや、先を急ぐ。食事と、馬に水を頼たのみたい」

「馬はほら、その右のカーカップの親おや父じのとこに預あずけるといい。食事ならマートの店でできる。……うまかないがね」

「この村はアシュクトルとユガの争いには巻き込こまれていないようだな？」

　リックは、この人の好よさそうな農夫に尋たずねた。

「まだだってだけさね」

　農夫は答える。

「厄やつ介かいごとはだんだん近づいてきてるよ。ここから半日北にいった村が、この前ユガの役人どもに焼け野原にされちまった。あそこにゃ、従妹いとこがいたんだが……」

　諦あきらめの表情が、日焼けした泥どろだらけの顔に浮うかんだ。

「何にせよ、俺おれたちはどうすることもできないさ。この手は土を耕たがやして、作さく物もつを育て、実りを刈かり取る手だが、奴らの手は人を傷つけ、殺し、奪うばっていく手なんだから。けどね、俺はこの汗と土の臭においの抜けない手の方が、ずっと好きなんだ」

「ブラン、止しな」

　リックたちが話している脇わきから、通りかかった二は十た歳ちくらいの娘が農夫をたしなめた。

「この人、剣を持っているじゃないか。役人かも……」

　娘は声をひそめて農夫にささやく。

「違うと思ったから話してんだよ」

　農夫は反論した。

「役人なら、もっと欲に血ち走ばしった濁にごった目をしてらあ」

「でも……」

「この男の言う通りだ。私は役人ではない」

　と、リック。

　不ふ審しんの面おも持もちで黒こく衣いの剣士を観察した娘は、やがて、農夫の言葉に納なつ得とくしたのか頭を下げた。

「だったら、ごめんなさい。前は旅の人を疑うことなんかなかったんだけど……、嫌いやな癖くせがついたみたいね」

　娘は疲つかれた表情で微ほほ笑えんだ。

「お詫わびに、うちで食事を出すわ。どう？」

「……それ、いい」

　ピュティアがお腹なかを押さえながら同意した。

「考えたら、あたし、もう丸まる一日何も食べていないんだもん」

　栗くりと鶏とり肉にくを塩水で煮に込こんだだけのスープと固いパンの食事は、決して美味なものではなかったが、空腹のピュティアはそれでも十分に満足した。

　短い滞たい在ざいを終えて村を発たつ時、リックとピュティアは娘とその家族、そして先ほどの農夫の見送りを受けた。

「次にあんたたちが来る時まで、この村が残っていることを祈いのってくれ」

　リックの手を握にぎり、農夫は言った。




　元気を回復した黒馬で丘おかを下る途と中ちゆうで、ピュティアは何度も村を振ふり返った。

「いい村だったね。あたし、ああいう所でずっと暮らしたいな」

「都市での贅ぜい沢たくな暮らしよりいいか？」

「……贅沢も好き」

　少女はボソリとつぶやくと、鞍くらに下げられた、金貨と宝石入りの袋ふくろにこっそりと手を伸のばした。

　その時。

「…………」

　ふと、リックは黒馬を止めた。

（やばい！）

　ピュティアは慌あわてて手を引っ込める。

　だが、リックはこちらを見てはいなかった。

（えっ、何？）

　不審に思ってリックの視線を追うピュティア。

　街かい道どうの西寄り、つまりリックたちの進行方向の先に、馬を止めてじっとこちらを見ている人の姿があった。

　吹きさらしの荒野で微び動どうだにせず自分たちを見つめる、黒い外がい套とう姿の人間。

　まるでリックたちがそちらに行くのを待っているかのようだ。

　目ま深ぶかにフードを被かぶっているので顔立ちも性別も不明だが、腰こしに差した剣との対比で見ると、かなり小こ柄がらである。

　ややあって、リックは馬を進めた。

　黒馬が近づいていくと、その人物はフードを脱ぬいでその顔をあらわにした。

「久しぶりね、フレオリック」

　赤あか毛げの娘は口元に不ふ思し議ぎな笑えみを浮かべた。

　まるで死と口づけを交わしたかのような、歓かん喜きと絶望が混じり合った笑みである。

「…………？」

　ピュティアは、リックと娘の顔を見比べた。

　リックの方も彼女を知っているらしい。

　ピュティアは、といえば、

（この子、どこかで見たかも知れない）

　という気はするのだが、いつどこで会った娘なのかは全く思い出せない。

「何の用かは分かっているでしょう？」

　赤毛の娘は馬から下りた。

「ああ。見けん当とうはつく、デア・アブノバの魔女よ。……名は確か、ディディだったな？」

　リックは答える。

「だが、今はお前の相手をしている時間はない」

「勝手なこと、言わせないわよ」

　娘は黒い外套を脱ぎ捨て、剣を抜いた。

　外套の下は、胴どう衣いに鱗うろこ状の金属片を隙すき間まなく縫ぬいつけたジャザレイントと呼ばれる鎧よろいである。

「すぐに決着はつくわ。あなたが死ぬか、私が死ぬか」

「俄にわか仕じ込こみの剣で、私に傷ひとつでもつけられると思っているのか？」

　リックも鞍くらから下りるが、氷の剣には手をかけない。

「……ピュティア、離れていろ」

　彼は少女に命じた。

　ピュティアはようやくのことに思い出した。

　黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうでのデア・アブノバの魔女との戦い。

　ピュティアはその戦いを最後まで見とどけはしなかったが、確か、あの時生き残った娘の一人だ。

（じゃあ、あの時の復ふく讐しゆう？）

　ピュティアは赤毛の娘の瞳ひとみに、決死の覚かく悟ごがあるのを見た。

「そうね、剣だけではあなたには勝てない」

　ディディは正せい眼がんに構え、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

「熱あつく猛たける火の川よ、大地の脈動よ！　人の拙つたなき鎚つちによりて汝なんじから産まれし、黒く冷たき牙きばに、飢うえたる獣けものの力を与え給たまえ！　骨こつ肉にくを断ち、血ち潮しおを土に還かえし、儚はかなき命を糧かてとする鋼はがねの刃やいばに、無限なる汝の輝かがやきを！」
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　詠唱とともに、ディディの握にぎった剣の刃が白く輝き出す。

「……そういうことか」

　詠唱の終しゆう了りようを抜ばつ刀とうせずに待っていたリックは、ようやくグリードの柄つかに手をかけた。

「驚おどろくのはまだ早いわ！」

　ディディは地面を蹴けって一いつ気きに間ま合あいをつめると、輝く剣を真まつ直すぐに振ふり下ろす。

　フレオリックは右足を引いて半身になり、最小限の動きでこれをかわした。

　と、思った瞬しゆん間かん。

「…………！」

「もらった！」

　振り切られた剣の先から、白い光の塊かたまりが尾を引きながら飛び出し、グッと向きを変えてフレオリックに襲いかかった。

　リックはグリードを抜き放つと、光の塊を一いつ刀とう両りよう断だんする。

　手て応ごたえはない。

　冷気を発するグリードの刃は、突進してくる白い光を通り抜けた。

（幻まぼろし？）

　後方でこの戦いを見ていたピュティアは一瞬そう思った。

　だか、そうでないことはすぐに分かった。

　光の塊がリックの脇わきをかすめ、黒い外がい套とうの一部を引き裂さいたからだ。

　さらに光の塊は、長い尾で軌き跡せきを描きながら再び方向を転じ、リックを狙ねらう。

　こうなると、リックとしては避よけ続けるしかない。

「グググウォーン！」

　光の塊は咆ほう哮こうを上げた。

　ピュティアは目を細め、光を凝ぎよう視しした。

　すると、白色に輝くただの光の塊に見えたものの中に、ぼんやりと生き物の姿が確認できた。

　白い狼おおかみの姿だ。

　それがまるで、獲え物ものを狩かるかのように執しつ拗ようにリックを狙う。

「これが光こう狼ろうの剣！」

　ディディは勝利の予感に顔を輝かせた。

　リックは跳ちよう躍やくし、地面ギリギリの高さで迫せまる光狼をやり過ごす。

　と、死角から今度はディディが剣を繰くり出してくる。

　リックにとって不利なことに、ディディが剣を振るう度たびに、その輝く刃から新たな光狼が出現した。

　あっという間に狼の数は十を超こえる。

「リック！」

　ピュティアの胸が早はや鐘がねのように鳴った。

　こうして近くにいながら、少女には何も手出しができない。

　投げナイフでは光狼は傷つかないし、過あやまってリックに当ててしまうこともあり得るからだ。

　ディディと、増え続ける光狼が、息つく間もなく黒衣の剣士を責め立てる。

　しかし、リックはそのすべてを紙かみ一ひと重えのところで見切っていた。

「くっ！　もっと！　もっと！」

　ディディはさらに多くの光狼を生み出す。

　光狼の群むれはリックとディディを包み込み、巨大な光の渦うずと化していく。

　交こう錯さくする無数の光の中で何が起きているのかは、ピュティアの位置からはもう判別ができなかった。




「なぜ、倒せないの！」

　光の中でディディは絶ぜつ叫きようした。

「輪カヴンで伝えられていた、最強の魔法ガルドルなのよ！」

「……確かに」

　疲れをほとんど見せずに光狼をかわし続けるリックが、静かに答える。

「剣と召しよう喚かん魔法、最強の取り合せだ。だが、悲しいことに術者の技量がそれに伴ともなっていない」

「何ですって！」

「召喚された光狼は、お前の剣の腕うでに見合った速度でしか動けない。優すぐれた剣術使いの目で見れば静止しているのと変わらぬ」

「そんなこと、言わせない！」

　ディディはさらに狼おおかみを増ふやした。

　すでに数百匹に達しているはずだ。

「あなたは私からすべてを奪うばったのよ！　カヴンでの愉たのしかった日々や、仲間たち、それに長おさのアウデヴェラ様も！」

　ディディの声は悲鳴に近かった。

「私はあの人を、本当のお母さまのように思っていたのに！」

「……長は死を望んでいた」

「噓うそっ！　噓！　噓、噓、噓！」

　突然、光こう狼ろうたちが動きを乱し始めた。

　今まで、スレスレに飛びながらも決してぶつかることのなかった狼たちが、次々と衝しよう突とつし出したのだ。

　衝突した光狼たちは血のような赤い火花を散らし、断だん末まつ魔まの叫さけびとともに消しよう滅めつした。

　純白に輝いていた光の渦は、次し第だいに血の色に染まっていく。

「魔法を制せい御ぎよする集中力を失ったか……」

　リックは赤い影が落ちた端たん正せいな顔に、憂うれいの色を浮かばせた。

「……こんな」

　己れの魔法が自じ壊かいしていくのを見つめながら、ディディは剣を握にぎった腕を力なく下ろした。

「アウデヴェラ様の……、母さまの仇かたきが……」

　精神の緊きん張ちようが切れた赤あか毛げの娘は、ガックリとその場に膝ひざをつく。

　と、その隙すきをついて、暴走する光狼の一部が彼女を引き裂さこうと襲おそいかかった。

「……もう、いいわ」

（アウデヴェラ様のところに行こう）

　ディディはかすかに微ほほ笑えむと、目を閉じて死を待った。

　だが……。

　キィーンッ！

　ディディの手の中の剣が、鋭するどい金属音とともにはね飛ばされた。

　同時に、力強い腕が彼女を抱かかえ上げる。

　娘の軽い身体からだはその腕に包まれたまま真横に飛んで、空中を数回転した。

　軽い衝撃。

　一方、はね飛ばされた剣は突進してきた光狼たちとぶつかり、パーンッという破裂音を上げて粉こな々ごなに砕くだけ散った。

　ワオオオオォォォーンッ！

　魔法の触しよく媒ばいが破壊されたことで、光狼たちはこの空間に自分たちを縛しばりつけていた軛くびきを失った。

　真まっ赤かに染まった光の渦うずは、去りゆく遠とお吠ぼえとともに霧きりのように四し散さんする。

　鮮せん血けつの空は、天頂の方から次第に曇どん天てんの鉛なまり色いろを取り戻もどしてゆく。

　優しい温ぬくもりに包まれながら、ディディは怯おびえた子供のように身を縮ませて魔法の終しゆう焉えんから目を背そむけた。

　やがて、光の渦の最後の残ざん滓しが、砕けた剣の柄つかの上で鬼火のようにわずかに震ふるえて、消える。

　その後に残ったのは、静せい寂じやくのみだ。

　しばらくして……。

（…………！）

　ディディは自分がずっと温かな胸に顔を押しつけていたことに気がついた。

　慌あわてて、彼女は起き上がる。

　彼女が起きると、フレオリックも立ち上がってグリードを鞘さやに収めた。

「どうして？」

　ディディはやつれた顔に戸と惑まどいの色を浮かべてリックを見た。

「今は時間がない。死体を埋うめる時間さえ惜おしい。それだけのことだ」

　リックは、ボロボロに裂けてもはや用をなさなくなった外がい套とうを脱ぎ捨てると、逆に尋たずねた。

「私を狙ねらうのなら、さっきの村にいる時に奇き襲しゆうをかける手もあったはずだが？」

「……他の人を巻き込こむ気はないわ」

　ディディは首を振る。

　すると、不意に思いが乱れて、目から涙なみだが溢あふれ出てきた。

（勝てなかった。傷ひとつ負わせることさえできなかった）

　彼女はその場に膝ひざを落として、ワッと顔を覆おおった。

「死なせてくれれば良かったのに！……あなたに助けられるくらいなら！」

「……まだ私を狙う気があるのなら、相手になろう。だが、今は駄だ目めだ。明日の深夜にはユガの街に戻る。それを待て」

　泣きじゃくるディディを見下ろしながらリックは言うと、そのまま彼女に背を向けて黒馬の方に足を踏み出した。

「リック！　良かったあ！」

　光の渦が突然消えるのを茫ぼう然ぜんと眺ながめていたピュティアは、渦の中に見えなくなっていた黒衣の剣士がこちらに向かってくるのを目にすると、黒馬から飛び下りて駆かけ出した。

　その時である。

「…………！」

　ピュティアの全身を、再びあの激痛が襲った。

　足をもつれさせて、少女は地面に顔から落ちた。

　そして、糸の切れた操あやつり人形のような不自然な姿勢で転がったまま、死んだように動かなくなる。

　リックが駆かけ寄り、痙けい攣れんするそのか細い身体を抱き上げた。

　四し肢しはピンと伸のび切って蒼そう白はくになり、全身が硬直している。

　先ほどの苦痛をさらに超こえた痛みのため、声を上げることさえできない。

　リックは口をこじ開け、自分の人差し指を前歯の間に挟はさんだ。

　舌したを嚙かみ切ってしまわないようにだ。

　ピュティアの白い歯はギリギリと指を嚙む。

　手て袋ぶくろが裂け、その下の皮ひ膚ふに喰くい込み、歯は骨にまで達した。

「……その子、どうしたの？」

　ディディが歩み寄ってきてピュティアの容よう体だいを覗のぞき込む。

「何でもない！」

　リックは振り返りもせずに荒々しく言い放った。

「さあっ、お前は行け！」

「…………」

　その強い口く調ちようにディディは後あと退ずさり、馬に乗ると、丘おかを越こえてユガの街の方に消えていった。

　フレオリックは口くち笛ぶえを吹いて黒馬を呼び、ピュティアを抱いたままその背にまたがる。

　黒馬は二人を乗せると、すべての事情を理解しているかのように西に向かって走り出した。

　やがて、リックの指を嚙み千ち切ぎらんばかりだったピュティアのアゴの力が弛ゆるんできた。

　リックはそっと指を抜く。

　痛みは収まったらしい。

　少女は軽い寝ね息いきを立てている。

「愚おろかな……。剣士である身が自ら利きき腕の指を傷つけるとは」

　リックは舌打ちした。

　鞍あん頭とうに手た綱づなを巻きつけ、進路を黒馬に任まかせると、彼は左手でピュティアを支えたまま手袋を取り、片手と口で器き用ように応急の手当てをした。

　鞍の脇わきに下げた皮の袋から清せい潔けつな布を取り出し、強く傷の上に巻いたのだ。

　歯で布の端を引き、結び終えた時になって、ピュティアがかすかに身じろぎしてうっすらと目を開けた。

「……リック、もういいよ」

　少女はあえぎながら弱々しい声を絞しぼり出す。

「もう間に合わないよ。あたしなんかのために……」

「お前のため？」

　リックは片かた眉まゆを上げた。

「ことはそんなつまらぬ問題ではない。奴やつらはこの私を気安く仕える手て駒ごま扱あつかいした。その代だい償しようは払って貰もらわねばならん。これはそのためだ」

「……あたしのこと、心配してくれたんじゃ？」

　少女の声がやや大きくなった。

「何な故ぜだ？」

「……そうよ。そういう奴だって分かってたはずなのに！」

　キーンと高い声が張り上げられた。

「ぜ～ったい、助かってやる！　死んでも生きて、ず～っとあんたにつきまとってやるんだから！」

　普段の、いや、普段以上の元気を取り戻もどしたピュティアは、リックの腕をギュウッとつねった。

　リックは一瞬、ニヤリとしたが、すぐに真ま顔がおに戻って手た綱づなを握り直した。

「思わぬところで時間を食った、速度を上げるぞ。……それから次の休きゆう憩けい場所では顔を洗え。まるで泥どろ饅まん頭じゆうだ」
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「やれやれ」

　ダル・ハーは皮袋を高く掲かかげ、腐くさりかけの赤葡ぶ萄どう酒しゆを喉のどに流し込こんだ。

「かなり差ぁつけられちまったな」

　彼は栗くり毛げを西に向かって進ませながら、げっぷをした。

　街門で別れたダル・ハーは、リックたちと別方向に向かった訳わけではなかった。

　そう見せかけて、少し距きよ離りを取りながらリックたちの後をつけたのだ。

　もっとも、ダル・ハーの栗毛はリックの黒馬の持じ久きゆう力りよくには全くついていけない。

　あっという間に離されて、今では倍以上進んだ距離に差が出ている。

　だが、彼は焦あせっていない。

　どうせ、リックはまた同じ道を戻もどってくるのだ。

「つくづく俺おれ様さまは賢かしこいぜ。考えてみりゃあ、俺様が直じき々じきにフレオリックを殺やる必要はねえんだ。奴やつがメロダフを斬きれば、きっとアシュクトルからは追おっ手てがかかる。それも大軍勢だ。なんせ太主殺しだからな。その連中がフレオリックを殺したところで、俺は奴の首だけをかっさらって、ザモーラに持って行きゃあいい」

　ダル・ハーはほくそ笑んだ。

　心配は、フレオリックが暗殺の前か直後に捕つかまって処しよ刑けいされることと、無ぶ事じに追っ手を振ふり切ってしまうことだが……。

「まあ、奴のことだから、すぐに捕まるようなドジは踏ふまねえだろうし、うまく生き延のびやがったら、取り入って金貨の分け前を貰もらやあいいさ」

　彼はそう自分に言い聞かせ、早く進めというように栗毛の腹を蹴けった。

　栗毛は恨うらめしげに主人を見上げると、渋しぶ々しぶわずかに歩調を早めた。







　第四章　月下の暗殺　二日目　夜







　日にち没ぼつをやや過ぎた頃ころ、リックたちはアシュクトルの街まちの外はずれにたどり着いた。




　サリザ川の三さん角かく州すに発展したアシュクトルは、他の多くのエレネイの都市とは違い、堅けん牢ろうな街がい壁へきを持たない。

　その歴史のごく初期に存在した街壁は、もはやエレネイに我が国を脅おびやかすものは存在しない、という当時の太主の一言で打ち崩くずされたのだ。

　確かにアシュクトルは河か川せん及び陸路の便が良く、古くから内陸貿易の一大中継地として栄えい華がを誇ほこってきた。

　経済の発展を背景に市民のための多くの施し設せつが建てられたし、多くの吟ぎん遊ゆう詩し人じん、学者、彫ちよう刻こく家かが輩はい出しゆつした。

　二世紀半前までは、まさにエレネイ半島の中心的な都市だったのだ。

　だが、文化、芸術の爛らん熟じゆくとともに、都市そのものの活力は衰おとろえ始めた。

　倦けん怠たい、退たい廃はい、虚きよ無む主しゆ義ぎが人々の心を支配し、自由という美名を騙かたる無む秩ちつ序じよが街を覆おおい尽つくしたのである。

　まず、二十一代太主であったユカン五世自らが率そつ先せんして、おぞましい快楽に溺おぼれた。

　彼は姉妹との近親婚を公おおやけに祝い、幼い子供を欲望の対象とし、麻ま薬やくに耽ふけった。

　市民の間では殺人は手ごろな遊ゆう戯ぎのひとつとなり、窃せつ盗とうや裏切りは勇気と大だい胆たんさを証明するものとして推すい奨しようされた。

　暴力はもっとも迅じん速そくな問題解決の手段とされ、売春、麻薬の売買は国庫を潤うるおす優良産業とされたのである。

　当然、こうした治ち安あんの悪化に伴ともない、アシュクトルの貿易量は下降の一いつ途とをたどった。

　そして、百年ほど前からは商業の中心地の名を、より内陸の新興都市ユガに奪うばわれてしまったのである。

　このことが、近年のアシュクトルとユガの間の確かく執しつの遠因であることは否定できない。

　現在、アシュクトルが辛かろうじて都市国家の体てい裁さいを保っていられるのは、財力に任せて雇やとい入れた強力な傭よう兵へい部隊の軍事力ゆえなのだ。




「ここで待て」

　疲ひ労ろうの極きわみにある黒馬から下りると、リックはピュティアに命じた。

　彼らは三角州にある街に入るのに、街かい道どうを外はずれて大きく北に迂う回かいし、今はほとんど使われなくなった小さな木製の橋を渡った。

　ギシギシと軋きしむ幅はばの狭せまい橋を渡った向こうは、人ひと気けのない暗い空あき地である。

　昔の集しゆう荷か場じよう跡あとで、今はゴミ捨て場になっている場所だ。

　崩くずれ落ちかけの桟さん橋ばしは、かつては日にのべ百艘そう近い艀はしけが行き来し、船荷の積み下ろしで賑にぎわっていたものだった。

　だが今夜、川かわ面もに反射する月明かりが映うつし出す光景に、その面おも影かげはない。

　木箱や壊れた小舟、馬車の車輪などのがらくたが散乱し、中身ごと腐くさった麻あさ袋ぶくろは敷しき地ちの端の方に積まれて真っ黒に見えるほど蠅はえが集っている。

　時おり、ドブ鼠ねずみが廃はい品ひんの山の間を擦すり抜ぬけるようにして駆かけ回り、不衛生な水みず溜たまりに足を突っ込んでパチャリという小さな音を立てた。

「ここで？」

　ピュティアは、漂ただよってくる悪あく臭しゆうに顔をしかめる。

「一いつ緒しよに行きたいよ」

「これ以上は駄だ目めだ」

「……そうだね、さっきみたいにまた突然痛くなったら、リックの足あし手で纏まといになるもの」

　意外なことに、今回はピュティアも大人おとなしく引き下がった。

「でも、気をつけてよ」

　あまりにもあっさりと言うことに従ったものだから、逆にリックは不ふ審しんの目を金きん髪ぱつの少女に向けた。

「どうした、不安か？」

「ううん」

　ピュティアはかぶりを振ふった。

「……夜明けまでには戻もどる」

　黒衣の剣士はそう告げると、闇やみの中に溶け込んでいった。

　薄暗い空き地には、黒馬と少女だけが残された格かつ好こうになる。

　だが……。

「……一。……二。……三」

　ピュティアは彼の姿が消えると、ゆっくりと数をかぞえ始めた。

「……九。……十！」

　彼女は十までかぞえ終わると、黒馬の鞍くらからピョンと飛び下り、訝いぶかしげに黒い瞳ひとみで自分を見つめる馬の長い顔を撫なでた。

「黒ちゃん、いい子で待っててね」

　これを聞くと、黒馬は咎とがめるように二、三回蹄ひづめで地面を蹴けった。

「うん。来るなって言われたけどさ、あたしどうしてもリックのそばから離れたくないんだよ。だって……」

　馬にささやくように語りかけたピュティアはふと口をつぐみ、自分の後頭部に指を持っていった。

（だって、分かるんだもの。この頭の中をゆっくりと冷たい針が進んでいくのが……。本当にこのまま死んじゃうんだったら、できるだけリックと一緒にいたい。リックを見ていたいんだよ）

　少女が言葉にせずに吞のみ込んだことを悟さとったのかも知れない。

　黒馬は少し考え込むように頭を傾かしげると、それから、さあ行け、というように鼻はなづらでピュティアの背中を押した。

「……ありがと」

　ピュティアは黒馬の背を抱だき締しめた。

　彼女は投げナイフをブーツに仕込んで準備を整えると、黒馬を残して小こ走ばしりに街の中心部へと向かった。
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　太主の城が近づくにつれ、街を巡じゆん回かいする傭よう兵へいの数が多くなってきた。

　彼らは太主その人にのみ仕える警けい護ご兵へいであり、街の治ち安あん維い持じを務つとめとする者たちではない。

　だが、長剣を帯び、十人前後で狭せまい通りを練り歩くその姿は、追おい剝はぎたちの顔をしかめさせる程度の威い圧あつ感はあった。

　街の中央通りでフレオリックに絡からんできたのも、そんな傭兵の一隊だった。

「おい、そこの！」

　そ知らぬ顔で彼らの脇わきを通り過ぎようとしたリックの背中に、彼らのひとりの声が飛んだ。

　リックは無言でゆっくりと振り返る。

「貴き様さまだ、貴様！」

　彼らはリックを取り囲んだ。

「随ずい分ぶんとたいそうな剣を抱かかえているじゃねえか？」

　かなり酒が入っているらしい赤ら顔の傭兵が、威い張ばりくさった態度でリックの腰こしに下げられたグリードに手を伸のばした。

　リックはほとんど反射的に身をかわす。

　剣を見る目は多少あっても、その持ち主の力量を見抜く力のなかった赤ら顔の傭兵は、体たい勢せいを崩くずして二、三歩よろめいた。

「こ、この野や郎ろう！　生なま意い気きな！」

　赤ら顔とその仲間は一いつ斉せいに剣を抜いた。

　暗殺のことを考えると、この場で剣を交えるのは得とく策さくではないが、こうなってしまっては仕方がない。

　相手は最初から因いん縁ねんをつけて剣を奪うばう気だったのだ。

「……死に急ぐか」

　グリードの柄つかに、リックの手がかかった。

　その時……。

「何をしている！」

　雄お々おしい、凜りんとした声が、一いつ触しよく即そく発はつの張りつめた空気を裂さくように通りに響き渡った。

　傭兵たちは、その声にビクリと首をすくめて振り返る。

「リオス……」

　そこに立っていたのは、神像と見み紛まごうばかりの長身の美び丈じよう夫ふだった。

　柔やわらかそうな黄金の巻まき毛げを肩かたまで垂らし、完かん璧ぺきなまでに均整のとれた顔立ちをした二は十た歳ちくらいの若者で、背にした剣はリックの持つ氷の剣よりもひと回りは大きい。

「何なに事ごとだ、ロドヴィーゴ？　太主陛下の居城のすぐ傍そばで、刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こすつもりか？」

「い、いや、とんでもねえ！　ただ、この野郎が……」

　傭よう兵へいの一人がリックを指さす。

「この男がどうした？」

　若者の冷ややかな視線がその傭兵を捉とらえる。

「……っと、別に」

　傭兵たちは萎い縮しゆくし、黙だまり込こんだ。

　だが赤ら顔は酔った勢いからか、リオスと呼ばれた青年の方に足を踏み出した。

「これは俺おれたちの問題だ。口は出さねえで貰もらいてえ、たとえ俺たちの隊長でもな」

「ほう、面おも白しろい」

　リオスは背中の剣をゆっくりと抜く。

　かなりの重さがあるはずだが、まるで木剣でも扱っているかのように楽々と構える。

「このリオスに本気で挑いどもうというのだな？」

　途と端たんに、真まっ赤かだった傭兵の顔がサーッと蒼そう白はくになった。

「あ、あんたとやり合おうって言うんじゃないんだ、ただ……」

　彼は言い繕つくろい、震ふるえる手で剣を収めた。

　その場にいた他の傭兵たちも、慌あわてて武器を鞘さやに戻もどす。

「失うせろ！」

　リオスは一いつ喝かつした。

　傭兵の一団は蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ去った。

「済すまなかったな」

　通りから連れん中ちゆうが消えるとリオスは振り返り、リックに向かって声をかけた。

「街を守るための部隊が、率そつ先せんして治安を乱すとはな。情なさけない限りだ」

　彼の視線がグリードに落ちる。

「……だが、確かにいい剣だ」

「抜かせたいのか？」

　と、リックが答えると、巻毛の青年は笑った。

「止よしておこう。……だが、気をつけた方がいい。このところ隣国との関係が悪化し、人々の間に不安が広がっている。傭兵の仕事の口はあるが、他の用向きでここを訪おとずれたのなら早そう々そうに立ち去ることだ」

　リックはうなずく。

「無口な男だ。気に入ったよ」

　リオスはまた微ほほ笑えんだ。

「言葉が多いのは、噓うそが多い証しよう拠こだからな」

　彼は言い、現われた時と同様に飄ひよう然ぜんと去っていった。

　リックは彼の姿が見えなくなるのを待って、歓かん楽らく街がいを見物する振ふりをしながら城の裏うら手ての方に回っていった。




　アシュクトルの太主メロダフの城は、街の中央にそびえる歪ゆがんだ巨大建築物で、歳とし経ふるにつれその一部を崩ほう壊かいさせ、傾き、捻ねじれを重ねてきた。

　地じ盤ばんの安定していない、砂さ州すの上に建てられたためである。

　そしてこの歪みが、住む者の心までをも歪ませてきた。

　歴代の太主のうち、実に七割までが壮そう年ねん期きに至いたるまでに狂きよう気きの徴ちよう候こうを示し、天てん寿じゆを全まつとうせずにこの世を去っている。

　メロダフが残ざん虐ぎやく行こう為いと麻薬に耽ふけりだしたのは二十五を過ぎてからで、どちらかと言えば遅い方なのである。

　フレオリックは少年時代に、ヤーバシアを親善使節として訪問したメロダフに会ったことがある。

　その頃ころのメロダフは、まだ即位前。

　感受性の強そうな、色いろ白じろの青年だった。
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「……僕ぼくは生きていちゃいけないんだ」

　歓かん迎げいの宴えん会かいの途と中ちゆう、たまたま城の中なか庭にわで二人きりになった時、子供相手の気やすさからかメロダフは打ち明けた。

「何な故ぜです？」

　この時まだ背の低かったフレオリックは、銀の杯さかずきを手に池の前に立つメロダフを見上げた。

「血だよ。呪のろわれているんだ。太主になれば僕はきっと、父と同じ残虐で恐おそろしい生き物と化す。アシュクトル太主家の歴史は裏切りと親族殺しの歴史なのだから」

「親族殺し!?」

　メロダフは皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべる。

「曾そう祖そ父ふは祖父に、祖父は伯お父じに、そして伯父は我が父に。アシュクトルにおける権力の委い譲じようは、主に毒を塗ぬった短剣によって行なわれるのだ」

　フレオリックはメロダフの目をのぞき込んだ。

　その目は狂気を恐れる苦悩と誠実さに満ちているように、少年には見えた。

「僕は良い太主になりたかった。国のために尽つくせる男になりたかったのに……」

　青年の口からかすかにそうした言葉が漏もれる。

「…………」

　フレオリックは何か慰なぐさめの言葉をかけたかったが、できなかった。

　メロダフの苦しみが事情を知らない子供の一言で癒いやされるとは、とても思えなかったからだ。

「……兄上」

　月下に佇たたずむ二人の背後で、ためらいがちに声をかける者があった。

「ドロローサ姫ひめ？」

　それは、使節の一人でメロダフの妹、ドロローサだった。

　フレオリックはこの自分と同おない年の少女に一礼する。

「兄あに上うえ、あまり王子を困らせては」

　太主の娘は、澄すんだ声と絹きぬ糸いとのような灰色の髪かみの持ち主だった。

「……そうだな。フレオリック殿どの、先さきほどのはつまらん愚ぐ痴ちだ。聞き流してくれ」

　メロダフは杯の中の蜂はち蜜みつ酒しゆを飲み乾ほした。

「さて、使節としての仕事に戻もどろう。君のお父ちち上うえに我が父の提案を伝えてくるとするか」

　フレオリックはドロローサ姫と肩を並べて、足あし元もとの怪あやしいメロダフが去ってゆくのを見送った。

「王子」

　兄の姿が城内に消えてからしばらくして、ドロローサは消え入りそうな声でフレオリックに話しかけた。

　こうして話をするのはこれが初めてである。

「お、王子は剣聖ロヴァル様のお弟で子しとか？」

　恥はずかしそうに目をそらして話すドロローサ。

「フレオリックでいいですよ、姫」

　少年はドロローサの気分を解ほぐそうとして言った。

　彼は、このはにかみ屋の少女のことが気に入りかけていたのだ。

「確かに、僕はロヴァル老を師と仰あおいでいます。ですが、弟子と名乗るにはあまりにも未み熟じゆくです」

「そんなことありません！」

　ドロローサはパッと顔を上げたが、またすぐに真っ赤になってうつむいた。

　その時、少女の琥こ珀はくの瞳ひとみにほとんど崇すう拝はいに近い輝かがやきがあったことに、少年フレオリックは気がつかなかった。

「……いえ。……でも、すでにその技量はヤーバシアでは敵かなう者はない、とお聞きしています」

　耳を澄すませていないと、秋の虫の声と間ま違ちがえそうな小さな声。

「僕が言っているのは、剣を握にぎる腕うでのことじゃないんですよ、ドロローサ」

　リックは答える。

　彼の師であるロヴァルは、エレネイ半島一の、つまり人間の治める世界では最高の剣士だった。

　仕える者を持たず、己おのれの正義を貫つらぬくために放ほう浪ろうを続ける剣聖。

　そのロヴァルがヤーバシアにここ数年腰こしを落ち着けているのは、まさにフレオリックのためだったのだ。

「僕は心根のところで、師には遠く及ばない未熟者なんです」

「…………？」

　ドロローサは小さな顔を斜めに傾かしげた。

「ロヴァルの剣はいわば大たい局きよくを見み据すえた岩の剣。決して揺ゆらぐことはありません。でも、僕のは危あやうい。活かつ人じん剣けんを目指せと言われながら、いつ凶きよう剣けんに傾いてしまうかも知れない。人を救おうとして、その人を殺あやめてしまう可能性を秘めた脆ぜい弱じやくな剣です」

「そんなこと！」

　ドロローサは強く頭を振った。

「わ、わたし、剣のことはよく分かりませんが、フレオリック様は、その……尊敬に値あたいする方です。本当に未熟な人間は自分の弱さをさらけ出すようなことはしません。でも、あなたはわたしのようなつまらない娘にも明かしてくださいました！」

「ありがとう」

　リックは屈くつ託たくなく笑った。

「君の期待に添そえる剣士になれるよう、精しよう進じんするよ」

「わたし……」

　ドロローサは小さなこぶしをギュッと胸に当てて少年の顔を見上げた。

「夢に見るんです。……いつか、わたしをアシュクトルの醜みにくい城から救け出しにきてくれる人の……夢を」

「へえ、女の子らしいね」

　鈍どん感かんなリックは、自分を見つめる熱い眼まな差ざしにまだ気づいていなかった。

「その……夢の王子さまは強い剣士で、子供の頃ころに出会ったわたしのことを忘れずに、黒い馬にまたがって現われて言うんです、『ドロローサ、迎むかえにきたよ』って」

「…………！」

　唐とう突とつにドロローサは爪つま先さき立だちになって、リックの唇くちびるに自分の唇を重ねた。

　それは先ほどまでの内気な表情からは想像もできない、大だい胆たんな振ふる舞まいだった。

「いつか……、迎えにきて！」

　アシュクトルの姫君はそう言うと、仔こ鹿じかのような足取りで城の中に駆かけていった。

　茫ぼう然ぜんと佇たたずむフレオリックを残して……。
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　今、アシュクトルの城じよう壁へきを望みながら、リックは運命の皮ひ肉にくに苦笑していた。

　あれから十年。

　親族殺しの血けつ脈みやくを恐おそれていたメロダフは、父の病死によって太主となったが、結局一族の狂気を受け継ぎ、妹のドロローサを妃きさきに迎えて、国を乱している。

　フレオリックはと言えば、自分の方が親族殺しとなり、国を捨てて放ほう浪ろうしている。ここに立っている理由はドロローサを迎えるためではなく、その夫を殺すためなのだ。

「……馬ば鹿かげたことだ」

　リックは過去に思いを馳はせるのを止やめ、当面の問題に意識を向けた。

　彼は城を目にする前から、警けい備びの厚い正面から攻せめ入るつもりはなかった。

　もちろん、蹴け散ちらそうと思えば不可能ではないが、城中の傭よう兵へいを呼び寄せることになり煩わずらわしい。

　その上、時間がかかり、メロダフに逃げる機会を与えることになりかねない。

　ここは当然、必要最小限の見張りだけを倒して、秘ひ密みつ裏りに奥まで進むのが手だ。

　淡あわい月明かりのもと、黒こく衣いの剣士は何なに気げなく城壁に近寄り、観察する。

　城壁の上を見回る兵士の数は二、三人と手て薄うす。

　壁面は、石がところどころずれて無理な力がかかったためか、全体に無数のヒビが走っている。

　高さはかなりのものだが、登るのに問題はなさそうだ。

　彼がそう判断して城壁の石のひとつに手をかけた時……。

「……リック？」

　と、背中で声。

　フレオリックはうんざりしたように肩かたをすくめて振ふり返る。

「ピュティア」

　彼は眉まゆをひそめて少女を問いつめた。

「何な故ぜ、お前まえは大人おとなしくわたしの言うことを聞けない？」

「だってさ……」

　すねたように唇くちびるを尖とがらせるピュティア。

「あの場所で待っているのが恐こわい、なんて噓うそはつくなよ」

（うっ、見抜かれてる）

　それでもピュティアはめげない。

「ねえ連つれてってよ」

「駄だ目めだと言ったはずだ」

「でも連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れてって、連れ……むごっ？」

「大声を出すな」

　リックはピュティアの口を手でふさぐ。

「……私に余計な手て間まをかけさせるのがお前の生きがいなのか？」

　彼は嘆たん息そくし、思案した。

　このまま黒馬のところに連れ返り、縛しばり上げて転ころがしておく、というのはかなり魅み力りよく的な考えだ。

　が、よけいな時間がかかり過ぎる。

　この場所に待たせておくのもいいが、見つかる可能性も捨てきれない。

　それに、逃とう走そう時に同じ経路をたどらなければならなくなるのも厄やつ介かいな問題だ。

　となると結論はひとつ。

「……仕し方かたがない、ついてこい」

「へへ、やったあ！」

　ピュティアとリックは壁面を登り始めた。

　ピュティアが先頭で、リックがその後に続く。

　こうすればピュティアが落ちかけた時に、リックが支えてやれるという判断だ。

（こんなの、楽々だよ！　こちとら元盗とう賊ぞくだもんね）

　少女は軽やかな調子で登り続けた。

　最初のうちは、

「スカートの中、見える？」

　と、リックに冗じよう談だんを飛ばす余よ裕ゆうさえある。

　しかし、城壁の高さは人間の身長の三十倍以上。

　次し第だいに手足を動かすのがおっくうになってくる。

　そして半分程まで登ったところで、ピュティアの動きがピタリと止まった。

「ううっ」

　少女のかすかな呻うめき声がリックの耳に達とどいた。

（しまった、あの針！）

　リックは自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　こんな場所でまたあの激痛に襲おそわれればどうなるかは、考えるまでもない。

（ちっ！）

　彼は飛ぶように壁を這はい登って少女の隣となりにつくと、その身体からだを強く抱いた。

「ピュティア！　しっかりしろ！」

　彼は叫さけんだ。

「リック……」

　少女はリックを見上げた。

「……疲れちゃった」

「……何？」

　リックは全身の力が抜けるのを感じた。

（ただ……、疲れただけだと？）

「もう登れないよお～」

　甘えた声で言うピュティア。

「……下りるか」

　リックの口く調ちように含ふくまれた危険な徴ちよう候こうに少女は気づかない。

「下りるのも駄目だよ～。もう手がくたびれちゃった」

「安心しろ。手を使う必要はない」

「…………？」

「このまま一直線に地面に直行すればいいんだ！」

　リックはピュティアの首くび根ねっ子こをつかみ、壁から引き離した。

「ひぃ～！」

「もう我が慢まんの限界だ！　ここからたたき落としてやる！」

　彼は少女を空中に吊つり上げた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさ～いっ！　あたしが悪かったよ～っ！　お願い、助けて～っ！」

「…………」

　リックはしばらくそのままの姿勢でいたが、やがて、ふっと笑ってピュティアを引き寄せ、壁にしがみつかせた。

「要いらぬ心配をさせるな」

　彼は言った。

「背中につかまれ。おぶって登る」

「本当？」

「噓をついてどうする？」

　ピュティアはそっとリックの背に移動し、両腕を彼の首に、細長い足を胴に回した。

「その足はやめろ。下げ品ひんだぞ」

「だって、手だけじゃ落ちちゃいそうなんだもん」

「やれやれ」

　リックは再び登り始めた。

　だが、さすがの彼もこの後半はきついものとなった。

　少女を背負っている上に、昼間ピュティアの口に嚙かませた指の傷から再び出血が始まったのだ。

　止血はもちろんしたのだが、無理に動かしたためまたドクドクと血が滴したたり出した。

　血のために城壁はまるで油を塗ぬったかのように滑りやすくなる。

　上うわ衣ぎの胸の部分で指を拭ぬぐいながら進むため、どうしても時間がかかるし体力も使う。

　滅めつ多たにないことだが、リックは額ひたいに汗あせをにじませてさえいた。

「頑がん張ばって、リック！」

　背中からピュティアが声せい援えんを送る。

「……気楽なものだな」

　つぶやくリック。

　だが、ようやく最上部の石の角に彼の指がかかった。

　と、その時。

「ガウッ！」

　リックたちの眼前に二頭の巨大な犬が身を乗り出し、鼓こ膜まくをつんざくような声で吠ほえ立てた。

「チィッ！」

　城壁の見張りに割さかれている人数が少なかったのはこのためだったか、とリックは納なつ得とくした。

　彼は片腕でグイと身を引き上げ、振り上げた足を城壁の縁ふちにかけて空高く跳ちよう躍やくする。

「きゃあああああ！」

　背中のピュティアが、犬の吠え声より大きな悲鳴を上げた。

　引き絞しぼった弓ゆみのような弧こを描えがいて犬の頭上を跳とび越こえたりックは、城壁上部の回かい廊ろうに着地、振り向きざまに抜刀して背後から犬を切り捨てようとする。

　ところが……。

「何！」

「ひぃ～っ、こわいよ～っ！」

　背中にしがみついているピュティアである。

　胴に巻きつけられた彼女の足が邪じや魔まになり、リックの手は氷の剣に達とどかない。

「邪魔だ！　離れろ！」

「んなこと言ったって！」

　その間に犬は二人を左右から挟はさみ込む。

　見たところ、この犬たちはヘラス島原産の吐焰犬ケレブ・レゲスらしい。

　狭せまい回廊で炎ほのおを吐はかれると、かなり厄やつ介かいだ。

「おい、侵しん入にゆう者しやだ！」

　リックが登った場所から離れたところにいた見張りたちが、ピュティアの大声で騒さわぎに気づき、こちらに向かって走ってくる。

　迅じん速そくに行動しないと、さらに下から応援を呼ばれる可能性もある。

「…………」

　リックはピュティアのスカートの縁ふちをつかんだ。

「ちょ、ちょっと、何すんのよ！　きゃあ！」

　彼は少女の抗議を無視してスカートを剝はぎ取った。

　そしてそれを手早く左手に巻きつけ、一頭の方に向かって突進する。

　ガッと大きく口を開いて炎を吐きかけたその犬の喉のど奥おくに、リックはスカートを巻いた腕を突っ込んだ。

　ボウッ！

　吐焰犬の口の奥から、不完全燃焼の黒い煙が上がる。

　これで相手の初手を封じたリックは、ピュティアのブーツから投げナイフを二本同時に抜くと、一本で腕を咬かませている犬の心しん臓ぞうを刺さし、もう一本を背後から飛びかかろうとするもう一頭の眉み間けんに投げつける。

「リ、リオス隊長を呼べ！」

　今の吐焰犬との戦いを見て、侵入者の腕が立つことに気がついた見張りの者たちは、応援を呼びに一人を下に走らせる。

　リックは犬の心臓を突いたナイフをビュンと投げた。

　ナイフは夜の冷たい空気を切り裂き、仲間を呼びに走った見張りのふくらはぎを貫つらぬく。

　遠巻きにして時間を稼かせぐ計画だった残り二人の衛兵は、これに動どう揺ようして同時にリックに切りかかった。

　無む謀ぼうな行動である。

　一瞬のうちに、一方の喉に手て刀がたなが打ち込まれ、もう一方の鳩尾みぞおちに爪つま先さきがガッと食い込んだ。二人は呻うめき、悶もん絶ぜつして倒れる。

　リックはさらに、足をナイフでやられて引っ繰くり返っていた見張りにも当て身を食くらわせ、気絶させた。

　ようやく辺りに静せい寂じやくが戻もどった。

　どうやら他に知られずに済すんだようだ。

「……おい、いい加か減げん下りろ」

「へっ？　あ、そっか？」

　ピュティアはリックの背からピョンと飛び下りる。

「スカートは？」

　リックは彼女にそのものを手渡してやる。

　刺し繡しゆう入りの高級なスカートは牙きばでズタズタになり、ところどころ焼け焦こげ、生なま臭ぐさい犬の唾だ液えきでグッショリと濡ぬれている。

「……う～」

　それでも身につけないよりはマシである。

　少女は泣く泣くそのボロ布を腰に巻いた。




　一いつ旦たん、城内に入ると、その後の隠おん密みつ行動はそう難むずかしくはなかった。

　途と中ちゆう、遭そう遇ぐうした傭よう兵へいは三組。

　グリードを抜くまでもなく、リックは素す手でで昏こん倒とうさせることができた。

「本当、すっごいんだ。まあ、リックにしてみれば簡単なことなんだろうけど」

　鎖くさり帷子かたびらで身を固めた兵士五人が同時に床ゆかに崩くずれ落ちるのを見て、少女がため息をつく。

「でも、何でみんな生かしておくのさ？」

　ピュティアは伸のびた兵士たちを見下ろしてリックに尋たずねる。

「その必要もないからな。それに斬きれば血の痕こん跡せきを残す」

　彼は武器を取り上げた兵士たちを空あき部屋に放ほうり込こんで戸を閉しめた。




　二人の通った経路は、城壁塔とうから中庭を経て居館部分に侵入し、上階を目指すというものだった。

　城の構造はどこでも似たようなものだ。

　高貴な身分の者が、最下層に存在することなど絶対にないと言ってよい。

　だから、上に向って探さがしていけば、効率よくメロダフを発見できる理り屈くつである。

　それでも、リックの足あし取どりがあまりにも自信たっぷりなので、ピュティアはちょっと不安になる。

「ねえ、本当にこっちでいいの？」

　回廊が左右に別れたところをリックが立ち止まりもせずに右に折れたのを見て、少女はささやく。

「ああ。阿ア片ヘンと黒くろ睡すい蓮れんを焚たく薫かおりが、わずかに漂ただよってくる。間ま違ちがいない」

「えっ！　これ阿片!?」

　ピュティアは慌あわてて口と鼻を手で覆おおった。

　幼い時に母親を亡くしたピュティアは、様さま々ざまな街の路ろ地じ裏うらを渡り歩いて、と言うより、這はい回って生きてきた。

　そうした中で、阿片やその他の薬で体をボロボロにし、身を持ち崩くずしていった人々の悲ひ惨さんな姿を、彼女は嫌いやと言うほど見て育ったのだ。

　美しかった娘が阿片窟くつ通いで老ろう婆ばのように変へん貌ぼうするのもい青年の中毒者が恐ろしい幻げん覚かく症しよう状じようから逃のがれるために自分の眼球を指でくり抜くところも、目まのあたりにしてきた。

　泥どろ棒ぼうはしても売春と麻薬はやらない、というのが、そうした環境で培つちかわれたピュティアの確かつ固ことした信念だった。

「安心しろ。この程度では中毒は起こさん」

　リックは肩をすくめる。

「……まあ、今のところはな」

　やがてピュティアたちは、衛兵が二人、脇を固める扉とびらのとこうにたどり着いた。

　厳重、と言えるほどの警けい備びではないが、扉の前に見張りが立ちっぱなしでいるのを見るのは初めてである。

　おそらく、ここが太主の寝しん所じよだ。

　先ほどまでと同様、リックは電でん光こう石せつ火か、見張りの懐ふところに飛び込んで当あて身みを食くらわす。

「うぐっ！」

　これもあっさりと、白しろ目めを剝むいて引っ繰くり返った。

「……ねえ、リック」

　扉の前に立ち、そっと侵入しようとするフレオリックにピュティアが声をかけた。

「…………？」

　把とつ手てにかかった手を止めて、リックは振り返る。

「リックってさ、なんのかんの言っても、自分の身を守るため以外に人を斬きることってないよね？」

　少女はためらいがちに聞く。

「いいのかな……、今度みたいな仕事？」

「善悪の判断は神々にでも任まかせておけばいい。……いくぞ」

　リックはそっけない口調で答えると扉を開いた。

　寝室の中に踏み込んだピュティアの目に真っ先に映ったのは、通常の四倍はある巨大な寝台と、その上で絡からみ合う幾つかの人ひと影かげだった。

　黒睡蓮の香がこもった室内は暗く、天窓から差し込むアバルの蒼あおい月つき影かげと、扉寄りの壁にかけられた消えかけの松明たいまつの灯ひに、寝台の上でうごめく複数の裸ら体たいがぼんやりと照らし出されている。

　もつれ合う幾つもの白い四し肢しはほとんどが十代前半の少女や少年のようだが、侵入者にはまったく気づかない様よう子すだ。

「ま、まずい時に来ちゃった？」

　と、ピュティアが好奇心を抑おさえて目を背そむける。

　だが、やがてリックたちの気け配はいに誰だれかが気づいた。

「……何者だ？」

　甲かん高だかい、神経質そうな男の声。

　その声とともに、生なま白じろい肥満した裸体がむっくりと寝台の中央で起き上がる。

「ここを偉大なるアシュクトルの太主の寝所と知っての狼ろう藉ぜきか？」

　蒼い月光に、男の顔が照らし出された。

　ここ何年も日に当たっていないような、白いむくんだ顔。

　弛たるんだ目の下の隈くまに、異常に膨ふくれた腹と、筋肉の落ちた細い手足。

　リックは一瞬、これがあの十年前の青年の成れの果てとは思えず、我が目を疑った。

　だが、よくよく見れば口くち元もとなどに、わずかにその面おも影かげは残っている。

「ふん。ユガの刺し客かくか？」

　メロダフは寝台の脇わきに下がっている紐ひもに手を伸のばした。

　おそらく、これを引けば傭よう兵へいたちが殺さつ到とうしてくるのだろう。

「まったく、余よの睡すい眠みんを妨さまたげるとは」

　彼は大きく欠伸あくびをした。

　威い厳げんの欠かけらもないだらしない顔つきだが、刺客を目の前にして全く動じる様子がないのはやはり大したものだ、と言えるのかも知れない。

「メロダフ、メロダフ・アシュケイン……」

　リックは彼の名を呼んだ。

　メロダフの濁にごった目がカッと開かれ、リックの顔に向けられた。

「まさか、……フレオリック、……あの、フレオリックか？」

「そうだ」

「……ふっ、ふふふ」

　メロダフは紐を握にぎりかけていた手を下ろし、額ひたいに手を当てて笑った。

「参事会の老人ども、味なことをする」

「リック、もしかして、知り合い？」

　ピュティアがリックの顔をのぞき込む。

　だが、リックは無言でメロダフを見つめるだけだ。

「おい」

　メロダフは傍かたわらに眠る十歳くらいの少年を蹴けって起こした。

「みなを連つれて部屋を出ろ。……それから妃を呼ぶように一

　少年は目を擦こすりながら立ち上がり、阿ア片ヘンと黒くろ睡すい蓮れんで意識が朦もう朧ろうとしている周まわりの少女たちを揺ゆり起こして部屋を出ていった。

「久しいな……、ヤーバシアの元もと国王」

　幼おさない愛人たちが部屋から消えると、太主は怠だるそうに耳の後ろを搔かきながら言った。

「噂うわさは色々と耳にしておる。今は雇やとわれの剣士稼か業ぎようか？」

「ああ」

　リックはうなずく。

「して、余の暗殺料はいかほどかな？」

「五千だ」

「と、あたしの命」

　ピュティアが付け加える。

「五千だと！」

　と、あたしの命、の部分は無視された。

　メロダフは張りを失った頰ほおを怒いかりに震ふるわせる。

「この偉大なるアシュクトルの太主の命が、美の審しん判ぱん者しやにして、絶対の権力者たる余の命が、たったの五千！」

「……メロダフ、いったい何が貴方あなたにあったのだ？」

「何が、と尋ねるか？　はっ、愚おろかなっ！」

　太主は神経質な笑い声を上げる。

「血だ！　太主家の呪のろわれた血のためだ！」

「いいや」

　リックは静かに言った。

「貴方は血ち筋すじに負けて乱心するような人間ではない」

「何を言うか！」

　声を荒あららげて表情を歪ゆがませるメロダフ。

「余は……、余は……」

「貴方は国のために尽つくすことを、良い太主になることを切せつに望んでいた。何なに故ゆえ、代々の太主が犯おかしてきた過あやまちを敢あえて繰くり返す？　呪われた運命の輪など、貴方なら断ち切れるはずだ」

「国を捨てた男が奇き麗れい事ごとを！」

　メロダフはキッとリックをにらんだ。

　と、その時である。

「陛へい下か、部屋の外で衛兵が！」

　扉がバタンと開かれて、背の高い女が入ってきた。

　透すけるほど薄い絹の寝室着をまとった、二十代半なかばの整った顔立ちの女性だ。

　異常な状況を予期したのか、正装の時に身につける装飾的な短剣を握っている。

「ドロローサ？」

　リックは一目で、彼女が昔、自分に口づけをして去ったあの少女だということに気がついた。

　そのリックの表情を見て、メロダフは冷笑を浮かべる。

「改めて紹介しよう。我が妹にして妻、ドロローサ・アシュッカだ。ドロローサ、覚えておるか？　お前の想おもい人びとだぞ」

「…………！」

　メロダフの言葉に、女は凍こおりついたように立ちつくした。

（えっ？）

　ピュティアは、女とリックの顔を見比べた。

「……どうして？……どうして、今になって？」

　女は短剣をポロリと手から落とし、月影に浮き上がるリックの姿を凝ぎよう視しする。

（本当だ……）

　ピュティアは、ドロローサの瞳ひとみに浮かぶ想いを感じ取った。

（この人……、リックが好きなんだ）

　苦にがい感情がピュティアの胸に込こみ上げてきた。

　と同時に、湧わき上がってきたのはリックに対する怒いかりである。

　今まで彼から、メロダフと知り合いだったことも、こんな女性の話も全然聞いたことがなかったのだ。

（相あい棒ぼうだなんて言っておいて！　大たい切せつなことはぜ～んぶ秘密！）

　よくよく考えてみると、二人でいる時に喋しやべっているのは九割九分、ピュティアである。

（うっ……、あたしたちって、会話ない……）

「……ドロローサ、こちらに寄れ」

　メロダフが命令すると、美しいその妃は奴ど隷れいのように怯おびえた面おも持もちで進み出た。

「脱げ」

　メロダフはさらに非情に命じた。

「いつものようにな。そうして、この男にお前の汚けがれた体を見せてやれ」

　一瞬、ドロローサの表情が強ばるが、やがて諦あきらめたように彼女は胸元の紐ひもを解といて薄衣を足元に落とす。

　磨みがき上げた大理石の彫ちよう像ぞうのような裸身があらわになる。

「よせ！」

　リックが傍かたわらに行き、服を引き上げる。

「おいおい、放ほうっておけ。その女はな、見せたがっているのだよ、お前に」

「いい加減にしろ、メロダフ」

「ほう、怒るか？　妻殺し、弟殺しの大罪人が？」

　とうとうリックの手がグリードの柄つかにかかった。

「どうやら私の知っていたメロダフはすでにいないようだな」

「……そうだ、それでいい」

　メロダフはその様子を見て、皮ひ肉にくげな笑いを顔に浮かべた。

「だろう、ドロローサ？」

「陛へい下か！……うぐっ！」

　メロダフはドロローサの腕をつかんで引き寄せると、もがく彼女の唇に、自分の唇をこれ見よがしに重ねた。

「あうっ！　陛下、やめて！……兄上！」

　顔中に貪むさぼるように口づけされたドロローサは、悲鳴に近い声を上げる。

「……ふんっ」

　唐とう突とつに、メロダフは彼女を突き放した。

　ドロローサは床に倒れ、嗚お咽えつする。

「フレオリック」

　メロダフはそんな妹に侮ぶ蔑べつの視線を投げかけながら、リックに尋たずねる。

「お主ぬし、先ほど、何があったのかと聞いたな？　答えよう。余はな、気づいてしまったのだよ、己れの弱さに」
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「弱さ？」

「お主には想像もつかぬだろう。剣聖ロヴァルの弟で子し、黒衣の剣士と皆から恐れられる、お主にはな。だが余は、即位してすぐに見えてしまったのだ。同族による暗殺を恐れ、他国の侵略の影に怯おびえ、有能な部下に嫉しつ妬とし、他人の妻にまで欲望を覚える卑ひ小しような自分の姿が。強く、慈悲深く、賢けん明めいな太主という理想とは、かけ離れた姿だ！」

　メロダフは己れの顔を搔かきむしった。

「認めぬっ！　こんな姿は認められぬっ！　つまらぬ存在として生きるくらいなら、暗あん愚ぐで無慈悲、呪われた恐ろしき太主となる方がまだマシだ！」

　眉み間けんにしわを寄せてキッとこちらをにらんだメロダフの尋じん常じようでない様子に、ピュティアは思わずリックの陰かげに隠かくれる。

「この女を」

　彼はさらに話を続けながら、妹を乱暴に引き起こした。

「妻としたのはほんの手始めだった。……フレオリック、面おも白しろい話を聞かせてやろう。この売ばい女ため、余との婚こん儀ぎの床とこで涙を流しながら、いったい誰の名を呼んだと思う？」

「やめて！」

　ドロローサが非ひ力りきなこぶしで兄の胸を叩たたく。

　だが、メロダフはその反応を楽しむかのように続ける。

「この牝めすはな、女となる瞬間にお主の名を呼んだのだよ！」

「悪魔っ！」

　悲痛な叫びが上がった。

　絶望に駆かられたドロローサは、メロダフの腕を振り切り、床から短剣を拾い上げた。

「いけない！」

　彼女の意図を察して、ピュティアが止めに飛び出す。

　だが、一瞬遅かった。ドロローサは短剣を逆さか手てに握にぎって振りかざし、兄であり夫である男の白い胸に突き立てた。

　飛び散る鮮せん血けつ。

　だが、女の力では脂し肪ぼうが厚くついたメロダフの胸を貫つらぬくことはできなかった。

「馬鹿め！」

　逆上したメロダフは指が傷つくことも意に介かいさず、短剣の刃やいばを握ってドロローサの手からもぎ取った。

　そして指が数本落ちかけた手で握り直すと、逆に刃を彼女の首筋に二度、三度と突き立てたのだ。

「メロダフ！」

　グリードが鞘さや走ばしり、メロダフの胃の辺りを貫いた。

　寝台の上に崩れ落ちる太主。

　リックは朱あけに染まったドロローサのところに行き膝ひざをつくと、冷たくなりつつあるその身体からだを抱き起こした。

「ドロローサ、死ぬな。こんなことで……」

　リックは黄よ泉み路じから呼び戻そうと声をかける。

　だが、ドロローサは弱々しくかぶりを振った。

「……もう、遅いのです。すでに兄同様、わたしも汚れてしまいました。貴方あなたに救われる資格はないのです」

「愚かなことを」

「けれど、私は幸せです」

　彼女は微ほほ笑えんだ。

「こうして貴方の腕のなか……で……」

「…………」

　リックはそっと彼女の体を下ろした。

「ひどいよ、こんなの」

　ピュティアも顔を手で覆おおう。

「メロダフ……」

　リックは立ち上がり、寝台の上にできた血の海でのたうつメロダフを見下ろした。

「妹は……死んだか？」

　アシュクトルの太主は、肺はいから空気の抜けるヒュウという音を洩もらしながらリックに尋ねる。

「ああ」

　と、リック。

「……では、余も逝ゆくとするか。この首はユガの老人どもにくれてやれ。……もっともここを訪おとずれた時、お主は余と話した上で口くち裏うらを合わせ、贋にせの首でも持って帰るつもりだったのだろう？」

「…………！」

「驚おどろくことはない。お主の性格を考えれば容よう易いに想像がつくことだ。……だがな、余はもうこの堕だ落らくした国とともに生きてゆくのは御ご免めんなのだ。アシュクトルの国家としての、ひとつの文明としての寿じゆ命みようはとうに尽つきている。今あるのは過去の亡ぼう霊れいに過ぎぬ。消えるべきなのだよ、この国は」

　メロダフはふっと笑う。

　すでに、その命はほとんど終幕を迎えつつあった。

「やはり、貴方は乱心など……」

「いや、余は残ざん酷こくで放ほう蕩とうな乱心の太主だ。国民に下した苛か酷こくな仕打ちを後こう悔かいしてはおらぬし、近隣の村々に加えた暴ぼう虐ぎやくも間違っていたとは思わぬ！……フレオリック、感謝するぞ、余に死をもたらしてくれたことをな！」

　こうして、アシュクトルの太主〝暗あん愚ぐ〟のメロダフはその生しよう涯がいを終えた。

「……ピュティア、少し後ろを向いていてくれ」

　リックは背を向けたまま少女に言った。

　ピュティアはこれに従ってクルリと後ろを向く。

「……もういいぞ」

　しばらくして彼女が振り返ると、兄妹の遺い体たいは寝台の上に並べられ、血のつかなかった白い布で覆おおってあった。

　リックの手には、西瓜すいか大の布包みが下げられている。

「目的のものは手に入れた。そろそろ眠らせた連中も目を覚ます。ユガに戻るぞ」

　彼は告げ、チロチロと小さな炎ほのおを上げている消えかけの松明たいまつを寝台の上に放った。

　黄色い火は次し第だいに寝台の上に広がり、やがて二つの遺体を包み込んだ。

「さらばだ、メロダフ。……そしてドロローサ姫」

「可哀かわい相そうな姫さん……」

　ピュティアは鼻をすすった。

「泣いて……くれているのか？」

　リックは少女を振り返る。

「うん」

　ピュティアは袖そでで涙なみだを拭ぬぐった。

「だって、同リじツ人クを好きになった女ひ性とだもの」
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「た、大変です！　隊長！」

　城の西側にある傭よう兵へい警けい護ご隊たいの控ひかえ室に見張りの一人が飛び込んできたのは、夜や半はんをかなり回った頃ころだった。

「どうした？」

　机つくえに両足を上げて微睡まどろみかけていた傭兵隊長リオスが目を開いた。

「へ、陛へい下かとお妃きさきが暗殺され、居城から火の手が上がっています！」

「警護の者は何をやっていたっ！」

　リオスは立ち上がり、素す早ばやく大剣を背せ負おった。

「それが、ほぼ全員が黒衣の男に気絶させられて……」

「黒衣の？」

　リオスは瞬しゆん時じに通りで出会った剣士のことを思い出した。

「……あいつだ！」

　彼は副官たちに命じた。

「すべての傭兵を叩たたき起こせ！　全員で犯人を追う！　おそらく相手はユガの刺し客かく、奴やつがユガに帰りつく前に捕とらえる！」

「はっ！」

　三人の副官が各部隊への連れん絡らくに走る。

　ただちに、警備隊の全傭兵は城の中庭に集結した。

「行くぞ！　敵は一人、だが油断するな！　俺おれの目に狂くるいがなければかなりの男だ！」

「おうっ！」

　士し気きは高い。

　傭兵たちは各おの々おの得意の武器を持って、城門が開くのを待った。

　だが、門が開かれ、今にも出撃の号令が発せられようとした時。

　門の前、跳はね橋ばしの中央に行く手を遮さえぎるようにして立つ男の姿に、リオスは気がついた。

　退どけ！　と怒ど鳴なりかけて、傭兵隊長は言葉を吞のみ込こんだ。

　目の前の男が誰なのか、分かったからだ。

「宰さい相しよう……」

　すでに中年に達した逞たくましい体格のこの男は、太主メロダフの叔お父じにしてアシュクトルの宰相、ラーマンである。

「何ど処こへ向かう？」

　宰相は歩み出て、馬上のリオスに尋ねた。

「決まっているでしょう！　陛下を暗殺した刺客を追うのです！」

「この街を空にしてか？」

「…………」

　リオスは言葉につまった。

「それに、太主が亡なくなられた今、わしがお前たちの最高指揮官だ。勝かつ手てに動くことは許さん」

　ラーマンとリオスの視線が正面からぶつかった。

　どちらも我が慢まん比くらべのように、しばらくそのまま目をそらさない。

　だが……。

「……ふっ、確かに」

　やがて、頭を振ったのはリオスの方だった。

「お前たち、以後は宰相殿の指示に従え！」

　彼は振り返って部下に命じた。

「ですが！」

　副官の一人が異いを唱となえる。

「黙だまれ！　傭兵なら、金を支払う人間に従うものだ！」

　リオスは一いつ喝かつする。

「そうだ、この後もアシュクトルで働くつもりならば……」

　と、ラーマン宰相が言いかけるのを、リオスは遮った。

「だが、俺は別だ！」

「な、何だと！」

「俺の雇やとい主はメロダフ陛下！　他の誰にも仕える気はない！」

　彼は宰相をドンと蹴けると、馬に拍はく車しやを当てた。

「俺は黒衣の剣士を追う！　みんな、元気でやれよ！」

　リオスの乗馬は勢いよく門を飛び出していった。

「おーっ！」

　傭兵たちは激怒する宰相を無視し、武器を振り上げて隊長を見送った。

　これがアシュクトルでリオスを見る最後の姿だった。
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　これと同じ頃ころ……。

　ディディは、ユガの街まちに到とう着ちやくしていた。

　麻ま薬やく吸きゆう飲いん者しやに、売春婦、享きよう楽らく的てきな若者たち。

　夜のユガの通りは、半島南部の素そ朴ぼくな街で生まれ育ったディディを当とう惑わくさせていた。

　彼女はまた、フレオリックの言葉を信じてこの街にやってきた自分にも当惑していた。

（何な故ぜ、あんな男を信じたんだろう？）

　赤あか毛げの少女は自問自答した。

　あの黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうでの戦いを生き延のびたもう一人の魔女、サンドリーヌには住む街があり、そこで続けるべき仕事があった。

　しかし、ずっと長おさのアウデヴェラに付き従って生活してきたディディには、帰るべきところも、なすべきこともない。

　何も残っていないのだ。

　あるのは、ただ復ふく讐しゆうだけ。それも本来の敵のほとんどは死に、復讐の刃やいばを向ける価値がある相手はフレオリックだけだ。

（でも、その復讐の標的である彼を、どうして私は？）

　そう考えながらぼんやりと通りを歩く彼女がドンと誰かにぶつかったのは、無理もないことだった。

「あっ、ごめんなさい」

　自分と衝しよう突とつした男の顔を見て、ディディは心の奥までが凍りつくような寒さむ気けを覚えた。

　卑ひ屈くつで狡こう猾かつそうなその表情。まるで床ゆか下したを這はい回る鼠ねずみのようだ。

「……ふむ」

　鼠顔の小男は、裸はだかに剝むくような視線でディディを舐なめ回す。

「…………」

　少女は思わず後あと退ずさりする。

「どうやら、余よ所そ者もの」

　小男は満足そうに目を細めた。

　彼は一人ではなかった。

　パチンと指を鳴らすと、すぐ後ろを歩いていた屈くつ強きようそうな男たちが進み出て、ディディの腕を両脇わきから押さえた。

「な、何をするの？」

「この街は今……、隣国との関係が良くない。非常……事態だ。他国からの来訪者は、すべて、取り調べる」

「でも！」

「心配ない」

　とつとつとした独特な口調で小男は続けた。

「ほんの形式」

　部下がディディを連れて塔とうに向かうと、小男──デサフィナード──はいやらしい笑えみをその鼠のような顔に浮かべた。

「ちょうど、若い娘の実験台が死んだところ。助かる。あの娘には……三日は生きて欲しい。苦痛の研究のために」

　彼はブツブツとそうつぶやき、部下の後を追った。




「……おかしなことになってきたわ」

　デサフィナードが去った後で、路地の陰から銀髪の女が姿を現わした。

　アマラである。

　彼女はリックにディディのことを報告するためにユガにやってきて、ここで偶ぐう然ぜん、今の様子を目にしたのだ。

　もちろん、今のデサフィナードの独ひとり言ごとも完全に耳に入れた。

（とにかく、あのまま放ってはおけないわね。何ど処こに連つれていかれたのか調べないと）

　彼女は柔やわらかそうな唇くちびるに指を持っていって考えた。

「……それにしても、あの男、いったい何処で油を売っているのかしら？　もうとっくにこの街に着いているはずなのに！」







　第五章　リオスの道　三日目　日中







　ピュティアが三度目の激げき痛つうに襲おそわれたのは、太陽が昇のぼってまだ間もない頃ころ、黒馬がオークの林を抜ぬける街かい道どうを疾しつ駆くしている時だった。

「あうっ！」

　ピュティアは何なんの前まえ触ぶれもなく、華きや奢しやな体を不自然なほど仰のけ反ぞらせた。

　幸運だったのは、彼女がいつものようにリックの後ろではなく、鞍あん頭とうを握にぎるような格かつ好こうで前に跨またがっていたことだった。

　痙けい攣れんを起こしてそのまま落ちかけた瞬しゆん間かん、リックの手が辛かろうじて少女の襟えり首くびをつかみ、引き上げたのだ。

「…………！」

　リックは手た綱づなを鞍頭に巻いて道を黒馬に任まかせ、抱だきかかえたピュティアの様よう子すを見る。

　呼吸は荒く、顔は紅こう潮ちようし、金色の髪かみが湿しめるほどドッと汗あせが吹ふき出ていた。

　手足は反対に、凍こおるほど冷たい。

　瞳ひとみは動いているが、見えているのかどうかは分からない。

　唇くちびるは濃こい紫むらさきに変色している。

　悪い徴ちよう候こうだ。

　あと一回。

　たぶん、それが限界である。

　もうあと一回の激痛にしか、少女の体力では耐たえ切れないだろう。

「……悪いな。休ませてはやれぬよ」

　リックは手綱を握にぎり直して黒馬にささやいた。

　黒馬はそれに応えるように、さらに速度を限界以上にまで上げた。




　ところで……。

　オークの間を飛ぶように駆かけ抜けてゆくリックたちを、木こ陰かげに身を寄せてやり過ごした人物があった。

　ダル・ハーである。

「へへ」

　彼は薄うす汚よごれた髭ひげをボリボリと搔かいた。

「どうやら、やりやがったようだな。後は追おっ手てを待って、その連れん中ちゆうと手を組めればそれでよし。組めなけりゃあいつのところにいって仕事料の分け前を頂ちよう戴だいする。……楽な商売だぜ！」

　ダル・ハーは道の真まん中なかにドッカリと腰こしを下ろし、胡坐あぐらをかいて追っ手がやって来るのを待った。

　そう長いことは待たされなかった。

　程ほどなく、蹄ひづめの音。

　リックに負けぬ速度で馬を飛ばしてきたリオスの姿が、やがて街道の上に現われた。

　もっとも、リオスはここまで一頭の馬で来たのではない。黒馬ほどの持じ久きゆう力りよくがある馬を持っていない彼は、途と中ちゆうの村で何度か新しい馬に乗り換えているのだ。

「男、邪じや魔まだ。往おう来らいの中央から退どけ」

　リオスはダル・ハーのところまで馬を駆けさせてくると、やや焦あせりの感じられる口く調ちようで命じた。

「ようやく来たかい」

　ダル・ハーはわざとゆっくりと立ち上がった。

「まっ、奴やつは一人で勝てる相手じゃねえ。後続部隊を待ちな」

「……何者だ、貴き様さま？」

　リオスは馬から下りた。

「奴のことをよく知る者、とでも思ってくれ」

　ダル・ハーは秘密を打ち明けるような顔つきで眉まゆを動かす。

「あんたら、奴を狙ねらうんなら、俺おれの助けが必要だぜ。なんせ奴は、まともにかかりゃあ並みの傭よう兵へいが百人でも勝てやしねえ」

　賞しよう金きん稼かせぎは大おお袈げ裟さに言った。

「貴様のようなハイエナの助けだと？」

　リオスはダル・ハーの人格を鋭するどく嗅かぎ取って答える。

「おいおい、奴の名がヤーバシアのフレオリックだと知ってもそう言えるかい？」

「フレオリック？……あのフレオリックか？」

　傭兵隊長の表情が変わった。

「そういうこった。ヤーバシアの災さい厄やく、情なさけ無用のフレオリックだ。俺は賞金稼ぎで、奴を追って長い。どうだい、俺の経験を買わねえか？　俺とお前らが手を組めば……」

「お前ら、ではない」

　リオスが遮さえぎった。

「…………？」

「刺し客かくを追っているのは俺一人だ。アシュクトルの新しい太たい主しゆとなる男は、地位固めに忙いそがしい。お前の言う後続部隊は、ない」

「て、てめえ一人だと!?」

　ダル・ハーは今までのもったいぶった態度を忘れて口をあんぐりと開けた。

「一部隊もなくか？」

「そうだ」

「……けっ！　止やめだ止めだ！」

　彼はペッと唾つばを吐はき捨すてた。

「一人じゃ話にもならねえ！　馬ば鹿かか、てめえは！　勝てるつもりかよ、若わか造ぞうがよ！」

　そう言い切って背を向けると、栗くり毛げを置いた林の中に向かって歩き出す。

「舐なめられたものだな」

　リオスはふっと口くち元もとに笑いを浮かべる。

　次の瞬間、彼の背の大剣が鞘さや走ばしった。

　ブンッ！

「……うおっ？」

　ダル・ハーは右みぎ肩かたのすぐ脇わきをかすめる風を感じ、足を止めた。

　と、ほぼ同時に……。

　バーンッ！

　視線の先のオークの大木が、大きな音を立てて粉こな々ごなに吹き飛んだ。あたかも晴天の落雷に襲われたかのように、枝や幹みきが細こまかな破片となって周囲に飛び散る。

「何だと！」

　パラパラと降ってくる木き屑くずを浴びながら、賞金稼ぎは振ふり返った。

「ま、魔法か？」

　リオスは剣先をダル・ハーの鼻はなに突きつけた。

　どういう原理かダル・ハーにはさっぱり分からなかったが、ともかくリオスは剣の一振りで離れたところに立つ巨木を打ち砕くだいたのだ。

「やるじゃねえか」

　ダル・ハーは引きつった笑いを顔に浮かべた。

　こめかみの辺あたりに汗あせがにじんでいる。

「……これなら、ひょっとするといけるかも知れねえな」

「さて、話を聞かせてもらおうか？」

　リオスは剣を収めると、長い金きん髪ぱつを搔かき上げた。
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　次し第だいに体温が下がってゆく少女を腕うでに抱きながら、リックは黒馬を駆かっていた。

　半日が経過しても、ピュティアの激痛は一いつ向こうに収まってはいない。

　それどころか、むしろ悪化しているようにリックの目には映うつった。

　ただ、黒馬の足により、かなりの時間を稼かせいでいることが大きな救いである。

　日暮れまでには十じゆう分ぶん、ユガの街まちに戻もどれる。

　そして、鞍くらに結びつけてあるメロダフの首を渡せば、拷ごう問もん官かんのデサフィナードに針を抜かせることができるのだ。

　リックは丸まる一日前に通りかかった、丘おかの上の村近くまで来ている。

　残す行こう程ていは、あとわずか。

　だが……。

　村のある丘が見えてきた時、リックはそこから上がる黒い煙けむりを目にした。

　それも幾いく筋すじもの、大量の煙である。何か異常な事態が起こっていることは間ま違ちがいない。

　しかし、寄り道をしている時間はなかった。

　ここで手て間ま取どれば、ピュティアの命を助けられないかも知れないのだ。

　一いつ瞬しゆん、気さくな農夫の若者や、村娘の顔が脳のう裏りをよぎる。

　リックは腕の中の少女に視線を落とす。

　荒い息に、苦しそうな表情。

　リックが今までに感じたこともないような苦痛を、少女は味わい続けているのだ。

　知り合ってまだ半年にもならない、盗とう賊ぞく上がりの取るに足たりないつまらぬ娘。

　だが、少女はリックを心から信しん頼らいし、自分を救ってくれると信じている。

　その期待を裏切れるだろうか？

「……ちっ」

　リックは手た綱づなを引いて黒馬の向きを変えた。

「村だ！　急げ！」

　黒馬は一気に丘を駆け上がった。




　立ち上がる黒煙は、リオスたちのところからも見えた。

「あれは何だ？」

　リオスは馬を止める。

「さあな」

　と、ダル・ハー。

「そういやあ、この先に村があったっけな。野や盗とうにでも襲おそわれてんじゃねえか？」

「……捨ててはおけんな」

「おいおい、うっちゃっておけよ。フレオリックを追うんだろ？」

　賞金稼ぎは肩をすくめる。

「俺おれ様さまの計画通りにやるんなら、どうあっても街に入るまでには追いつかなきゃならねえんだぜ」

「だからといって見過ごせるか！」

　リオスは馬の腹に拍はく車しやを当てた。

「おい、待て！　バカヤロウ！　正せい義ぎ漢かんづらしやがって、この腐くされ傭よう兵へいが！」

　ダル・ハーも口くち汚ぎたなく罵ののしりながら仕し方かたなく、一直線に村を目指すリオスの後を追った。




　　　　＊　＊　＊




「焼き尽つくせ！　奪うばえるものはすべて奪え！　逆さからう村人どもは、倉庫に押し込こんで火を放て！」

　禍まが々まがしい兜かぶとを被かぶった馬上の男は、松明たいまつを持って走り回る部下に命じた。

「証しよう拠こは残すな！　すべてはアシュクトルの連中の仕し業わざと報告するのだ！　奴らの武器や兜をいくつか投げ捨てておくのを忘れるな！」

「女どもはどうします？」

　鎖くさり帷子かたびらの上に胸きよう甲こうをつけた重装備の歩兵が質問する。

「好きにしろ」

　と、指し揮き官かん。

「ただし、済すんだら殺すことを忘れるな。生き証人は一人たりとも残すわけにはいかん」

「了りよう解かい！」

　歩兵は薄うすら笑いを浮かべたまま敬礼した。

　彼らはユガの鋼こう鉄てつ隊たい。

　エレネイのほとんどの都市の軍が、青銅製の安価で手に入りやすい武器を採用しているのに対し、ユガにはその経済力を背景に鋼鉄製の優すぐれた武器を揃そろえた部隊がいくつかあった。

　鋼鉄隊はその名の通り、剣、槍やりの武器から鎧よろい、盾たての防具まで、すべての装備を鋼鉄で統一した、騎き兵へい歩ほ兵へいの混合部隊だった。

　それが今、小さな街道沿ぞいの村で、掠りやく奪だつをほしいままにしているのだ。

　家財道具、食糧の蓄たくわえは運び出され、家々には次々と松明が投げ込まれている。

　逆らう者は斬きり捨てられ、若い女は殺される前にさらに非ひ道どい屈くつ辱じよくを加えられようとしていた。

　昨日きのうリックたちをスープでもてなした娘も、二人の歩兵によって無む理り矢や理りに納な屋やに連れ込まれた。

「やめて！」

　娘は必死で抵抗する。

「そう言われて止やめる奴やつがいるかよ！」

　歩兵の一人が嘲ちよう笑しようして娘を押し倒し、服の胸むな元もとを裂さく。

　もう一人はスカートを引き下ろして、もがく娘の白い脚あしを撫なで回す。

「まあ、生まれてきたのが間違いだと思って諦あきらめな」

　歩兵は脚の間に乱暴に手をこじ入れ、豊かな胸の間に顔を埋うずめた。

　その時。

「……生まれてきたのが間違いなのは、貴様の方だな」

　歩兵の背中で声がした。

　まるで、死そのもののような、冷たい声。

　歩兵は振り返った。

　そこに立つ姿を見た途と端たん、彼は娘の上から飛び起き、出口に向かって走り出した。

　兵士が見たものは、まさに死だった。

　死は全身を黒い衣に包み、シュウシュウと冷気を放つ剣を握にぎって、もう一人の歩兵の死体の脇わきに立っていた。

「……貴様に慈じ悲ひはやれぬ」

　逃げる歩兵の背から腹部を、剣が貫つらぬく。

「うがっ！」

　凍こおれる刃やいばは内ない臓ぞうをえぐった。

　焼きゴテを腹に突つっ込こまれたような激痛を覚えて歩兵は倒れ、のたうち回る。

「そこでゆっくりと後こう悔かいしながら死んでゆけ」

　死は言い放った。

「……あなたは？」

　服の前を搔かき合せて起き上がった娘は、歩兵が死と思い込んだ男の顔を見た。

「昨日の？」

　フレオリックはうなずいた。

「奴らの人数が分かるか？」

「正確には」

　娘は頭を振る。

「でも、五十人以上はいたはずよ。……それと化ばけ物ものが一匹ぴき」

「それは面おも白しろそうだな。裏に連つれを置いてきている。看みてやってくれ」

　リックは納屋の外に進み出ていった。




「貴き様さま、どこから……、ぐっ！」

　村の通りに姿を現わしたリックに初めに気づいた兵士は、肩にグリードの一いち撃げきを食くらってこと切れた。

　鋼鉄の防具も、グリードの前では無意味である。己おのれの防御力を過信して無策に飛びかかった二人がさらに、足元から払い上げられた一ひと太た刀ちで鎧よろいごと両断される。

　ようやく自分たちの相手が只ただ者ものでないことを悟さとった鋼鉄隊は、長なが槍やりの歩兵でリックを遠巻きにした。

「相手は一人だ！　包囲しろ！」

　だが、この戦法もフレオリックには通じない。

　リックは四方から同時に突き出される槍を完全に見切って、槍を引く頃ころ合あいをはかって一気に囲みを破る。

　混戦になれば槍は不利である。

　槍を剣に持ち替かえるまでに、一人が胴どうを薙なぎ払われ、もう一人が兜かぶとごと頭を割られた。

　正面からリックに立ち向かおうとする愚おろか者ものは、自分に何が起こったかを悟る前に首を飛ばされ、背後から死し角かくをつこうとする卑ひ怯きよう者ものは、逆に彼の素す早ばやい脚さばきに背中を取られて袈け裟さ掛がけに斬きり倒される。

　背にしていた円形盾アスピスを慌あわてて構かまえる者もいたが、グリードは易やす々やすとその盾たてを弾はじき飛ばして、そのまま肩かた口ぐちにザックリと食い込んだ。

「だ、駄だ目めだ！」

「動きが見えない！」

　一人、また一人と倒されてゆく仲間を見て、歩兵たちは恐きよう慌こうを来きたした。

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した彼らを、リックは容よう赦しやなく確実に仕し留とめてゆく。

「くそ！　騎き兵へい、前へ！」

　歩兵が総そう崩くずれとなるのを目まのあたりにして、指揮官が命令を出した。

「槍壁を作って波状攻こう撃げきをかけろ！　俺は爬は竜りゆう車しやで出る！」

　歩兵たちが下がるのと入れ替わりに、大型の盾たてと騎き槍そう、フレイルを装備した重装騎兵が進み出た。

　騎槍を抱かかえた第一列目と、そのすぐ後ろでフレイルを握にぎる第二列。

　それぞれ、八人ずつ計十六人が、村の通りの幅はばいっぱいに整列し、リックに向かって突とつ撃げきする。

　横に長い密みつ集しゆう隊形を組んでいるので、左右にかわしたり、馬の間を擦すり抜けることは不可能だ。たとえ奇き跡せき的てきに串くし刺ざしにされるのを逃のがれたとしても、体たい勢せいを崩したところにフレイルの一撃が飛ぶのだ。

　だが、リックは動じなかった。

「……大おお袈げ裟さな」

　彼はこちらに向かって徐じよ々じよに速度を上げる騎馬に目を向けることもせず、グリードを鞘さやに収めて、足あし元もとから小石を二、三個拾い上げた。

「突撃っ！」

　重装騎兵は槍を水平に構えて前ぜん傾けい姿し勢せいを取り、拍はく車しやで馬の腹を蹴けった。

　蹄ひづめの音高く、騎兵は全速力で向かってくる。

　無論、リックにとって槍やりの穂ほ先さきをよけることは、そう難むずかしくはない。

　恐こわいのは、槍を見切った後だ。騎兵の持つ盾や馬の体にぶつかれば、軽量の彼は簡単に突き飛ばされてしまう。

　第二波のフレイル攻撃を待つまでもなく、全身の骨は粉々に砕けるだろう。

　だが、彼らが目前に迫せまった時、リックの手から立て続けに三つの小石が風を切ってビュンと飛んだ。

　ガッ！　ガッ！　ガッ！

　小石は三つとも正確に、それぞれ別の馬の眉み間けんに命中した。

　馬は思わず止まり、前まえ脚あしを上げて棒ぼう立だちになる。

「うおっ！」

　その馬に乗っていた騎兵はたまらない。

　鞍くらから放ほうり出されて地面に叩たたきつけられる。

　密集隊形で突進してきた第一列の八騎のうち、三騎までもが落馬である。

　列は乱れ、それによってさらに残りの騎兵も落馬する。

　そこに、第二列が急停止できずに突っ込む。

「ば、馬鹿！　止まれ！」

　と言われても、全速力で走っているものがそう簡単には止まれない。

　馬同士が激突し、倒れ、落馬した者たちはその下した敷じきになり、蹄に踏み砕くだかれる。

　一瞬のうちに、馬上にとどまっている者はほんの数名になってしまった。

　氷の剣を使うまでもなく、フレオリックは重装騎兵隊を壊かい滅めつさせたのだ。

　しかし……。

「そこまでだ！」

　背中で声がした。

「…………」

　リックはゆっくりと振り返った。

「これを見ろ！」

　鋼鉄隊の指揮官が、生き残りの歩兵を率いてそこに立っていた。

　歩兵たちが縛しばり上げて、剣を突きつけているのは村人たちだ。中にはブラン──最初にリックに話しかけてきた農夫の青年──や、先さきほど助けた娘の家族もいる。

「気にするこたあないぜ！　どうせ助かりゃしないんだ！　やっちまって……、ぐっ！」

　そう怒ど鳴なるブランの腹に、歩兵がこぶしを打ち込んだ。

「この蛆うじ虫むしどもの命を助けたくば、剣を捨てろ！　そして、我が爬竜車の前に踏み砕かれて死ね！」

　指揮官は言い、サッと右手を振り上げた。

　それを合あい図ずに、

　ドスッ！　ドスッ！

　という鈍にぶい地じ響ひびきの音。

　歩兵たちが左右に分かれて道を開いた。

　進み出たのは蜥蜴とかげ、それも小さな家ほどもある巨大な蜥蜴だった。

　ザラザラとした暗緑色の皮ひ膚ふに、人間数人を一度に吞のみ込こめそうな口。

　鋭するどい鉤かぎ爪つめのついた脚に、瞳どう孔こうの細い金こん色じきの目。

　その背中には鞍、といっても箱状の見張り台のようなものが載のっていて、太い革かわ帯おびと金具で固定してある。

　そして、鞍の上には引き絞しぼった長弓を構えた四人の歩兵が立ち、リックに狙ねらいをつけている。

「さあ、剣を捨てろ！」

　指揮官は自分も縄なわ梯ばし子ごを伝つたって鞍に乗った。

「…………」

　リックは一いつ旦たん鞘さやに収めていたグリードを抜いた。

「ど、どうした！　俺の言うことが分からんのか！」

　指揮官は黒衣の剣士が一歩一歩自分の方に近寄ってくるのを見て動どう揺ようした。

「人ひと質じちを殺すぞ！」

「貴様も死ぬ」

　リックは宣せん告こくした。

「うっ！……ええい！　殺やれ！」

　指揮官は歩兵たちに命じた。

　が……。

「阿あ呆ほうが、こいつにそんなちょろい脅おどしが効きくかよ」

　小こ馬ば鹿かにしたような男の声。

「むっ！　仲間か！」

　指揮官はそちらの方に目をやった。

　腕を組んで小屋の壁に寄りかかっているのは、髭ひげづらの中年である。

「あいつを討うて！」

　指揮官は弓兵に指示する。

「やめとけって」

　ダル・ハーは肩をすくめただけだった。

　次の瞬間……。

　ズシュッ！

　人質に剣を突きつけていた歩兵たちが、血ち飛沫しぶきを上げて倒れた。

　リオスが大剣を抜き放って歩兵たちの間に飛び込んだのだ。

「……言ったろ？」

　ダル・ハーは指揮官に向かってウインクした。

「お前は……」

　リックは金髪の美剣士を見てわずかに目を細めた。

　リオスは歩兵を薙なぎ倒たおしながら彼に向かって叫さけぶ。

「フレオリック、雑ざ魚こは引き受けた！　その化ばけ物ものと指揮官を片付けろ！」

「フ、フレオリックだと！……くそっ！　行け！　踏み潰つぶせ、爬は竜りゆう！」

　指揮官は手た綱づならしきものを操そう作さして巨大蜥蜴とかげを前進させた。

　同時に、弓兵が再びリックに狙ねらいを戻もどす。

　爬竜は咆ほう哮こうを上げ、鉤爪を地面に食い込ませながら走り、無数の牙きばの生はえた口を開いて首を伸のばした。

　リックはその攻撃をかわして跳ちよう躍やくし、刺とげだらけの蜥蜴の頭に取りつくと、冷気を放つグリードを逆さか手てに持ち直してグッと突き下ろした。

「はっ！　愚おろか者ものめ！　爬竜の厚い鱗うろこが剣など通すものか！」

　だが、グリードは熱した鉄てつ串ぐしをバターに刺さした時のように、ズズッと爬竜の鱗と頭ず蓋がいを貫つらぬいて脳に達した。

　即死である。

　リックがグリードを引き抜き、飛び離れるのと同時に、爬竜は大地を揺るがす凄すさまじい音を立てて横転した。

　鞍くらの上にいた指揮官と弓兵が投げ出されて、不ぶ様ざまに転がる。鋼鉄に身を固めた指揮官は慌あわてて起き上がろうとするが、その防具の重みが禍わざわいしてなかなか立てない。

　ようやく上体を起こした時には、目の前に自分の死を宣した黒衣の剣士の姿があった。

「た、た、た、助けてくれ！」

　兜かぶとを被かぶったまま頭を地面に擦すりつける指揮官の命いのち乞ごいは、見苦しかった。

　リックはグリードを握ったまま屈かがみ込こみ、静かに尋たずねる。

「お前は徴ちよう税ぜい官かんではないな。何な故ぜこの村を襲おそった？」

「上の命令だ！　適当に村を選んで焼き払い、アシュクトルの仕し業わざに見せかけるのが任務だったんだ！」

「数日前、タフォスの谷間にある、小さな村を襲ったのもお前たちか？」

「し、知らん！……あ、いや、覚えていない！　だが、こんなことはアシュクトルの連中だってやっている！」

「……聞き捨てならんな」

　リオスが剣の血ち糊のりを拭ぬぐいながらやってきて、怒いかりに燃える瞳ひとみで彼を見下ろした。

「アシュクトルの傭よう兵へいは確かにならず者揃ぞろいだが、こんな非ひ道どうはしない」

「言え。お前に命令を下したのは誰だれだ？」

　リックはグリードの刃やいばを指揮官の首に当てた。

「ア、アドリアン様だ！　俺はアドリアン様の命令で動いているだけなんだ！」

「……なるほど」

　リックはつぶやき、剣を引いた。

「許してくれるのか？」

　指揮官は顔を上げた。

　うなずくリック。

「あ、ありがとう！」

　ほっとした様よう子すで鋼鉄隊の指揮官は立ち上がる。

「村の人間が許すかどうかは、保証の限りではないがな」

「…………！」

　リックが付け加えた言葉に、指揮官は戦せん慄りつして周囲を見渡した。

　そこには、自分を囲む村人の怒りの顔があった。

「そ、そんなあ……」

　リックは指揮官を村人に任まかせ、囲みを抜け出した。

「ありがとよ」

　リオスに縄なわを解とかれたブランが、リックに声をかける。

「被害は？」

「六人が死んだ。家も半分近くが灰になっちまった。だが、あんたが来てくれなきゃ、みんな殺されてたところだ。本当に感謝してるよ」

「昨日の食事の代金代わりだ」

　そっけない言葉を返すリック。

　その彼の前に、リオスが立った。

「外はずしてくれるか？」

　彼はリックを見たままブランに告げた。

「……ああ」

　二人の間の雰ふん囲い気きを察して、ブランは下がった。

「さて」

　リオスは口元にわずかに笑えみを浮かべた。

「邪じや魔まが入ったが、これでようやく目的を果たせそうだ」

「目的？」

「知れたこと。メロダフ陛へい下かの仇かたきを討うつ」

「誰の命めいだ？」

「俺の心が命じている」

「……面おも白しろいことを言う奴やつだ」

　リックは再び氷の剣を抜いた。

「この村での騒そう動どうは避さけたかったが、時間がない。すぐに片かた付づけるぞ」

「それはこちらの台詞せりふだ」

　リオスも背中の大剣を抜き放ち、正せい眼がんに構えた。

　まずは十分な距離を取り、お互たがいの出で方かたをうかがう。

　一対一の決けつ闘とうの場合、どちらが自分の間ま合あいを取れるかで勝負が決まってしまうことが多い。

　一歩踏み込めば相手に切りつけられる距離。得え物ものの長さや歩ほ幅はばを計算に入れて、常に相手との距離をこの自分の間合いに保つことが勝利へとつながる。

「……行くぞ！」

　最初に仕掛けたのはリオスだった。彼は自分の間合いに踏み込まないまま、剣を頭上に引き上げ、一気に振り下ろした。

　それは一見、まったく無意味な動きに思われた。

　だが、リックは異常な殺さつ気きを、その瞬間のリオスの瞳に感じ取っていた。

　彼は咄とつ嗟さに膝ひざを落とすと、グリードを真っすぐに立てて身体の正面に構える。

　この行動とほぼ同時に、とてつもない衝しよう撃げきと轟ごう音おんがリックを襲った。

　内臓を押し潰つぶし、全身の骨格を軋きしませるような、重く、鋭い衝撃。

　身長の割わりに軽いリックの身体は、枯かれ葉はのように吹き飛ばされ、農家の土つち壁かべにぶち当たった。

　リオスはその間に、一気に間合いを詰める。

「取った！」

　その手から放たれる、必殺の突き。

「まだっ！」

　キーン！

　リックはギリギリのところで体勢を立て直し、鎬しのぎでリオスの大剣を受け止めた。

「ちっ！」

　リオスは剣を退かず、そのまま踏み込んで刃をリックの頭に食い込ませようとする。

　甲かん高だかい音を立てて、二本の剣が火花を散らした。

　リックは彼の腹を蹴けって身をかわし、鍔つば競ぜり合いから逃のがれる。

　リオスが間かん髪はつを入いれずに横よこ薙なぎを出すと、大剣の先端が後あと退ずさる黒衣の剣士の頰ほおをかすめた。

　二人は再び距離を取って対たい峙じする。

「……ちっ、互ご角かくか」

　やや離れた所から二人の戦いの様子をうかがい、隙すきあらば優勢な方に味方しようと考えていたダル・ハーは舌した打うちした。

「やるな」
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　リオスは額ひたいに滲にじんだ汗あせを袖そでで拭ぬぐった。

「さすがは剣鬼フレオリック。俺の初しよ太た刀ちを受けて平気な顔をして立っているのは、貴様が初めてだ。無理をして踏み止とどまらず、自ら身体を飛ばして衝撃を柔やわらげたか？」

「まあ、そんなところだ」

　リックは、焼けるような痛みを覚える胸を押さえながら答えた。

　おそらく、肋ろつ骨こつが一、二本やられているのだろう。

「……今の技わざ。カマイタチでもない、変わった技だな」

　彼はつぶやいた。

　リオスが放ったのは、原理的には剣が音の壁を破った際に発生する衝撃波である。

　剣速ならば、フレオリックも引けを取るものではない。

　だが、リオスは常人なら持つこともできない大剣を使うことで、剣先の速度を音速以上にまで上げているのだ。同じ回転角度では、半径の大きい方が先端の速度が速いという理屈だ。

「次は、仕し留とめる」

　リオスは再び大だい上じよう段だんに大剣をかざした。

　これに対し、

「その前にひとつ聞きたい」

　と、リックはグリードを握にぎった手を下ろした。

「何な故ぜ、そこまで死んだメロダフに忠誠を示す？　奴やつはそれほどの器うつわではなかっただろうに？」

「……かも知れぬ。死人に義理立てする愚か者と嗤わらわば嗤え」

　リオスも振り下ろしかけた剣を止めた。

「だが、一人くらいはあの方のことを忘れぬ者がいてもいい」

「金で動く傭兵の発言とは思えぬな」

「俺は俺なりの信念を貫いているだけだ。……大だい道どうを極きわめるためにな」

「大道だと？」

「今の世は」

　リオスは構えを崩くずさぬまま答える。

「すさみきっている。武器を持つ者が持たぬ者を家か畜ちくのように殺し、富のある者は無い者を蔑さげすむ。人は絶え間なく争い、親子でさえ憎にくしみ合う。人の進む道の前ぜん途とは暗い。だが、これが正しい世の有あり様ようであるはずがない！　剣を握る者は、武器を知らぬ者を守るべき義務があるはずなのだ！」

　そう己おのれの信条を語りながらリオスの脳のう裏りに浮かんでいたのは、九年前のある光景だった。




　その日、リオスが生まれた小さな町の広場で、死刑の執しつ行こうが行なわれた。

　死刑台に上げられるのは、リオスの姉。

　領りよう主しゆの館やかたの食糧庫から麦を一袋奪うばい、飢うえた子供たちに配ったことが罪とされ、破は砕さい刑の判決を受けたのだ。

　この年、極端な雨不足からリオスの故郷一帯に飢き饉きんが発生し、彼の両親もそのために死んだ。

　リオスの姉は親を失った多くの子供たちのために麦を盗ぬすんだのである。

　領民たちのほとんどは、リオスの姉に同情的だった。民たみを飢え死にさせながら、領主の食糧庫が穀こく物もつでいっぱいなのは周しゆう知ちの事実だったからだ。

　早朝、広場に集められたリオスたちの目の前に引き出された姉は、直径がちょうど人間の身長ほどの車輪を横にしたものの上に縛しばり付けられて運ばれてきた。

　立たち会あい人にんが刑の執行を宣せん言げんし、黒い布を頭から被かぶった執行人が鉄てつ鎚ついを手に進み出る。

「……お前まえ一人でやった訳わけではないことは、分かっておる。共犯者の名を吐はけ。そうすれば苦しまないように一気に片かたをつけてやろう」

　立会人が姉の耳にささやく。

「…………」

　姉はかぶりを振った。

　立会人の目め配くばせで、執行人が鉄鎚を振り下ろす。

　ブンッ！

　風を切る鈍にぶい音に続いて、グシャリという太ふと股ももの骨が砕くだける音。

　飛び散った血が、リオスのところにまで達とどいた。

　だが姉は呻うめき声一つ上げない。

　悲鳴が上がったのは見守る群衆の間からだ。

「もう一度聞く」

　立会人は同じことをささやく。

　答えはない。

　今度は右の腕を鉄鎚が砕く。

「では、己おのれの罪を悔くいて、慈じ悲ひを請こえ！」

　立会人は戦術を変えた。

　だが、

「……悔いるようなことはしてないわ」

　と、青ざめた顔でリオスの姉は言い切った。

　さっきとは逆の腕うでに叩たたきつけられる鉄鎚。

「もうやめて！」

「慈悲を！」

　見物人の中から声が飛ぶ。

　その反応に立会人は舌した打うちした。

　見せしめのつもりが、これでは逆に英えい雄ゆうを作ることになってしまう。

　彼は焦あせって、リオスの姉を説せつ得とくにかかる。

「何な故ぜ、苦しみを長引かせる？　一ひと言ことでいい、悔かい悛しゆんの言葉を……」

　だが、彼女の態度は変わらなかった。

「何度だって同じことをするわ、飢えた人がいれば……。わたしは法は破ったけれど、罪は犯おかしていない。罪を犯しているのは……」

「だ、黙だまれっ！」

　さらに鉄てつ鎚ついが打ち下ろされ、四し肢しのすべてが見るも無む残ざんに砕かれた。

　見守る人々の間から、抗議と怒いかりの声が上がり始めた。

「……これ以上は我われ々われの身が危あぶない。早く止とどめを刺さしてこの場を」

　立会人は暴動に至いたりそうな雰ふん囲い気きを悟さとって、そう執しつ行こう人にんに耳打ちすると、

「慈悲を与える！」

　と、群衆に向かって高らかに宣せんした。

　大きく振り上げられる執行人の腕。

　その時、涙なみだで潤うるむ瞳ひとみでリオスは見た。

　姉が自分の方に顔を向けて、優やさしげに微ほほ笑えむのを。

　言葉を発したわけではなかったが、その顔は雄ゆう弁べんにリオスに告つげていた。

　姉の遺い志しを、自分を守る力さえ持たぬ弱者であるが故ゆえに死んでいったすべての人々の遺志を継ついで、彼がなさねばならないことを。

　リオスはカッと目を見開いて、鉄鎚が姉の胸を打ち砕いた瞬間を心に焼き付けた。

　そして、固く誓ちかった。

　強くなることを。

　強くなって、姉のように罪なく死んでゆく人をなくすことを。

　だから……。




「……俺おれはこの手、この剣で、この世を導く大道を拓ひらく！」

　リオスは叫さけんだ。

「大きく出たものだな」

　軽けい蔑べつを隠かくそうとしないフレオリック。

「ふっ、……お喋しやべりは終わりだ」

　金きん髪ぱつの美剣士は、大剣の柄つかを握にぎる両手を絞しぼった。

「同じ技か……」

　リックは目を細める。

「愚おろかな。私に対して同じ技を二度使うことは死を意味するぞ」

「ほざけっ！」

　リオスは空気を引き裂くように大剣を振り下ろした。

　雷らい鳴めいのような轟ごう音おんとともに、リックに向かって再び衝しよう撃げき波はが放はなたれた。

　見えない空気の塊かたまりが、音速で黒衣の剣士に襲いかかる。

　その瞬間。

　リックは身を捻ひねりながらリオスに向かって跳ちよう躍やくした。

　衝撃波は、地面に対して平行に身を倒して回転するリックの肩の下の部分を抜けて、村の通りを舐なめるように走る。

　土つち埃ぼこりが高く舞い上がり、遥はるか後方の立木が衝撃波の直撃でバリバリと圧へし折おられた。

　宙ちゆうに跳とんだリックは、衝撃波にかすかに擦かすることで錐きり揉もみ回転の勢いを増し、リオス目がけて身体からだごとぶつかっていく。

「見切られたっ!?」

　衝撃波を放つと同時にリックの懐ふところに飛び込んで、一気に勝負を決しようとしていたリオスの顔に驚きよう愕がくの表情が浮かぶ。

　そこにグリードの氷ひよう刃じんが唸うなりを上げて迫せまる。

　リオスは突きを出そうとしていた剣を引いて、踏み出しかけていた足を踏み止とどまると、より隙すきの少ない右上方からの袈け裟さ掛がけに攻こう撃げきを変えた。

　対するリックも袈裟掛けでの一打だが、身体に加えられた回転が剣の軌き跡せきを螺ら旋せん状に変化させていた。

　リオスには、いや、誰だれにもこの複雑な動きを完全に読むことはできない。

　己おのれの跳躍力を生かし、相手の衝撃波の力をも利用しながら氷の剣に必殺の威い力りよくを加えるリック。

　得とく意い技わざをかわされながらも即そく座ざに体勢を立て直し、音速の剣でこれを迎むかえ撃うつリオス。

　二つの白い光が交差した。

　刃と刃の間に突風が巻き起こり、土つち煙けむりが二人の剣士の姿を覆おおい隠かくす。

「相あい討うちか！」

　メロダフとリックの二つの首が手に入ることを想像して、ダル・ハーが目を輝かがやかせる。

　だが……。

　土埃が収まった時、二人は依い然ぜんとして大地に立っていた。

　それも、彫ちよう像ぞうのように静止して。

　動けないのも無理はない。

　リオスの大剣は、リックの肩かた口ぐちに触ふれるか触れないかのところで止まっていた。

　リックのグリードは、リオスの首筋にピタリと突きつけられていた。

　ハア、ハア、というリオスの荒い呼吸が、ダル・ハーの耳にまで達とどく。

「くそっ、どっちも生きてやがる！」

　ダル・ハーは悔くやしがり、ペッと唾つばを吐はいた。

「ひ、引き分け？」

　いつの間にかダル・ハーの隣となりにやってきて、二人の戦いを見ていたブランが呟つぶやくように言う。

「……そのようだ」

　ブランの言葉を受けて、リックは氷の剣を引いた。

　しかし、リオスの方は大剣を投げ出した。

「違うっ！」

　大剣はクルクルと宙を舞い、ダル・ハーの鼻はな先さきの地面にザクッと突き立った。

「俺の負けだ」

　彼はガックリと膝ひざをつく。

「貴様は剣を止めた。だが、俺は怯きよう懦だゆえに剣を動かせなかったのだ。あと、ほんの少し振り下ろせば、剣の刃は貴様の肩に食い込んでいたかも知れない。しかし、それと引き換えに俺は命を失っていただろう。その恐きよう怖ふを肌はだで感じて、俺の剣を握る手は凍りついた」

　リオスはこぶしを大地に叩たたきつけ、リックを見上げた。

「……殺せ。これ以上の生き恥はじは晒さらしたくない」

　だが、リックはグリードを鞘さやに収めると、リオスに背を向けて歩き出した。

「フレオリック！」

　リオスがその背に声を投げかける。

「情けは無用だ！」

「ふっ……、つくづく」

　リックは振り返りもせずに言い放った。

「下らぬ男だな、お前は」

「何っ！」

「大道を拓ひらくというお前のご立りつ派ぱな野や望ぼうはどこに消えた？　それとも、お前の大道とやらを求める気持ちは、たかが一度の敗はい北ぼくで諦あきらめられるほど安いものだったのか？」

「言わせておけばっ！　たかが殺し屋に！」

　リオスは立ち上がった。

「貴様のようなハイエナに何が分かる！　貴様などに……！」

「あんたにこそ、何が分かるのさ！」

　弱々しいが、激情に満ちた少女らしい声がリオスの言葉を遮さえぎった。

　リオスは頭を巡めぐらせて、声がした方を見る。

　そこには、胸むな元もとの乱れた服をまとった村娘と、彼女に支えられた金髪の少女の姿があった。

「あんたになんか、死ぬまで分かるもんか！」

　少女は刺すような視線でリオスをにらみつけている。

「リックはね、足あし手でまといのあたしの、つまんない小娘のあたしの命のために……、どこでのたれ死んでも誰も見向きもしないようなあたしを助けるために……、メロダフだってそうさ、リックは助けようとしたのに……」

　ピュティアはまくし立てようとして一いつ瞬しゆん気が遠くなり、フラリとよろめいて娘にしがみついた。

「ピュティア！」

　リックが駆かけ寄って、少女の顔色を見る。

「意識が戻もどったのか？」

　彼は直接ピュティアにではなく、先ほど助けた村娘の方に尋たずねた。

「ええ」

　娘は答える。

「まだ休んでいるようにって言ったんですけど」

「勝手に起き上がって気分が悪くなったのは、こいつ本人の責任だ。済すまなかったな」

　リックは、娘の腕からピュティアを抱き取った。

「ひっどい言いい種ぐさだね」

　少女は無理をして笑って見せる。

「薄はつ幸こうの美少女に対してさ？」

「その大おお袈げ裟さな口は、一瞬たりとも閉じてはいられないのか？」

　リックは例によって皮ひ肉にくな言葉を返す。

　だが心なしか、無表情なその顔に安あん堵どの色が浮かんでいるようにも見える。

　一方、ピュティアをリックに渡した村娘はブランのところに駆け寄ると、彼の無ぶ事じな姿を確かめて目に涙を浮かべた。

「無事……？」

　ブランは黙ってうなずき、彼女の肩を抱いた。

　ところで……。

　ピュティアの登場でポツンと取り残された格かつ好こうになったリオスは、やり場のない屈くつ辱じよく感かんに途と方ほうに暮れていた。

　ややあって、リックは右手でピュティアを抱えたまま大剣が落ちた場所に行くと、それを左手で拾い上げ、リオスに向かって放ほうった。

　リオスはハッと気がつき、その柄つかをつかむ。

「この決着はどうする、フレオリック？」

　彼は頭を振り、大剣を鞘さやに収めながら尋ねた。

「今は時間がない」

　リックは口笛を吹いて黒馬を呼び寄せると、メロダフの首が吊つるしてあるその鞍くらにピュティアを乗せる。

「このメロダフの首はやれん。だが、仇かたきを討うちたいのなら後日、相手になろう。ユガに来るがいい。その時、また合いまみえよう」

「貴様……、本当にその娘のためなのか？」

　リオスはどう解釈するべきか躊ちゆう躇ちよしている面おも持もちで尋ねる。

「剣鬼フレオリックが？」

「つまらぬ詮せん索さくは止すのだな。愚ぐ君くんの首に金貨五千なら仕事としては悪くない。そう思っただけのことだ」

　リックは黒馬にまたがった。

「へっ、金貨ねえ」

　ニヤニヤするダル・ハー。

　その髭ひげづらにリックは氷のような視線を送る。

「おっと、そんな恐こええ顔すんなよ。俺もゆっくり後を追っ掛けるからよ、分け前、よろしくな」

「分け前だと？」

「おい、さっき村の連中を助けんのに手ぇ貸してやったろ？　その分の手数料はきっちり貰もらっとかないとな」

「……好きにしろ」

　リックは手た綱づなを引き、黒馬の頭を東に向ける。

「なあ、あんたらが何を揉もめているのかは知らんが……」

　村娘と手を取り合ったブランが、去り行くその背に声をかける。

「この村はいつでもあんたたちのことを歓かん迎げいするよ。また来てくれ」

「気にするな。ただの気まぐれだ。それに私のような血の臭においの染しみついた男は禍わざわいを呼び込む。二度と訪おとずれぬ方がいい。……いくぞ」

　リックは黒馬に命じ、再びユガを目指した。

　厚い雲の隙すき間まからのぞく陽は、すでに西に傾き始めている。

　ユガの参さん事じ会かいが示した最終期限まで、あと半日を切っていた。







　第六章　裏切り　三日目　夜







　太陽は地平線の向こうに落ち、街門はすでに堅かたく閉とじられていた。

　リックはまったく休みを挟はさまず黒馬を疾しつ駆くさせてきたが、日にち没ぼつ前にユガに到とう着ちやくすることはやはり不可能だった。

　門の前にたどり着き、リックたちが鞍くらから下りると、目を血ち走ばしらせ、泡あわ汗あせを吹いていた黒馬はズシンと音を立てて引っ繰くり返った。

「黒ちゃん！」

　馬上で休んでやや元気を取り戻したピュティアが、駆かけ寄って黒馬を引き起こそうとする。リックはそれを制すると、腹を大きく上下させて喘あえぐ黒馬の首くび筋すじを撫なでて優やさしくささやいた。

「がんばってくれたな。今は休め」

　黒馬は分かったとでも言うように、一回軽く嘶いなないた。

「黒ちゃん、このままでいいの？」

　リックが立ち上がって門の方に向かうのを見て、ピュティアは尋たずねる。

「こいつは自分の面めん倒どうは見られる。お前まえと違ってな」

　リックはそう答えると、巨大な鋼こう鉄てつ製の門をこぶしで叩たたいた。

「開けろ！」

　鈍にぶい音が響く。

「……何者だ」

　と、誰すい何かする声が返ってくる。

　寝ね入いり端ばなを起こされたような、眠ねむそうな声だ。

「参さん事じ会かいの命めいを受けた者だ！　約束のものを持ってきた！」

「約束のもの？　そんな話は聞いていない。……待っていろ、確認を取る」

　悠ゆう長ちような返答である。

「……待てんな」

　リックは握にぎっていたメロダフの首の包みを一いつ旦たん地面に置くと、氷の剣を抜いて上段に構え、真っすぐに振ふり下ろした。白く冷たい刃やいばは髪かみの毛け一ひと筋すじほどの狂くるいも見せずに左右の門もん扉ぴの隙すき間まに入り、太い樫かし材の閂かんぬきを真まっ二ぷたつに叩き切った。

「な、なんて無む茶ちやな！」

　門の向こう側で声が上がる。

「眠ねむ気けは飛んだようだな」

　リックは門を蹴けった。

　ギギッという重い音がして、門扉が嫌いや々いやながらに僅わずかな隙間を開いた。

　その隙間から、リックは身体からだを滑すべり込こませる。

　後に続くピュティア。

　門番に加え、門の近くにたむろしていた町の人々が何なに事ごとかと集まりかけていたが、彼らはリックを目にするとその気き迫はくに圧おされて道を開いた。

　首を手にしたリックとピュティアは、その連れん中ちゆうの間を抜けて参事会庁ちよう舎しやに向かった。




　　　　＊　＊　＊




　庁舎の入口の所には、衛えい兵へい隊長のアドリアンが出で迎むかえに立っていた。

「間まに合わぬかと思ったが」

　彼は、ピュティアのようすと首の包みを見比べて肩かたをすくめた。

「どうやら上じよう首しゆ尾びだったようだな」

「残念だったね」

　ピュティアは舌を出した。

「お歴れき々れきがお待ちだ。通れ」




「でかしたぞ！」

　例の広間についたリックがメロダフの首を見せると、参事会の老人たちは歓かん声せいに近い声を上げた。

　それを、脇わきに立つヴェリカンは冷ややかな視線で見ている。

「さすがは剣鬼と恐れられた男よ」

　ひきがえるのように醜みにくく太ふとった老人の一人が、弛ゆるんだ頰ほおを震ふるわせる。

「世せ辞じはいい。約束を果たせ」

　リックは嫌けん悪おの念を隠かくそうともせずに言った。

「おお、そうだったな」

　別の参事会員がうなずく。

「アドリアン隊長。デサフィナード拷ごう問もん官かんを」

「それと金貨をだよ」

　抜け目なくピュティアが口を挟はさむ。

　しばらくして、小男が背を屈かがめながら入ってきた。

「お呼びで？」

　彼は手についた血を上うわ着ぎの裾すそで拭ぬぐいながら、上うわ目め遣づかいで参事会の面めん々めんを見た。

「針を」

　と、命じたのはヴェリカンである。

　デサフィナードは頷うなずき、先が三つに分かれた奇き妙みような器具をポケットから取り出した。

　金属製の羽ペンほどの大きさの器具である。

　それを手に、拷問官はピュティアに近づいていった。

「ち、ちょっと！　大だい丈じよう夫ぶなんだろうね！……ま、待ちなって！」

　デサフィナードは無言でピュティアの首筋をつかむと、器具の先端をひとつに合わせて後頭部に押し当てた。

「つっ！」

　少女は冷たい器具の触ふれる感かん触しよくに、ギュッと目を閉じた。

　だが……。

「……痛く……ない？」

　ピュティアは拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になる。

　針を打ち込まれた時と同様、痛みはほとんどなかったのだ。

　デサフィナードは器具を首から離すと、その先につかみ取ったものをリックに見せた。

　それは、血に染まった小指の爪つめほどの長さの小さな針だった。

　デサフィナードはその針をリックの手の中に落とすと、自分の用は済すんだとばかりに背を向けて、広間の奥の扉とびらの向こうにと消えた。

「……なんか、良くなったような気が」

　尋ねるようなリックの視線に、ピュティアは首を回しながら答える。

「わしらは約束は守る」

　老人の一人が満足そうにうなずいた。

「じゃあ、金貨は？」

　ピュティアの目が光る。

「下に用意させておる。運うん搬ぱん用ようのラバと一いつ緒しよにな。二人では運べぬだろう？」

「お金なら運ぶさ。たとえどんなに重くてもね」

　少女はニッと笑った。




　リックたちは、先ほどアドリアンと会った場所で金貨の袋を積んだラバを受けとった。

「お金、お金、お金！……と、見せてよ！」

　さっそく袋に頭を突つっ込こもうとする少女を無む理り矢や理り引き剝はがして、まずリックが袋の口を開き、中をのぞく。

　ユガの街の刻こく印いんを打った金貨の鈍にぶい輝かがやきが、彼の顔を照らす。

　ユガの金貨はソリドゥス金貨ほど広く流通してはいないが、街の経済の信用に裏打ちされて、その価値は高く認められている。

「……いいだろう」

　リックが袋の口をしっかりと結び直してうなずいた。

「見せてって言ってるのに！」

　ピュティアは口を尖とがらせる。

　ラバを押さえていた参事会の役人は、黒衣の剣士に手た綱づなを投げるようにして渡した。

　役人はリックを恐れているのか、その手に触れることも嫌いやな様子だ。

　自分の仕事はこれで済んだとばかりに、この役人がそそくさと庁ちよう舎しやの中に引き返すのを見とどけると、リックはピュウと短く口笛を吹いた。

　黒馬は、門の方角から並み足でやってきた。もう少し休ませて欲しそうな表情ではあるが、先ほどまでの疲れはほとんど残っていないようだ。

　驚きよう異い的てきな回復力である。

　ピュティアが、その黒馬の鞍あん頭とうにラバの手綱を結びつけた。

「へへ。お宝積んだラバちゃんだよ。黒ちゃん、お前はこの子の面倒を見て上げるんだ、いいね？」

　黒馬は不服げに蹄ひづめで地面を蹴けった。

　リックはその背にピュティアを乗せると、黒馬の手綱を取って歩き始めた。

「ねえ、これからどうする？　こんな街、早く出たいけど、今夜はもう休みたい気もするし……」

　馬上からピュティアが尋ねる。

「人を待たなくてはならない。数日はここを離れられんな」

「ねえ、まさかあの赤毛の魔女？」

「それとリオスだ。二人との決着はまだついていない」

「ちょっと、本気？」

　少女は眉まゆをひそめる。

「連れん中ちゆうが来る前に街まちを出ちゃおうよ。儲もうけにならないことはやめてさ」

「そうもいかぬな。約束だ」

　と、言いかけてリックは足を止めた。

　前方から誰かがやってくる気け配はいを感じたのだ。

「……それにどうやら、もうどちらかが現われたようだ」

「せっかちな奴やつだね……、赤毛の方？」

　ピュティアは前方の暗がりに目を向ける。

　こちらに近づいてくる黒い影の輪りん郭かく。

　どうやら一人らしく、仲間を引き連れているようすはない。

「げっ！」

　その人物の顔が月明かりに照らし出されるのを見て、ピュティアの表情は歪ゆがんだ。

「……遅かったわね」

　姿を現わしたのはアマラだった。

「もう二、三日早くこの街に入っていると思ったわ」

「入ってたよ。ちょいと揉もめ事ごとに巻き込こまれていただけ。……ところで、何であんたがこの街にいるのさ？」

「フレオリックとのキスの味が忘れられなくて」

　アマラは頰ほおに手を当ててウインクし、ピュティアをからかう。

「な、何ぃ～っ！」

　と、眉まゆを吊つり上げるピュティア。

　アマラはクスリと笑ったが、すぐに真ま顔がおに戻もどった。

「真ま面じ目めな話、警けい告こくに来たつもりだったんだけど、何だか情況が込こみ入いってきたの。どうやらそっちの揉もめ事ごととも関係ありそうだから、まずそちらの話を聞かせて。そうしたら、こっちも伝えるべきことを伝えるわ」

「キスが代金？」

　ピュティアは心しん底そこ嫌そうな目でアマラを見る。

「ただでいいわ。この前、儲けさせて貰もらったから」

「……そう、思い出した。黒くろ瑪め瑙のう宮きゆうの一件、結局あんたが一番儲けたんだよね」

「堅けん実じつなのよ」

　アマラは肩をすくめる。

「ところで、説明してくれるの？」

「ピュティア、話してやれ」

　リックは少女に命じた。

「ぶう」
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　ピュティアは不ふ貞て腐くされながらもここ数日の出で来き事ごとをかいつまんで話した。




「……やっぱり、ディディとは会ったのね」

　少女の話を聞き終えたアマラは、口元に指を持っていって考え込んだ。

「こんなことになるとは予想もしてなかったわ」

「さあ、今度はそっちの番だよ」

　ピュティアが促うながした。

「そうね。……でも、もう少ししてからの方がいいみたい」

　アマラは視線でピュティアたちの後方を示した。

「別の待ち人が現われたようよ」

　ピュティアが振り返ると、街門に通じる方向からダル・ハーを伴ともなってやってくるリオスの姿が目に入った。

「……ダル・ハー。あいつ、金の匂においのするところには絶対にやってくるね」

　少女は呆あきれた顔をする。

「よおっ！　儲けたようだな」

　こちらに向かって歩きながら、ラバに積まれた金貨の袋を見たダル・ハーが愛あい想そよく声をかけてくる。

「ダル、ちょっと分けたげようか？」

　ピュティアはニッと笑った。

「何がちょっとだ！　昼間助けてやった分だ、三分の一は寄よ越こすのが仁じん義ぎってものだろ」

「仁義!?　冗じよう談だん！　せいぜい五百がいいとこだね」

「何だとぉ！」

　と、二人がやり合っている間に、リオスがフレオリックの前に立った。

「用事は済んだか？」

　金髪の美丈夫は言った。

「まあな」

　うなずくリック。

「何か私を破る手立てを思いついたのか？」

「いや。ここに向かって馬を飛ばしながらいろいろ考えてはみたが……」

　リオスはかすかに笑った。

「どうも俺は真っ正面からぶつかることしか出来ぬ質たちらしい」

「……どうやら、そのようだな」

「では、決着をつけようか」

　大剣の柄つかに手を回すリオス。

　だが、リックの方はグリードに手をかけようとはしなかった。

「少し、待ってもらおうか。先約がある」

「先約？」

　リオスは訝いぶかしげな顔をする。

「ねえ、そのディディのことなんだけど……」

　アマラが二人の間に入って説明しかける。

　だが、その時。

　ダル・ハーと言い合っていたピュティアの表情が、突然凍りついた。

「…………！」

　手足を硬直させて、少女は棒立ちになる。

　顔色が青ざめ、四し肢しが細かく痙けい攣れんして、まるで身体からだ中の筋肉がすべて引きつってしまったかのようだ。

「おい、どうした小娘!?」

　狼狽うろたえたのは今までやりあっていたダル・ハーである。

「ピュティア！」

　リックが駆け寄り、そのまま前のめりに倒れかけた少女を抱き止める。

　ピュティアは何か言おうとしているが、口がパクパクと動くだけで声が出ない。

「お、俺は何もしてねえぞ！」

　ブルブルと頭を振るダル・ハー。

「分かっている」

　リックは賞しよう金きん稼かせぎには構わずに、ピュティアの身体をそっと横にした。

「どうしたの!?　もう針は抜かせたんでしょう？」

　アマラが少女の容よう体だいを観察しながら、やや詰るような調子でリックに尋ねる。

「どうやら嵌はめられたようだ」

　リックは、先ほどデサフィナードが寄越した針を取り出して見る。

　血を拭ぬぐってみると、錆さびのひとつもない、光こう沢たくのある新しい針だ。

　しばらく身体の中にあったものならば、これほど奇き麗れいに光る訳わけがない。

「これは別の針だ。デサフィナードめ、本物の針は進行を戻しただけだな」

　不思議と、リックの声には騙だまされたという怒りは感じられない。

　むしろ、こうなることは予想すべきだったというような自じ戒かいの口調だ。

「んな、馬鹿な。そんなことすりゃ、お前がとって返して自分らを叩たたきのめすことぐらい分かるだろうがよ！」

　ダル・ハーが頭を振った。

「ああ、だから私も殺すつもりだったのだろう。……その袋の中をのぞいて見ろ。ただし触さわるなよ」

　リックはラバの鞍くらに下げた袋を指し示した。

「どれどれ。……ひぇ～、大したお宝じゃねえか！」

　袋の紐ひもを解いたダル・ハーはピュウと口くち笛ぶえを吹く。

　だが、

「……毒ね、たぶん」

　ピュティアの額ひたいににじむ汗を拭ふいてやりながら、アマラがポツリと言った。

「ど、ど、ど、毒ぅ！」

　ダル・ハーは伸のばしかけていた手を慌あわてて引っ込めた。

　アマラは一旦ピュティアから離れて袋のところに行くと、自分の左中指にはめた指輪を抜いた。

　銀製の台にアメジストをはめ込んだ、高価そうな指輪だ。

　アマラはその指輪を持った手をそっと袋に入れる。そして、指が触れないようにしながら、金貨のひとつに指輪の台の銀の部分を擦こすりつけた。

「…………」

　指輪を袋から取り出したアマラは、それをチラリと確認してからダル・ハーの鼻先に突きつけた。

　指輪の銀の部分は黒く変色していた。

「見て、色が変わっているでしょう？　この金貨に触れると、皮ひ膚ふから毒が染しみ込む仕組みよ」

　アマラはリックの方を振り返った。

「……そうか。ピュティアが苦しみ出す前に、あなたが金貨を確かめる。その予定だったのよ、連中の目もく論ろみでは。でも、思いの他、ピュティアの倒れるのが早かった。いえ、あなたがお金に拘こだわらなさ過ぎたのね」

「助けられるか？」

　リックが聞く。

「無理ね」

　アマラはピュティアの耳に入らないように小声で答える。

「わたしの知っている医術はごく初歩的なものよ。……でも」

　彼女は何か考え込むようにアゴの先に指を当てた。

「でも、何だ？」

　リックはわずかに焦じれたような様子を見せる。

「いえ、デア・アブノバの魔女なら……、と思ったのよ」

　アマラが言う。

「魔女？」

「ええ。彼女たちは優すぐれた医い療りよう技術を持っているわ」

「ディディという魔女がこの街に来ているはずだ。彼女を探して……」

　と、言いかけたリックに対し、アマラはかぶりを振った。

「あの子の居所は知っているの。けれど、難しいわね」

「難しいとは、どういう意味だ？」

「罪科の塔とうに入れられたのよ。……昨日のこと」

「罪科？　塔？　何でぇ、そりゃ？」

　ダル・ハーは髭ひげをボリボリと搔かいた。

「あれよ」

　アマラは、参事会庁舎の東側に立つ塔を仰あおぎ見た。

　藍あい色いろの夜空を背景に浮き上がる、不ぶ気き味みなシルエット。

　不自然に歪ゆがんでそびえるその姿は、まるで街の中心に突き立てられた巨大な一本の剣のようだ。

「ここからでも異様な邪じや気きを感じる」

　リオスが呟つぶやく。

「女よ、一体あの塔は何に使われている場所だ？」

「それを説明するには、この国の歴史の暗部について少し語る必要があるわね」

　アマラは三人の男の顔を見比べて、話を始めた。

「太主に対する革命が成功した後、ユガでは様さま々ざまな派は閥ばつが入り乱れて混乱の極きわみにあったわ。革かく命めいの主流派だった参事会は、早急にこの事態を収拾する必要があったのね。……その結果、何があったと思う？」

「反対勢力の粛しゆく正せい」

　リックは答える。

「その通り。参事会は、自分たちに異いを唱となえる者たちを次々と抹まつ殺さつしていったわ。まずは旧太主派。次に自由主義者。結局最後に残ったのは……」

「参事会に尻しつ尾ぽを振る犬どものみ、という訳わけか」

「ええ。街の成年男子の半数近くが消されてしまった年もあったそうよ。そして、その粛正の主な舞台となったのが、犯罪者の尋じん問もんのために建てられた罪科の塔、参事会庁舎の東に立つあの塔よ。表向き、この自由都市ユガには死刑はない。何な故ぜだか分かる？　捕つかまって罪科の塔に入れば、二度と生きては出られないからよ。この街はまさに、陰かげの処しよ刑けいによって繁はん栄えいを続けてきた処刑都市なの」

「へっ、街の連中がみんな無気力に見えるのも分かる気がするぜ」

　ダル・ハーが吐はき捨すてるように言う。

「その塔にあの娘が？」

　リックはもう一度確認した。

「ええ、昨日」

「まだ生きていると思うか？」

「分からないわ。でも、ピュティアの希望はあの子だけよ」

「……では、選せん択たくの余よ地ちはない」

　リックはグッタリとしたピュティアの身体を抱き上げた。

「やれやれ、まぁた逆戻りか」

　ダル・ハーは戦せん斧ぷを肩かたに担かつぐ。

「別にあなたは来なくてもいいわよ」

　そんな賞金稼ぎを見てアマラがかすかに表情を曇くもらせる。

「このまま儲もうけなしにか？　おいおい、冗じよう談だんじゃねえ。しつこくつきまとわさせてもらうぜ、フレオリック」

　彼は黄色い歯をむき出しにして笑った。

「俺もだ」

　と、リオスも前に出る。

「その娘が回復するまで勝負はお預あずけだ。だが、その間フレオリックの戦いを見ていれば何らかの勝つ手て立だてを見み出いだせるやも知れぬからな」

「……勝手にするがいい」

　リックは言い捨て、罪科の塔がそびえ立つ参事会庁舎に向かって歩き出した。




　庁舎の警備陣は、リックたちの姿を見ると道を開けた。

　みんな、とても相手にならないと賢けん明めいな判断を下くだしたのだ。

「塔には外から入る入口はないわ。庁舎の中に通路があるはず」

　というアマラの勘かんを信じて、リックたちは広間に向かった。

　ところが……。

「おおっ！　困った、どうすればよいのだ！」

　広間では、参事会の老人たちが右う往おう左さ往おうして途と方ほうに暮れていた。

「もう、おしまいじゃ！」

「駄だ目めだあ～！」

　リックはピュティアをアマラに預あずけると、老人の一人の襟えり首くびをつかみ、喉のどにグリードを突きつけた。

　確か、レオシュという名の参事会の中心人物だ。

「何があった？」

「ヴェリカンが……」

　レオシュは見苦しく狼狽うろたえ、黄色みを帯びた目を充じゆう血けつさせて頰ほおを震ふるわせている。

「ヴェリカンがわしらを捨てて、罪科の塔にこもってしまったのじゃ！　それも、アドリアンとデサフィナードまでを連れて！　これでは国政は滞とどこおってしまうわいっ！」

　老人は手足をジタバタさせた。

「こうしている間にも、市場に介入できずにわしの財産は大おお幅はばに目め減べりしてゆくのだ！」

「私を罠わなにかけようとしたのは、貴き様さまらの差さし金がねか？」

　なおもレオシュに吐はかせようとするリック。

「な、な、何の話だ？」

「ピュティアの針と、毒を塗ぬった金貨のことだ」

「し、知らん！　身に覚えがない！」

「……仕組んだのはやはりヴェリカンか」

　リックはつぶやく。

「そんなことより政まつりごとじゃ！　これから一体どうやって、わしらの意向を市民に伝えればよいのだ？」

　レオシュは呻うめいた。

「困る、困るぞ！　こんなに困ったのは、十二年前の神殿への課税問題以来じゃ！」

「この瞬間にも、わしらの決けつ済さいが待たれているというのに！」

「これでは家人の半数は解かい雇こせねば……」

「あの若わか造ぞうめ、あれほど目を掛けてやったものを！」

　参事会員たちは口々に不満と不安を漏もらし始める。

　見苦しい限りだ。

　その時。

「るっせい！」

　ダル・ハーがテーブルに戦せん斧ぷの刃を叩たたき込こんだ。

「これ以上騒さわぎやがると、その皺しわ首くび、吹っ飛ばすぜ！」

　テーブルが見み事ごとに真まっ二ぷたつになるのを目まのあたりにして、参事会の老人たちは喚わめくのを止やめた。

「罪科の塔にはどうすれば上れる？」

　リオスが尋たずねた。

　老人の一人が震ふるえる指で広間の奥にある扉を差し示す。

「行こう」

　リオスはリックたちの方を振り返った。

「待って」

　扉の方に進みかけた男たちを、ピュティアの顔色を見ていたアマラが止める。

「この子の容よう体だいが……」

　リックは少女の傍かたわらに寄って、その額ひたいに手を当てた。

「……冷えきっている」

「針の進行が進んでるの。すでに脳に達しているかも。これ以上動かすと危険よ」

　アマラはリックに小声で告げた。

「もう痛みも感じない状態ね。ここに置いて行くしかないわ」

「じゃあよ、俺がここに残って……」

　と、ダル・ハーが口を挟はさむのを、アマラはすぐに却きやつ下かする。

「駄だ目めよ。あなたを残したらラバに積んだ金貨を持って、一人で逃げるに決まっているもの。ピュティアを放ほうってね」

「では、どうする？」

　リオスはリックの顔を見たが、彼が答える前にアマラが頭を振った。

「この人に聞いても建設的な答えは期待できないわよ。一人で行くって言うに決まっているもの。……聞いて、フレオリック」

　彼女は黒衣の剣士の腕をつかんだ。

「あなたは自分一人で片かた付づけられると考えているでしょうけど、大切なのはディディを救い出すことで、デサフィナードたちを殺すことじゃないのよ」

「分かっている」

「いえ、分かっていないわ。向こうは何らかの勝算があって待ち構えているのよ。その罠わなに掛かってあなたがまんまとやられても、普段ならわたしも気にはしない。でも今は別。もしあなたが負けたら、二人の女の子までもが死ぬことになるのよ」

　リックは、感情の読み取れない灰色の瞳ひとみで一の神の巫み女こを見た。

　アマラも、彼に負けぬ強い視線で見返す。

「……そうだったな」

　やがて、リックは言った。

「お前の意見を聞こう」

　アマラはホッと肩の力を抜いた。

「全員で塔に上のぼるの。ピュティアはここに残してね。理由は簡かん単たん。ディディが怪け我がをしていた場合には、応急手当てができるわたしが必要。この金きん髪ぱつの坊ぼうやは、リックがやられた時のための予備戦力。ダル・ハーは……監視が必要だわ」

「どうせ俺は信用ねえよ」

　ダル・ハーは開き直った。

「この少女を看みる人間は？」

　坊やと呼ばれてやや腐くさっているリオスが聞く。

「大丈夫。あの連中がいるわ」

　アマラは広間の隅すみで怯おびえて固まる老人たちを指さした。

「あいつらだって？」

「……さてと、参事会のみなさん」

　彼女は老人たちに歩み寄ると、太ふと股ももに留めた鞘さやから鋭するどい細ほそ身みのナイフを抜いてレオシュの鼻はな先さきに突きつけた。

「わたしたちは、あそこに寝かせてある女の子をあなた方に預あずけることにしたの。だからわたしたちが下りてくるまで、よ～く面めん倒どうを見てね。もし、髪かみの毛け一本でも彼女を傷つければ……、分かっているでしょう？　この世の果てまでも追うわよ」

　口調は穏おだやかだったが、それが冗じよう談だんでないことを、冷たいナイフの刃がはっきりと語っていた。

　老人たちは、歯をガチガチ鳴らせながらうなずいた。

「これでよし、と。さあ、フレオリック、行きましょう」

　アマラはナイフを収め、黒衣の剣士の顔を見た。

　彼はうなずき、広間の奥の扉とびらへと向かった。







　第七章　罪科の塔とう　四日目　深夜







　扉とびらを蹴け破やぶって罪科の塔に侵しん入にゆうした一いつ行こうの鼻はなを、かすかに赤あか錆さびを連想させる臭においの混じった強い腐ふ敗はい臭しゆうが襲おそった。

　長年にわたってこの塔で流されてきた血の、いや、死の臭いだ。

「うえっ！」

　と、ダル・ハーが顔を歪ゆがめる。

　内部は暗く、自分の鼻先に手をかざされても分からない状態だったので、この賞しよう金きん稼かせぎが松明たいまつを点つけて先頭に立った。

「……この階にゃ誰だれもいねえようだな」

　彼は松明を左右に回し、辺あたりをうかがうと言った。

　そう広い空間ではないので、目を凝こらせば、揺ゆらめく炎ほのおの照度でも部屋の隅すみまで見渡すことができた。

　奥おく行ゆきと幅はばの比は、四対一といったところ。

　両側面は石の壁かべで、先には上へと続くらしい螺ら旋せん階段が見える。

　部屋というよりは、次の階への通路のような場所だ。

　しかし、壁に誇ほこらしげに掛けられた数々の道具には、アマラでさえ胸が悪くなった。

　通常の刃物の類たぐいはもちろん、様さま々ざまな鞭むち、拘こう束そく具ぐ……。

　鞭の中には、根ね元もとから幾いくつにも分かれて、さらに先端に小さな鉛なまりを結びつけたものがある。これで打てば、鉛の錘おもりが皮ひ膚ふを裂さき、肉を抉えぐって醜みにくい傷きず痕あとと耐たえようのない苦く痛つうを与えることができるのだ。

　顔面を締しめ付け、最後には頭ず蓋がいを砕くだく、螺旋付きの鉄仮面。

　指先を潰つぶし、歯を引き抜くための巨大なやっとこ。

　刀剣類にしても、鋸のこぎり状の歯を持つもの、コルク抜きのような螺旋状の刃のものなど、戦場で使うものとは思えない、おぞましいものばかりだ。

「いってえ、どうやって使うんだ、こんなもんよぉ？」

　ダル・ハーが、指の長さほどのギザギザのついた鉄片に触れてつぶやいた。

「それはね」

　アマラが極きよく力りよくそちらに目を遣やらないようにして答える。

「爪つめと肉の間に押し込こむのよ。その隣となりに掛かっている柄えのついた針は、眼球に突き立てるもの。鉤かぎみたいなやつは舌したに使うのね。どれも真まっ赤かに熱してからだと効果的ね。向こうのコルク抜きみたいなのは女性に使うの。……詳くわしく知りたい？」

「いや……、もう沢たく山さん」

　ダル・ハーは身み震ぶるいして早足に階段に向かう。

「けど、おめえ、やけに詳しいな？」

　彼はアマラを振り返った。

「……こんな場所に送られた経験、ない訳わけじゃないもの」

　少し間を置いてから答えたアマラの声には、おどろくほど感情がこもっていなかった。

「そりゃ、どうも……」

　賞金稼ぎはどう言っていいのか分からず、ブツブツとつぶやくと松明たいまつを高くかざして螺旋階段を上のぼり始めた。




「おおっ！」

　階段を上ったところで、思わず声を発したのはリオスだった。

　前を行くダル・ハーは松明の灯あかりに照らし出された光景を見て足を竦すくませ、アマラは口を手で覆おおった。

　リックさえもが一いつ瞬しゆん、不快の色を顔に浮かべた。

　先さきほどの五倍ほどの広さの部屋。

　その真ん中に積み上げられたのは、無数の死体だった。ついさっきまで息があったと思われるものから、半なかば腐ふ乱らんしかけたものまで、累るい々るいたるとはまさにこのことである。

「死体置場、というより死体捨て場か……」

　と、リオス。

「もし、目的の女がこの中にいるとすれば？」

「希望は潰ついえた、ということね」

「ならばここは探さがすだけ無む駄だだな。上に行くぞ」

「まあ、待てや」

　驚おどろきから立ち直ったダル・ハーが、上に向かいかけたリックの腕をつかんだ。

「何か、金かね目めのもんを持ってる奴やつがいるかも知れねえだろ？」

「死体漁あさりは止やめなさい」

　アマラが眉まゆをひそめる。

「奇き麗れいごと言うなよ」

　と言いつつ、ダル・ハーは死体を片かたっ端ぱしから探って回った。

「ダル・ハー！」

「放ほうっておけ」

　リックはアマラに告つげると、賞しよう金きん稼かせぎを置いたまま、次の階への階段へと向かう。

　だが……。

「おっ！　この女！」

　ダル・ハーの声にリックたちは振ふり返った。

「信じらんねえ！　まだ息があるぜ！」

　リック、アマラ、リオスはダル・ハーのところに駆かけ戻もどった。

「……まあ、あとちっとの間だがな」

　と、賞金稼ぎは髭ひげを搔かく。

　松明たいまつに照らされた顔をのぞき込こむ一同。

　若い娘だが、赤あか毛げではない。

「ディディじゃないわ」

　アマラはほっとしたように言ってから、死相の見えたその女に対して後ろめたさを感じて目を伏ふせた。

「唄うたっている？」

　娘の唇くちびるが動いているのを見て、リオスが耳をそばだてる。

「……確かに歌だ。かすかにしか聞こえぬが。見知らぬ娘ではあるが、哀あわれな」

　だがリックは、ダル・ハーが見つけ出した娘に見み覚おぼえがあった。

　彼はそっとその娘を抱だき起こして、耳みみ元もとにささやく。

「……アウロラ」

　アウロラは唄っていた。

　それはリックの故郷でもよく耳にする、ごく普通の子こ守もり歌うただった。

「アウロラ？」

　ピュティアの友人は唄うのをやめ、うっすらと目を開いた。

「その声……、ピュティアの？」

「ああ」

「ふっ、ドジっちゃったよ」

　アウロラはかすかに笑えみを浮かべ、また唄い出した。

　彼女を支えるリックの指に、細い胴どうの脇わきにぽっかりと開あいた穴あなが触ふれた。腹部が異常に厚みをなくしているのを見れば、その穴から何が搔かき出されたのかは明らかである。

　もはや、救う手て立だてはない。

「……馬ば鹿かな」

　リックの腕が強く、まだ少女と言ってもいい娘を抱く。

　唄が、再びやんだ。

「……不ふ思し議ぎだね。ちっちゃい頃ころに、あたしを捨てた母親だよ。顔だってろくに知りゃしない。でも、唄ってくれた歌は覚えてんだ」

　アウロラは笑い、血の気けのとうに失うせた腕を上げてリックの頰ほおに触れる。

　リックはそれに応こたえ、彼女に口づけする。

「ピュティアにゃ悪いけど、あんた、あったかいよ。母さんみたいだ」

　アウロラは目をゆっくりと閉じた。

「ありがと、そろそろ眠ねむく……」

「…………」

　リックはアウロラを優やさしく床ゆかに下ろして立ち上がった。

「知り合いかい？」

　ダル・ハーが尋たずねる。

　リックは頭を振った。

「まあ、死んじまったもんはしゃあねえわな」

　ダル・ハーは肩をすくめ、アウロラの指に残った安そうな指輪に手を伸のばした。

　だが、その手をリックがつかみ、骨が砕くだけそうな力で締しめ上げる。

「……よしておけ」

「わ、分かった！　分かりましたあ～！」

「漁あさるなら、他を漁れ」

「はい！」

　リックが手を緩ゆるめると、賞金稼ぎは目に涙なみだを溜ため、大おお急いそぎで彼の傍そばから離れた。

　だが、それでも懲こりないのか、リックの目が他の方に向くとすぐに別の死体の持ち物を物ぶつ色しよくし始める。

「……おや、あれも動いてやがる」

　ダル・ハーは、山と積まれた死体の一番上に置かれた灰色の肌はだの男を見た。

　無む造ぞう作さに、俯うつぶせに投げ出された全ぜん裸らの男。青せい斑はんがところどころに浮き出てブヨブヨに弛たるんだ灰色の肌は、内部で腐ふ敗はいがかなり進行している証しよう拠このはずだ。

　動くことはあり得ない。

　だがやはり、わずかながら身じろぎしたようにダル・ハーには思われた。

　彼は死体の山を上り、灰色の男に近づく。

　そんな賞金稼ぎに、ふと視線を移したアマラは大声で叫んだ。

「……駄だ目めよ！」

　その声に踏み止とどまったダル・ハーの鼻はな先さきを、突とつ然ぜん起き上がった灰色の男の手がビュンとかすめた。

「わっ！　何だ！」

　ダル・ハーは慌あわてて引き下がり、背中の戦せん斧ぷを抜く。

「そいつに触さわっちゃ駄目！」

　アマラの注意が飛ぶ。

　灰色の男はゆっくりと彼女の方に頭を向け、白い唇くちびるで不ぶ気き味みに微ほほ笑えんでから天上を仰あおいだ。

　キィーッという甲かん高だかい、長い叫さけびが、その口から発せられる。

「いひぃ！」

　ダル・ハーは思わず耳を覆おおった。

　叫びが続く間に、灰色の男の大きく開かれた唇がめくれ上がり、やがて顔全体が手て袋ぶくろを脱いだ時のように完全に裏返しになっていく。

　そして、顔に続いて喉のど、胸、胴、腰こしと裏返っていき、とうとう全身が反転して筋肉、内ない臓ぞう、血管、骨格が剝むき出しとなったおぞましい姿へと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。

「……モズマ」

　自分の身体からだを両手で抱き締めるようにしながら、アマラはつぶやいた。

　滅めつ多たに恐きよう怖ふを感じない彼女も、この怪物に対してだけは身体が震ふるえ出すことを止めることができなかった。

　アマラがモズマを最後に見たのは、十八年も前のこと。

　その時、この魔物はアマラの父の脳のう髄ずいを啜すすっていたのだ。

「気をつけて。あいつに下へ手たに触ふれると、感染して屍グ食ー鬼ルになるわ」

　アマラは努つとめて冷静に警けい告こくを発した。

「じゃあ、野や郎ろうがこの街の屍食鬼の製造元かい？」

　ダル・ハーは戦斧を手に、ズイッと前に出る。

「おもしれえ、俺が叩たたき潰つぶしてやる！」

「返り血を浴びても感かん染せんするわよ」

　ダル・ハーはズズズズッと後あと退ずさった。

「くそ、じゃあ、逃にげるのか？」

「下がれ」

　リックはダル・ハーを死体の山から引き下ろし、代わりにモズマと対たい峙じした。

「無理よ！　たとえあなたでも、そいつを倒すことはできないわ！」

　アマラは彼の腕をつかんで引き返させようとする。

　だが、リックはその手を優やさしく振ふり解ほどくと、グリードの柄つかを握にぎった。

　モズマはニチャニチャと不快な足音を立てつつ、この新しい獲え物ものの方に醜しゆう怪かいな顔を向けた。

　じっとこちらを見つめる、生せい気きのない濁にごった眼球。

　筋肉と脂し肪ぼうが斑まだらをなす顔面の中心には、鼻び腔こうが二つ、ぽっかりと穴を開けている。

　脳と頭ず蓋がい骨こつのモザイクに覆おおわれたブヨブヨの頭部。

　不自然極きわまりない程ほどに、大きく開かれた口。

　そして、下アゴのあたりから生はえた長い舌したは、腫はれ上がった唇と尖とがった歯の並びを落ち着かなげに舐なめ回している。

　大たい概がいの犠ぎ牲せい者しやは、この姿を見ただけですべてを諦あきらめ、速すみやかな死を願う。

　過去において幾いく多たの不気味な化ばけ物ものと戦ってきた戦士でさえ、戦意を失ってしまい、脳髄を啜り取られてしまうのだ。

　脆ぜい弱じやくな精神の持ち主なら、間ま違ちがいなく発はつ狂きようする。
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　モズマの姿が見る者にこれほどの恐怖を与えるのは、その醜悪さがすべて人間が本来備そなえているものに起因するが故ゆえである。

　人はモズマの醜みにくさの中に、自おのれを見み出いだしてしまうのだ。

　だが……。

　そのモズマの姿も、リックの心には静かな水面に落ちた木の葉ほどの動どう揺ようも与えることはできなかった。

「竜の息い吹ぶきが……」

　黒衣の剣士は氷の剣を抜き放ち、高く掲かかげた。

「すべてを浄じよう化かする」

　グリードの氷ひよう刃じんが白く、松明たいまつよりも遥はるかに眩まばゆく輝かがやき始め、それを中心に冷気が発生して渦うずを形成し始める。

　その輝きに、モズマは黄色い澱よどんだ眼球を手で覆おおう。

「闇やみに還かえれ」

　リックは跳ちよう躍やくし、グリードをモズマめがけて振ふり下ろす。

　脳のう髄ずいが剝むき出しになったモズマの頭部に氷刃が触れた瞬しゆん間かん、竜の咆ほう哮こうが響き渡り、塔とう全体を振しん動どうさせた。

　モズマは真まっ二ぷたつとなり、空くう洞どうの内部をあらわにして左右に別れ、倒れる。

　噴ふき上がるどす黒い血は、冷気にぶつかって白い火花となり、燃え尽つきて消えた。

「たったの一いち撃げき。……これが剣けん聖せいロヴァルを継つぐフレオリックの剣か」

　リオスは呻うめくように言った。

「グリードはただ、竜の息で鍛きたえられただけの剣じゃないのね。……あの氷刃には竜の魂たましいの一部が宿やどっていたのよ」

　アマラはうなずき、指を口くち元もとに持っていった。

　考えを巡めぐらせる時の彼女の癖くせだ。

（でも、そんな剣を使い熟こなせるとなると、本当にこの人、一の神が選んだ男の一人なの？　認めたくはないけれど……）

　アマラは、創そう造ぞう神しんエルの父、最高神〝一の神〟に仕える巫み女こである。

　夢や、水すい晶しよう占うらない、精神交感により〝一の神〟の意い志しを聞き、その意志の実現のためには身をも捧ささげるのが使命なのだ。

　そして十数年前、アマラが初めて巫女として認められた時に、〝一の神〟により与えられたのが、次のような神命だった。

　四人を求めよ。

　この四人が何をなすべき人物なのか、アマラは知らない。

　巫女の役目は神の意志を実行することで、質問することではないからだ。

　アマラの旅はこの時に始まった。

　その日から今まで、彼女は求める男の一人と確信できる人物に出会ってはいない。

　時おり、〝一の神〟は手て掛がかりを幻げん視しで与えてくれることもある。

　フレオリックを四人の一人と推すい測そくしたのは、その幻視に現われた氷の爪つめを持つ烏からすの姿からだった。

　だが、アマラは前に一度、彼が求める人間である可能性を否定していた。

　一度、剣を抜いたからには逃げるものにも容よう赦しやはしない非情の剣士。そんな者を自分の神が求めているとは、信じられなかった、いや、信じたくなかったのだ。

　アマラは、再びリックをどう見み極きわめるべきか悩なやみ始めていた。

「……これで二度と屍グ食ー鬼ルは造れぬな」

　リックは氷の剣をクルリと回転させ、鞘さやに収めた。

「あとは息のありそうなのは……」

　ダル・ハーがもう一度死体の山を見渡す。

「いねえなっと。上を探さがすか？」

「……そ、そうすべきね」

　リックを見つめていたアマラは、はっとしてうなずいた。




　次の階では、光景はさらに陰いん惨さんさを増ましていた。

　ズラリと並んだ拷ごう問もん台だいに、拘こう束そくされている人体──中にはほとんど原型をとどめぬ肉につ塊かいと化したものもある。

　部屋の奥には、さらに上へと続く階段が見える。

「ひい、ふう、みい……、十六人か。まだ、息あんのかな？」

　ダル・ハーが室内を見渡して数え上げた。

「こういう時には、あなたの神経の太さが羨うらやましいわ」

　アマラは皮肉のこもった視線を賞しよう金きん稼かせぎに向けた。

「ともかく生きている人を見つけて。それから、亡なくなっている人も全員解といて上げるのよ」

「俺が？」

「いいから！」

「こんな金にもならねえことを」

　ダル・ハーは渋しぶ々しぶ、手て近ぢかの台に乗った死体から手足を締しめ上げている革かわ紐ひもを解きにかかる。

「……なあ、やっぱり、生きてるのなんていねえぜ」

「黙だまって！」

　アマラもピシャリと遮さえぎって、自分も拷問台を調べて回る。

　そして半分ほども見終わった頃ころ……。

「そんな……。フレオリック！」

　彼女はひとつの台の前で立ちどまった。

「……いたわ」

　リックが歩み寄ると、アマラは拘束を引き解いて娘をそっと起こした。

　ぐったりとして冷えきった、薄衣一枚のみをまとった身体からだ。

　生死を確たしかめようと、娘の顔にかかった赤あか毛げを細い指でそっと搔かき分ける。

「かすかに息はあるけれど……酷ひどいわね」

　アマラの表情が曇くもる。

　ディディの可愛かわいらしかった顔は、無む残ざんに変形していた。

　右の目ま蓋ぶたは数倍に腫はれ上がり、両頰ほおには青と黄色の痣あざ。

　鼻び骨こつは折れ、頰骨が陥かん没ぼつし、鼻と口くち元もとから夥おびただしい量の血が流れている。

「これよお、両膝ひざも砕くだかれてるぜ。……うへえ！　指も潰つぶされてやがる！　ちっ、駄だ目めだな、こりゃあ」

　ダル・ハーが、もう手の打ちようがないと言わんばかりの表情を見せる。

「……黙だまっていなさい、と言ったはずよ。助かるか助からないかは、これからだわ」

　アマラは柔やわらかい布を胸むな元もとから取り出してディディの顔にこびりついた血を拭ぬぐうと、手足を擦こすって温あたため始めた。

　こうなると、男三人にはなすべきことはない。

　アマラとディディを囲むように突つっ立っているだけだ。

　リックも手当ての様よう子すを静かに見守っていたが、少しして、ふと、横に立つリオスに目をやった。

　ディディをじっと凝ぎよう視ししている彼から、異様な気き迫はくのようなものを感じたからだ。

　奥歯を嚙かみ締しめ、唇くちびるを強く結んだ、強こわ張ばった表情。

　両の拳こぶしをきつく握にぎり、無む言ごんで娘を見つめる彼の瞳ひとみには、恐きよう怖ふと後こう悔かいと憤ふん怒ぬの交こう錯さくする、複雑な色があったのだ。

　それは単なる正義感に発するものではないように、リックには思われた。

　だが、リオスにしてみれば、これは無理のないことだった。

　無残に傷ついたディディの姿は、彼の記憶の奥で九年前の姉の姿と重なり合ったのだ。

　あの時のように、またも自分の目の前で罪なき娘が命を落とすのか？

「……生きるんだ、……生きてくれ」

　祈いのりにも似たつぶやきが、金きん髪ぱつの傭よう兵へいの口から漏もれた。

（この男、思ったほど単純でもないようだな）

　リックがまじまじと彼の顔を見つめると、リオスは慌あわててディディから目をそらした。

「……お願い、しっかりして」

　アマラは腕うでが怠だるくなるまで摩ま擦さつを続けていたが、そのうちにディディの肌はだにうっすらと赤みが戻もどってきた。

　そして、短いとは言えない時間が経過して……。

「気がついたわ」

　額ひたいににじんだ汗あせを拭ぬぐったアマラがリックを振り返り、うなずいた。

　デア・アブノバの赤毛の魔女は、うっすらと目を開く。

　もっとも、開いたのは左目だけ。右は腫れて目ま蓋ぶたが動かないのだ。

「…………！」

　一瞬、娘の瞳に恐怖の色が走る。

　また、拷ごう問もんが始まるのかと思ったのだろう。

　だが、彼女はすぐに自分を見つめるアマラとリックの顔に気がついた。

「女おんな占うらない師とフレオリック……ここは？」

　かぼそい声。

　アマラは彼女の頭を撫なでた。

「まだ塔とうの中よ。でも、すぐに出してあげるわ」

「……どうして、あなたたちが？……まさか、私を助けに？」

　アマラがうなずく。

「なぜ、何で私なんかのために？」

「勘かん違ちがいするな。お前の力が必要なだけだ」

　と、リックが言うのを、アマラが肘ひじで小こ突づいて止めた。

「私の……助け？」

　起き上がろうとするディディ。

　それを、リオスが前に出て支えてやる。

「さあ、つかまれ」

「……あなたは？」

　見み覚おぼえのない顔に、ディディは首を傾かしげて尋たずねた。

「ただの……通りすがりの物もの好ずきだ」

　リオスはぎこちなく微ほほ笑えんだ。

「下おりましょう。もうここには用はないわ」

　アマラが告つげると、リックはかぶりを振った。

「お前たちは先に下に行け。私はヴェリカンとの決着をつける」

「……何を考えているの？　これ以上無益な殺し合いを続けることはないでしょう」

　アマラは腰に手を当てて、彼をにらみつける。

「ピュティアを助けられれば、それでいいはずよ」

「おい、勝手にさせてやれや」

　と、ダル・ハー。

「まあ、俺おれはこれ以上付き合う気はねえがな。命あっての物もの種だねだ」

　彼は松明たいまつをリックに渡した。

「では、俺は一いつ緒しよに行こう」

　リオスはディディを貴婦人を扱あつかうようにアマラの手に預あずけた。

「……この娘を傷つけた奴やつも残っているのだろう？」

「デサフィナード拷問官。この塔のどこかにいるはずだ」

「そいつは俺に任まかせてくれ、フレオリック」

「いいだろう」

　リックは肩かたをすくめ、階段の方に向かった。

　その後に続くリオス。

「……好きにしなさい」

　アマラはディディの身体を抱き、彼らに背を向けて歩き出す。

「ほら、ダル・ハー！　手て伝つだって！」




　次の階へ続く石段は、これまでのものとは違って、真っすぐに上へと伸のびていた。

　見通しが利きくのは、攻せめ手のリックたちにとって有利とはならない。

　螺ら旋せん階段と異なり、投げ槍やりや長槍などがここでは使用できる。

　攻め上がってくるのが剣のみで武装した者なら、守り手はかなり長い時間この階段の上に留とどまって、彼らを翻ほん弄ろうしてやることが可能だ。

　さらに……。

　リックが三歩目の石段を踏ふんだ時、ほんのわずか、足の下の石が沈しずんだ。

　ビンッ！

　強く張った綱つなを弾はじくような音。

　階段の上方の暗くら闇やみの中から、四、五本の矢が突とつ然ぜんリックに向かって飛んできた。

　リックは、矢や羽ばねが風を切る音に敏びん感かんに反応する。

　抜ぬき放はなたれた氷ひよう刃じんが一いつ閃せん。

　すべての矢が真っ二つに両断されて石段の上に落ちた。

「余よ計けいなことを」

　リックの後にいたリオスが、呻うめくように言う。

「今いま程てい度どの矢、すべて避よけられただろうに。後ろの俺に当たるとでも思ったか？」

「そこまでお人ひと好よしではない」

　リックはパチンとグリードを鞘さやに戻もどし、再び上のぼり始めた。




　階段を上りつめた場所には、既すでに矢の放たれたバネ仕じ掛かけの石いし弓ゆみと、鍵かぎの掛かっていない扉とびらがあった。扉の向こう側では、前もって松明たいまつが灯ともされていて、部屋の全景が見渡せる程度には明るかった。

　構造的には先さきほどの階と大して変わらない。

　無人の拷ごう問もん台が幾いくつかと、それに人ひと型がたの棺かん桶おけを縦たてにしたような器具。

　そして、部屋の中心には、木き箱ばこに腰こしを下ろしたアドリアンの姿があった。

　例によって口くち髭ひげを整えた、一いち分ぶの隙すきもない制服姿である。

「あいつか、赤あか毛げの少女を傷きずつけたのは？」

　リオス。か聞く。

「……いや」

　リックは油断なくアドリアンと視線を交かわしたまま答えた。

「だが、昼間の村を襲おそわせたのはこの男だ」

　アドリアンは億おつ劫くうそうに立ち上がった。

「上々だ、フレオリック。ここまで来たとは嬉うれしいぞ。貴き様さまが石段の罠わなに掛かるようなことがあったら、ガッカリだったろうな」

「ヴェリカンとデサフィナードはどこだ？」

　リックは静かに尋たずねる。

「ヴェリカン様はこの上の最上階。会いたいのなら私を倒すことだ。デサフィナードの奴やつなら……」

　アドリアンは後方の人型を指さした。

　どうやら中は中ちゆう空くうで、人が入れるようになっているらしい。

「あの中だ」

「何な故ぜあんなものに？　隠かくれたつもりなのか？」

　リオスは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「知らんよ、あの異常者の考えていることは。……ところで、二人同時に相手をすればいいのか？　それともどちらかが先か？」

「一人だ」

　リックは前に出ようとするリオスを制した。

「私が破れたら、お前は自由だ」

「ふっ、勝利を確信しての台詞せりふか？」

　アドリアンは皮ひ肉にくたっぷりに肩かたをすくめ、無む造ぞう作さに剣を抜く。

「だが、相手が魔法ではどうかな？」

　彼は剣をクルリと逆さか手てに持ち変えた。

　剣の柄つかには、鶏にわとりの卵たまご大だいの緑色の宝石がはめ込こまれている。

　それが、まるで朝日を浴びたかのように輝き始めた。

「私は至し神しん智ち教団より緑りよく柱ちゆう石せきの杖つえを授さずかった上級魔道士だ。見ろ！」

　アドリアンの足あし元もとから黒こく煙えんが湧わき起こり、彼の身体からだを包み込む。

　黒煙はやがて、巨大な生物の形を取り始め、ついには天てん井じように頭がつきそうな位の黒竜となった。

「愚おろかな戦士よ！　わが姿を見て恐おそれ慄おののくがいい！」

　アドリアンは、いや、黒竜は吠ほえた。

「……左右から」

　リオスがリックに耳打ちし、黒竜の死角に回り込もうとする。

「待て」

　リックは金髪の戦士を止め、ひとり黒竜の前に進み出た。

「馬ば鹿かが！」

　轟とどろく竜の咆ほう哮こう。

「それならば死ね！」

　黒竜は、短剣ほどもある牙きばが並んだ口を大きく開き、紅ぐ蓮れんの炎ほのおをリックめがけて吹きつけた。

　ゴオオオッ！

　鉄をも溶かす高温の炎が、黒衣の剣士を包み込む。

「フレオリック！」

　顔に灼やけるような熱さを感じながら、リオスが叫さけぶ。

　だが……。

「……フレオ……リック？」

　リオスは自分の目が信じられなかった。

　リックは平然と炎の中に立っていたのだ。

「どうして？」

「幻まぼろしの炎では何も燃やせはしない」

「ググッ！」

　竜は悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。

「……何な故ぜ、分かった？」

「どうやらお前は本当の竜を見たことがないようだ。その種の竜は、前足の指は四本で三本ではない。翼つばさはそんな背中寄りではなく肩かた口ぐちであり、吐はくのは炎ではなく毒どくの霧きりだ」

　リックは冷笑する。

「何より、この床ゆかの強度では竜の重みは支ささえられぬよ」

　彼の黒いブーツの踵かかとが、カンッと床を蹴けった。

「……やれやれ」

　竜の身体は霧と化して四し散さんし、再び本来の姿に戻もどった。

「信じさせることさえできれば、あの炎でも殺すことはできたのだがな」

「さて、次の手を出してもらおうか？　それとも今の道どう化け芝しば居いでネタ切れか？」

「冗じよう談だんを言ってもらっては困こまる」

　アドリアンは柄つかの緑柱石をリックに向け、精神を集中した。

　呪じゆ波はと呼ばれる精神波が増ぞう幅ふくされ、緑柱石が輝きを増す。

　そして、呪波の解放とともに、剣の柄から雷かみなりと氷、さらに炎が立て続けに飛び出し、フレオリックを襲った。

　だが……。

　ズッガーン！

　爆ばく音おんとともにリオスの放はなった衝しよう撃げき波はが雷や氷、炎を包み込み、逆にアドリアンの方に押し返した。

「ちっ！」

　アドリアンは呪波を断絶し、自分が放った攻こう撃げき魔法を消去した。

　魔力の中和により、行き場を失った巨大な熱量が四散し、爆風を起こして床をえぐる。

　巻き上がった石や漆しつ喰くいの欠片かけらや土つち煙けむりがアドリアンの姿を吞のみ込こんだ。

「……余計なことを」

　リックはチラリとリオスの方を振り返った。

「貴様に怪け我がでもされると、俺との再戦に支し障しようが出るからな。安心しろ、もう手は出さんよ」

　リオスは一本取ったとばかりにニヤリとする。

「そう願おう。気き遣づかいは無用だ」

　憮ぶ然ぜんとした顔のリックだが、すぐに視線を前に戻もどした。

　土煙が薄うすらぎだすと、やはりその中には無ぶ事じに立つアドリアンの姿が浮き上がった。

「……なあ、これは少しばかり公平さを欠くとは思わんか？」

　彼は錦きん糸しの入った制服の埃ほこりを叩たたき落とすと、眼前で指を振って抗議した。

「先さきほどは一人が相手と言っただろう？」

「お前の口から公平さとはな」

　リックは片かた眉まゆを上げる。

「ふっ、それもそうだが」

　アドリアンは口くち髭ひげを撫なでながら苦笑し、剣を持ち直した。

　衛えい兵へい隊長とは思えぬ、ぎこちない構えである。

　二、三度左右の手に持ち変えてみると、途と方ほうに暮れたように溜ため息いきをつく。

「やれやれ。久しぶりでね、これを剣として使うのは。……始めていいかな？」

「ああ」

　リックはグリードの柄つかに手をかけた。

「では、お手合わせ願おう！」

　と、言うが早いか、アドリアンは目にも留まらぬ速さでリックに襲おそいかかった。

　一いつ瞬しゆん前までの初心者のような構えからは、想像もできない動きだ。

　キ、キ、キーンッ！

　三つの音が重なって石いし壁かべに反響した。

　三段突きである。アドリアンは瞬またたき半回ほどの間に、喉のど、左脇わき腹ばら、右太ふと股ももに向けて三度、剣を突き出したのだ。

　鋭するどい踏ふみ込こみで放はなたれた突きは、最もかわし難にくいもののひとつだ。

　リックは一撃、二撃をギリギリのところで抜いたグリードの鎬しのぎで受け、三撃目は身を退ひきながら相手の刃やいばを跳はね上げてかわした。

「驚おどろいたかね？　速さが身しん上じようなのは君の剣だけではないのだ！」

　アドリアンはさらに手を休めず、立て続けに技を繰くり出す。

　リックも、ジリジリと下がりながら防ぼう御ぎよに徹てつするのがやっとのようだ。

「確かにいい腕だ。だがその剣、仕つかえる相手を間ま違ちがえたようだな」

　リックは壁かべ際ぎわまで後退しながら言う。

「何故、ヴェリカンの追つい随ずい者しやに成り下がり、近きん隣りんの村々を襲った？　何故、ユガとアシュクトルの関係の悪化を目もく論ろむ？」

　アドリアンはわずかな隙すきをついてリックの首くび筋すじに突きを入れた。

　これを見切るリック。

　剣先が石壁に当たって、砕くだけた石の欠片が飛び散る。

　これにニヤリとするアドリアン。

「今の問いだが」

　彼は攻撃の手を緩ゆるめぬままに答えた。

「ヴェリカン様の考えは知らん。だが、正しよう直じきな話、私は好きなのだ。あの卑いやしい農民どもを踏ふみ躙にじり、殺すのがな！」

　アドリアンは哄こう笑しようした。

「晴れといっては日ひ照でりに怯おびえ、雨といっては洪こう水ずいに怯え、麦の粒つぶを数えて地を這はい回る屑くずどもではないか！　土に汚よごれた猿さるども！　誇ほこりを持たぬ、名めい誉よも知らぬ低能ども！　偉い大だいなユガの市民が慰なぐさみに殺して何がいかん!?」

「貴様に説教をするつもりはないさ」

　下がり、逃にげ続けていたリックがザッと踏み止とどまり、身体を庇かばうように左手を前方に突き出した。

「だが、貴様と私の意見は相あい容いれないものがある」

「馬鹿め！　貰もらったぞ！」

　電でん光こう石せつ火か突き出されたアドリアンの剣が、リックの左上じよう腕わんを貫つらぬいた。

「私の勝ちだ！」

　確信を抱いだいた狂きよう気きの笑えみが、衛兵隊長の顔に広がる。

　だが……。

「……これで貴様の動きは止めた」

　リックは剣が刺ささったままの腕をグイと引き寄せ、厳おごそかに宣せんした。

　左腕一本は、アドリアンの高速剣を封ふうじ込めるための代だい償しようだった。

「…………！」

　アドリアンの表情が驚きよう愕がくに取って代かわる。

　武器の自由を奪うばわれたまま、自分が敵てきの間ま合あいに引きずり込まれてしまったことに気がついたのだ。

　剣から手を離して逃げる間もない。

　リックの右手のグリードが回転し、逆さか手てに握り直されて斜ななめ上に切り上げられる。

「ぐはっ！」

　次の瞬間、氷ひよう刃じんはアドリアンの腹を裂さいていた。

　致ち命めい的てきな一撃。

　アドリアンは両手をダラリと力なく下げると、口からゴボッと血を噴ふいて仰あお向むけに倒れた。

「無価値な……屑ども……哀あわれな……私の……」

　見えなくなりつつある目を大きく開いたまま、彼はつぶやいた。

「貴様も農民の出なのだな？」

　鮮せん血けつの海に沈しずむアドリアンを見下ろして、リックは尋たずねてみる。

　アドリアンは笑おうとして血に咽むせ、咳せき込こんでからこと切れた。




「おい、腕は大だい丈じよう夫ぶか？」

　リオスが傍かたわらにやってきた。

「ああ」

　リックは腕に刺ささった剣を抜くと、上うわ衣ぎの袖そでを裂き、それで傷きず口ぐちのやや心しん臓ぞう寄りを強く縛しばった。

「……後はヴェリカンとデサフィナードか」

　リオスの言葉に、黒こく衣いの剣士はうなずく。

「奴やつはお前に任まかせる約束だったな」

　彼は部屋の隅すみにある等とう身しん大だいの人型を指した。

　アドリアンがその中にデサフィナードがいると言った、あの人型である。

　複雑な形状だが、実際の人間より一ひと回まわり大きな人形に、様さま々ざまな螺ね子じやバネが取り付けられたもの、といった印いん象しようだ。

　リオスはその人型に歩み寄ると、大剣の先で人型の頭部の面当てのような部分を跳はね上げた。

　現われたのは、涙なみだに濡ぬれたデサフィナードの、鼠ねずみのような顔だった。

「……もうお仕し舞まいだ」

　小こ男おとこは人型の中で咽むせび泣ないた。

「こいつか？」

　余りの情なさけない姿に、リオスは改あらためてリックに尋たずねる。

「ああ、間ま違ちがいなく拷ごう問もん官かんだ」

　だが、小男はリオスらの存在を大たいして気に留めるでもなく、一人つぶやいている。

「ヴェリカン様が……言われた。研究を止やめろと。研究を……続けられないのなら、生きている意味はない」

「研究だと？」

　デサフィナードはここで初めてリオスの顔を見た。

「苦痛の研究」

「では、あの人々は貴様の実験の材料にされたのか!?」

「そう」

　デサフィナードはリオスがなぜ愕がく然ぜんとしているのか分からない様子だ。

「研究には……必要な犠ぎ牲せい。究きゆう極きよくの苦痛を生み出すための研究に」

「究極……の？」

「そう、究極の苦痛！　だが、肉体的な苦痛。これは想像上の苦痛にかなわない。どのような拷問を与えるかの説明には、みな恐おそれ、慄おののく。ところが、実際に拷問を加えると、これが耐たえられてしまう！　もちろん痛みを堪たえられぬ者の方が多い。だが、彼らも白状するのは次に加えられる痛みを恐れてのこと。痛みそのものに屈くつしてではない！」

　普ふ段だんは辿たど々たどしいデサフィナードの口く調ちようが、次し第だいに狂きよう気きじみた熱気を帯おびできた。

「私はその想像の痛みを越える苦痛の開発に、多くの年月を費ついやしてきた！　だが！　だが！」

　拷問官の目から再び涙が溢あふれ出した。

「……それも今夜で終わり。ヴェリカン様はすべての実験を止め、研究成果を破は棄きするように命じられた。私も、終わりだ」

　彼は自分の入っている人型を見渡した。

「これは……究極の苦痛を生み出すための拷問具。最新の試作六号。どうせ今の地位から追われれば、私を恨うらむ多くの市民の誰だれかに殺される。死ぬのなら、最高の苦痛とともに死にたいのだ。さあ、喉のどのところについている螺ね子じを右に回してくれ！」

「……この螺子か？」

　リオスは大剣を左に持ち替かえ、デサフィナードが目で示した大きな螺子に手をかけた。

「そう！　それだ！」

　だが、リオスは螺子から手を離すと、おもむろに大剣を握にぎった左手を突つき出した。

　大剣は青銅製の人型を突き破り、デサフィナードの胸をえぐった。

「あっ……う！」

　ゴボッという、血と息が肺はいから漏もれる音。

　デサフィナードは空気を求めるように二、三度、口をパクパクと開くと、絶命した。

「慈じ悲ひ深ぶかいことだな」

　リオスが命を奪うばったところを見とどけたリックは言った。

「慈悲？」

　リオスは頭を振る。

「とんでもない。俺は奴やつにほんの一瞬でも楽しみの時間をやりたくなかっただけだ。……奴はあの赤あか毛げの娘を傷つけた。許ゆるす訳わけにはいかない」

　これを聞いたリックの目にかすかに面おも白しろがるような色が浮かんだが、リオスは気がつかない。

「さあ、行くぞ。後は一人だ」

　リオスは血ち糊のりを拭ふいて、大剣を鞘さやに戻もどすと言った。

　しかし、

「お前はもう下りろ」

　と、リックは彼の肩かたに手を置いた。

「何を言う？」

「お前の目的は果たされた。ヴェリカンのことは私の問題だ」

　リックはそのまま、上の階へと向かおうとする。

「ここまで来てそうはいくか！　俺は再戦までは貴様から離れるつもりはない」

　リオスは彼の前に立ちふさがった。

　いざとなれば、この場で剣を交まじえかねない勢いである。

「……やれやれ」

　リックはもう諦あきらめの表情だ。

「いいだろう、だが、手出しはするな」

「心こころ得えている」

　リオスは優ゆう雅がに道を開け、リックを通した。







　第八章　夜明け







　長い、そして最後の螺ら旋せん階段を上のぼってゆくリオスとフレオリック。

　途と中ちゆうには幾いくつも、二人を差し招くように松明たいまつが掲かかげてある。

　やがて、どのくらいの道みち程のりを歩き、どのくらいの高さまで上り、どの方向を向いているのかも分からなくなった頃ころ……。

　二人は暗あん赤せき色しよくの染しみがこびりついた樫かしの扉とびらの前にたどり着いた。

「……待ち伏ぶせの気け配はいはない」

　いったん立ち止まって耳をすませたリックは、扉を開いた。




　その円形の部屋には、窓がなかった。

　床ゆかにはどす黒い石が敷しき詰つめられ、壁かべには無数の髑どく髏ろが隙すき間まなく埋うめ込こまれている。

　髑髏の眼がん窩かの部分には蠟ろう燭そくが灯ともされ、室内は眩まばゆいほどの明るさだ。

　そして部屋の中心には、こちらに背を向け、片かた膝ひざをついて座すわる上半身裸はだかの男の姿があった。

「ようこそ。我が勝利の時の証人よ」

　男は立ち上がって振ふり返る。

「必ず、戻もどってくると思っていた」

　ヴェリカンである。

　彼は、リックの横に立つリオスにチラリと目をやった。

「……まず、部外者には大人おとなしくしていてもらおうか」

　ギュン！

　次の瞬しゆん間かん、リオスの身体からだが見えない巨人の手につかまれたかのように浮き上がり、壁かべに叩たたきつけられてそのまま張りついた。

「くっ！　は、放せ！」

　リオスがもがくが、腕一本動かせない。

「変わった技だな」

　リックは肩をすくめた。まだ、剣に手はかけない。

「ほんの余よ興きようだ。ユガ崩ほう壊かいの序曲を祝うためのな」

　ヴェリカンは両手を大おお袈げ裟さに広げて礼をする。

「やはり目的はユガとアシュクトルの戦争か。だが、何な故ぜだ？　アシュクトルは衰すい退たい期きにあるとはいえ、大国だ。まともに戦っても共とも倒だおれがいいところだろう。ユガの高官である貴き様さまが何故、そのユガの滅めつ亡ぼうを目もく論ろむ？」

「その答えを聞きたければ、まず、剣を抜くことだ」

　ヴェリカンは、床ゆかに置いてあった抜き身の曲刀を手に取った。

「フレオリック！」

　リオスが叫ぶ。

「そこで待っていろ」

　リックもグリードを抜く。

　ヴェリカンの構えは一見、無防備に等しかった。

　ただし、先のアドリアンのように、相手を油断させようとしてのものとは異ことなる。

　剣の先を下げた、隙すきだらけに見える格かつ好こうであるが、その実、まったく踏ふみ込こむ隙はないのだ。

　これに対し、リックは片手で持った剣を高く掲かかげて、相手の出で方かたを見る。

　腕と肩の力を抜いて、どの方向から攻こう撃げきを受けても対たい処しよできる状態を保つ。

　二人は、そのまま凍こおりついたように動きを止めた。

　眼球さえも微び動どうだにしない。次の動きを読み取られないようにだ。

　室内を緊きん張ちようと静せい寂じやくが支配する。

（……さすがフレオリックというところか。俺おれならば辛しん抱ぼうできずにとっくに打ち掛かっているところだ）

　壁に釘くぎづけになったリオスは、両者の間の無む言ごんの駆かけ引きに息を吞のんだ。

（だが、この勝負、長なが引びけばフレオリックに不利となる。連戦の疲ひ労ろうと、先さきほどアドリアンにやられた腕の傷は相当に堪こたえているはず……）

　やがて、フレオリックとヴェリカンは紙一枚の厚さほどの距離ずつ、ジリジリと間ま合あいを詰つめ始めた。

　己おのれと相手の間合いの違いを確認するように。

　そして……。

「さあ、楽しもうか？」

　そう言うなり、突とつ然ぜん、ヴェリカンが一気に床を滑すべった。

　駆かけ寄ったのでも、跳とんだのでもない。

　文字通り床を滑るように移動し、アッと言う間にリックの懐ふところに飛び込んだのだ。

　ブンッ！

　鈍にぶい音とともに、湿しめった空気を裂さいて曲刀がリックの頭部を狙ねらう。

　黒衣の剣士は身を沈めて、スレスレのところでこれをやり過ごす。

　だが、曲刀の刃やいばは風に舞まうようにフワリと方向を転じ、リックの右手て首くびを浅く切り裂いた。

「…………！」

　パッと飛び散る鮮せん血けつ。

　曲刀は続けて、さらに左肩の服と皮ひ膚ふを裂いた。

（な、何だ！　あの動きは!?）

　リオスは啞あ然ぜんとした。

　アドリアンの剣ほどの速さはないが、ヴェリカンの太た刀ち筋すじは優ゆう雅がで無む駄だがなかった。

　緩ゆるやかな曲線を描えがいて動くその刃は、一いつ瞬しゆんたりとも止まることがないのだ。

　防ぼう御ぎよするかと思えば下方から切り上げ、振り下ろしにかかるかと思えば右脇わきを守る、といった捉とらえようのない、水の流れのような剣だ。

　先さき読よみと速さで常に相手を凌りよう駕がしてきたフレオリックの剣が、剣聖ロヴァルの剣がここでは通用しなかった。

　完全に守勢に立たされるリック。全く反撃の糸いと口ぐちさえも見えないようだ。

（奴の剣が、フレオリックの剣を上うわ回まわると言うのか！）

　我わが目を疑うリオスである。

「手て応ごたえのない！　つまらぬぞ、フレオリック！」

　ヴェリカンは嘲あざけりの言葉を浴びせかけ、頸けい動どう脈みやくを狙ねらって曲刀を払った。

　ほんのわずか、刃が当たれば、それが致ち命めい傷しようとなる場所だ。

　ヴェリカンは明らかにとどめを刺さすつもりなのだ。

　だが、これこそがリックの待っていた瞬間だった。

「……焦あせったな、ヴェリカン」

　シャキーン！

　氷の剣が曲刀を受け止め、上空に弾はじき飛ばした。

　ヴェリカンの剣法は、動きを読まれぬように曲刀を払うように使い、大おお振ぶりとなる打ち技や突きは使わない。

　それゆえ、一気に勝負をつけようとすれば、狙う場所は限られてくる。

　リックは終しゆう始し、守りに回って耐えながら、ヴェリカンが急所の首くび筋すじを狙ってくる一瞬を待っていたのだ。

「終わりだ！」

　リックはグリードを横よこ薙なぎにした。

　白はく刃じんが閃ひらめき、ヴェリカンの首が宙ちゆうを舞った。

「見み事ごとだ！」

　リオスが思わず声を上げる。

　頭部を失った身体からだは、棒ぼう立だちになって痙けい攣れんを起こし、夥おびただしい量の血を傷きず口ぐちから噴ふん出しゆつさせながら倒れた。

　はね飛ばされた首はゴロゴロと床を転がり、壁に当たって止まった。

　たった一度のわずかな機会に賭かけて得た勝利である。

　そして、ヴェリカンにとっては確実な死……。

　本来ならば、いや、自然の法則が常に例外を許さないものであれば、幾いくつかの謎なぞを残しながらも、これですべては終わったはずであった。

　しかし……。

「…………！」

　リックも今回だけは、驚きよう愕がくの表情を顔に浮かべずにはいられなかった。

「まさか？……まさかっ!?」

　リオスに至いたっては、己おのれの正気に疑いを抱いだくことを止められなかった。
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　もっとも、この悪夢のような光景を目にすれば、誰だれでもリオス以上に冷静ではいられなかっただろう。

　死んだはずのヴェリカンの首が、起き上がってこちらを向くのを見れば。

　リオスとフレオリックは、血の滴したたる生なま首くびがゆっくりと、まるで見えない糸で操あやつられているかのように動き、話し出すのを目まのあたりにしたのだ。

「……無む駄だだ」

　ヴェリカンの首は、口の端はしを引き上げて笑った。

「この塔とうの中では、私を殺せはしない」

　首はそう語ると、ボウッと青い焰ほのおを上げて燃え、灰となった。

　と同時に、首を失った胴どう体たいが立ち上がり、切り落とされた首の断面から血と肉が盛もり上がり出す。

　そして瞬またたく間に、頭ず蓋がい、眼球、筋肉、皮ひ膚ふが再生され、新たな首が生まれた。

「この罪科の塔で苦痛の中に死んでいった無数の人々の怨おん念ねんが、私を守っている。私はこの塔で生を受けた。言わばここは私にとって母の胎たい内ない！」

　元もと通どおりの首を得たヴェリカンは、高らかに言い放った。

「……何だと？」

「我が母は……」

　ヴェリカンは床に落ちた曲刀を拾い上げると、刀とう身しんに指を這はわせて刃はこぼれがないかどうか確かめる。

「些さ細さいな罪でこの塔に入れられ、拷ごう問もんを受けて死んだ。既すでにこの時臨りん月げつに達していた母は他の死体とともに積まれ、腐くさるに任まかせられた。私は母の遺い体たいに蛆うじが湧わき始めた頃ころに、自みずから腹を破って生まれてきたのだそうだ。……これは当時の拷問官から聞いた話だがね」

　彼は曲刀がそれほど傷いたんでないのを見て、満足そうにうなずく。

「私の誕たん生じようを知った時、参さん事じ会かいの連れん中ちゆうは、身み重おもの女を死なせた罪の意識から私を養子に出して育てさせ、高い教育を受けさせた。自分たちの手て先さきとなる、忠実な人間を造つくる目的もあったのだろう。だが、私は母の恨うらみを、そしてこの塔で死んでいった多くの者たちの怨念を忘れはしなかった」

「それで、手始めは拷問官か？」

　と、フレオリック。

「ふっ、さすがだな。私は母を責めた拷問官をでっち上げの犯罪で起き訴そし、長なが年ねん彼自身が使っていた拷問具にかけて殺した。デサフィナードはその後あと釜がまだよ。よくやってくれた。この塔にこもる無念の思いをさらに蓄ちく積せきし、憎ぞう悪おと怨念を最高にまで高めるために」

　ヴェリカンが笑うと、部屋が、いや、塔全体が震ふるえ、まるで野や獣じゆうが唸うなり声ごえのような石の軋きしみの音を立てた。

（この感覚は？）

　リックは、ヴェリカンやリオス以外にも、多くの意識が近くに存在するのを感じて周囲を見回す。苦く悶もんとも、怨えん嗟さともつかぬ、暗黒の鼓こ動どうのような気け配はいだ。

「そう。その通りだよ。この罪科の塔は生きている。そして、虚きよ飾しよくに満ちたユガの街まちを滅ほろぼすために私を産んだのだ！　少数の商人を肥こえ太ふとらせるため、多くの者を踏ふみ躙にじってきたこのユガに、終末をもたらすために！」

「亡ぼう霊れいめ……」

　リックはつぶやく。

「貴様とて同じだろう、フレオリック」

　ヴェリカンは薄うす笑わらいを浮かべる。

「私は知っているぞ。王位を狙ねらう弟を殺し、彼と通じて自分に毒どくを盛もろうとした妃きさきをみすみす死に至いたらしめたのは、深い恨うらみの念からではないのか？　妃のヤズミナは……」

「黙だまれ！」

　思わず声を荒らげるリック。

　ヤーバシアを出しゆつ奔ぽんした夜の、忌いまわしい記憶が脳のう裏りを過よぎったのだ。




　リックが今でもはっきりと覚えているのは、就しゆう寝しん前の葡ぶ萄どう酒しゆを持ってきた若い侍じ女じよの姿だった。

　よく目をかけていた、愛くるしい少女だった。

　あの夜、少女はいつものように王の寝室にやってくると、震ふるえる手で杯さかずきに血のように赤い酒を注そそいだ。

　怯おびえて緊きん張ちようしきった青白い顔。

　どうしたのだろうと訝いぶかりながらも、若き国王フレオリックは微ほほ笑えんで杯を口に運ぶ。

　だが、唇くちびるが触ふれる直前に、侍女の手が杯を奪うばった。

　そして、杯の中身を飲み干ほしたのだ。

　侍女は倒れ、驚おどろいて助け起こすリックの腕の中で冷たくなっていく。

　速そつ効こう性せいの猛もう毒どくであることはすぐに分かった。

　何な故ぜ、と問いかけるリック。

　侍女は、ヤズミナ妃ひに命じられて葡萄酒に毒を入れたこと、そして、自分が密ひそかにリックを慕したっていて、そのために妃の命令に従えなかったことを告白し、息を引き取った。

（……死ぬべきはあの少女ではなかった。王としての適てき格かくを欠いた私だったのだ）

　リックは己おのれを責めずにはいられなかった。

　娘の遺い体たいを、床にそっと下ろしてからの記憶は断片的だ。

　まず、浮かんでくるのは、弟の寝室から乱れた薄衣の前を搔かき合わせながら出てくるヤズミナのシルエット。

　氷の剣を握にぎる、リック自身の手。

　次に、王座を挟はさんで立つ、自分と弟の姿。弟の腕の中では、ヤズミナが憎にくしみの目をこちらに向けている。

　それから突とつ然ぜん、飛び散る鮮せん血けつの赤が視界を染める。

　赤の光景の中、喉のどを裂さかれて、ゆっくりと倒れてゆくヤズミナ。

　狂きよう気きの色を目に宿やどした弟が、ヤズミナの血に染まった短剣を投げ捨て、剣を抜く。

　毎日のように見る、悪夢の光景である。

　そして、悪夢の最後はいつも同じ。

　王座に置かれた弟の首の前に立ったリックが、グリードの放はなつ冷気に凍こおった手を見つめている姿なのだ。




「……そう、貴き様さまは怒いかりと憎にくしみに弟を殺した。ヤズミナ妃も弟が先に殺していなければ貴様が殺していたはずだ。そして今、かつての友人だったメロダフとその妃を殺させ、己れを慕したう少女を傷つけた私への復ふく讐しゆうのために貴様はここに立っている。貴様は憎ぞう悪おの宮きゆう廷ていの王。憎しみこそが貴様の力の源みなもとなのだ」

　ヴェリカンは再び曲刀を構えた。

「貴様のその憎しみ、この塔とうの力の一部になってもらおう！」

　彼は切りかかった。

　今度は、先ほどまでとは打って変わった素す早ばやい動きだ。

　キンッ！　キンッ！　キーンッ！

　立て続けに刃と刃のぶつかり合う音が響き渡る。

　先ほどまでとの緩かん急きゆうの違いで、相手を翻ほん弄ろうしようという考えなのだろう。

　だが、それはあまりにもリックを見くびり過ぎた戦術だった。

　リックは同じ相手にそう何度も引けを取る剣士ではない。

　一いつ旦たん、曲刀を鎬しのぎで受け、その刃やいばに沿そって剣を滑すべらせながらヴェリカンの懐ふところに飛び込むとその右腕をはねた。

　これで通常なら相手の攻撃力を奪うばったことになるはずだ。

　ところが、曲刀を握にぎった右腕は宙ちゆうを舞まいながら、やはり青い焰ほのおを上げて消しよう滅めつした。

「無む駄だだと言ったはずだ」

　腕は切り口からすぐに再生し、曲刀をまた拾い上げた。

「私は無限に再生する。しかし、貴様はいつか疲れる。その上、左腕と右手の指の出血も無視はできまい？」

　ヴェリカンは顔全体を歪ゆがめるようにして笑った。

　確かにリックの指と左腕の傷からは、再び血が流れ始めていた。

　出血は大量に体力を奪うことを、リックもヴェリカンもよく知っていた。

「……お前が生き返る限りは、私も斬きり伏ふせてやるさ」

　リックは流血が腕を伝ってポタポタと床に滴したたり落ち、血ち溜だまりを作るのを靴くつ先さきに感じながらも言い放った。

「そうか？　では、こういう余よ興きようは如何いかがかな？」

　ヴェリカンがそう言って指をパチンと鳴らすと、突然、部屋の床と内壁が揺ゆらぎ、変化した。

　壁も床も、まるで肉のように柔やわらかくなり、リックの足はズブズブと沈み始める。

　壁のリオスも同様だ。

　意外な変化にさすがのリックも体勢を崩くずしかけ、グリードを床に突き立てて辛かろうじて倒れるのを防ぐ。

「言っただろう？　ここは胎たい内ないなのだ」

　ヴェリカンはゆっくりとリックに近づく。

「エレネイ一の剣士も、こうして動きを封ふうじられてはな」

　曲刀が大きく振り上げられた。

　リックは剣を素早く左手に移すと、同時に右手を懐ふところに差し入れて何かをつかみ、ヴェリカンに向けて鋭するどくそれを投げつけた。

「グォッ！」

　それは一直線に飛んで、ヴェリカンの右目を貫つらぬいた。

「……針だと！」

　デサフィナードがピュティアの首から抜いた振ふりをした時に差し出した、あの偽にせの針である。

「姑こ息そくな！」

　ヴェリカンは親指を眼がん窩かに差し込んで、眼球ごと針を刳えぐり出した。

「こんなもので私を止められると思うか!?」

　ほんの数呼吸ほどの時間で、眼球は再生した。

　ヴェリカンは今度こそ、慎しん重ちように曲刀をリックの胸に突きつける。

　大おお振ぶりをして、隙すきを突かれるような真ま似ねはもうしない。

　確実に心しん臓ぞうを狙ねらってるのだ。

「……まあ、貴様はついているのかも知れぬな。あの月げつ蝕しよくの夜を迎むかえずに済すむのだから。私に感謝するがいい」

　彼はふと、手を止めて言った。

「月蝕だと？」

「そう。銀の月カエト。碧あおの月アバル。赤の月アティード……。この三つの月が重なり、ひとつとなる夜。太たい古こより定められた運命の時だ。私でさえ、その夜には神に祈いのらずにはいられないだろう」

「生あい憎にくとそんなものを見物する趣しゆ味みはないがね」

「くくくく。貴様は何も知らんのだよ、何も」

　ヴェリカンは、獲え物ものの鼠ねずみをいたぶる猫ねこのように喉のどを鳴らす。

「無む駄だ話ばなしは止やめにしよう。どうせ貴様には関係の無くなることだ。さあ、死ね」

　彼は曲刀を握る手に力を込めた。

　だが……。

「この距離は私を殺やるには近過ぎたな」

　リックは身を棙ねじりながら、左手でつかんでいたグリードをヴェリカンより一瞬速く突き出した。

　意表を突く左手での一撃は、ヴェリカンの胸に深ふか々ぶかと刺ささる。

　対するヴェリカンの曲刀はリックの胸を裂さき、血を迸ほとばしらせたが、肋ろつ骨こつを断ち切ってその奥に達するまでには至いたらなかった。

「無駄なあがきと何度言わせる？」

　心臓を貫つらぬかれながらも、絶対優位を確信するヴェリカンは哀あわれみの表情を見せる。

「無駄かどうかっ！」

　リックは諦あきらめなかった。氷の剣をさらに深く、ヴェリカンの胸に食くい込ませる。

「氷竜よっ！」

　リックの叫びとともに、グリードから放たれた白い冷気が一瞬、竜の形を取ると、再び収しゆう束そくする。

　そして、輝かがやきを増した氷ひよう刃じんが突き立った場所から、ヴェリカンの身体からだが急速に凍こおり始めた。

「何だ……と？」

　ヴェリカンの全身はたちまち凍りつき、氷の像と化した。

　リックはグリードの柄つかを両手で握り、グイッと捻ひねる。

　すると、氷像の胸から全身にヒビが走り、ヴェリカンの身体はパーンという音とともに粉こな々ごなに砕くだけ散った。

　しかし、飛び散る赤い氷の粒つぶは、一いつ旦たんは霧きりのように広がったものの、またすぐにひとつにまとまり始める。

　その欠片かけらの一つ一つが意志を持つかのように。

　まさに不ふ死じ身み。

　砂粒以下の大きさにしようとも、ヴェリカンの命を奪うばうことはできないのだ。

「これしきのことで、我わが大望を挫くじけると本当に信じているのか？」

　ヴェリカンの声が、リックの努力を嘲あざけるように響き渡った。

　細こまかな肉につ塊かいは融とけながら、次し第だいに再び人の姿を取り始める。

　シャリシャリと音を立てながら、血ち塗まみれの人形が完成してゆくのだ。

「駄目だ……、いくら奴やつでも、これでは勝てない」

　壁に半なかば埋うもれ、身動きの取れないリオスが絶望の言葉を吐はく。

　だが……。

　この光景を目にしながらも、リックの顔に絶望の色はなかった。

　その目に宿やどる闘とう志しは、ほんの僅わずかも失うせてはいなかったのである。

「……ヴェリカン、確かに、塔の中ではお前は無む敵てきだ」

　リックは精神を集中し、グリードを両手で高く掲かかげて大だい上じよう段だんに構えた。

「だが、外ではどうかな？」

「あ、あの構えは！」

　リオスが叫さけんだ。

「リオス、お前の技を使わせてもらう」

　リックはグリードを真っすぐに振り下ろした。

　その動きはあまりにも速く、リオスの目にも白い閃せん光こうのきらめきとしか映うつらなかった。

　まさにリオスの必殺の衝しよう撃げき波はそのままの技だが、グリードはそこに氷雪の嵐あらしの力を増し加えた。

〝白い死〟とでも呼ぶべき、新しい技だ。

〝白い死〟の巻き起こした凍いてつく突とつ風ぷうは、固まりかけていたヴェリカンの身体を再び凍らせて砕くだき、壁に叩たたきつけた。

　そしてさらに、無数の巨大な雹ひようが塔とうの厚い壁をも砕き、大きな穴を開ける。

「ウォォォォーッ！」

　ヴェリカンは細かな肉塊のまま、藍あい色いろの夜空に放ほうり出された。

　満天の星と三つの月が放つ光を受けて、凍ったヴェリカンの粒はキラキラと光った。

「くっ！　母よーっ!!　母よぉぉぉーっ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、ヴェリカンは灯ひの消えることのない街まちに降り注そそいでいった。

　彼が最後に母と呼んだのが、彼を産んだ女のことか、それとも罪科の塔のことなのか、リックには分からなかった。

「…………」

　リックは、自分の足を捉とらえていた床に剣を突き立てた。

　床は粘ねん土どのようにボロボロになっている。

　ヴェリカンという窓口を失い、塔の怨おん念ねんはこの世界に力を及ぼすことができなくなったのだろう。

　リックは足を抜くと、壁に開いた穴のそばに行って外を見た。

　眼がん下かに広がる、退たい廃はいと享きよう楽らくの街。

　地に、星空がそのまま落ちてきたかのように明るい街まち並なみだ。

「ヴェリカン……」

　リックは語りかけるように言った。

「私は弟も、妻も憎にくんではいない。以前は自分の存在さえ憎んだものだが、ピュティアと会ってからはそれもなくなった。今はただ、己おのれの未み熟じゆくさを悔くやむのみ。弟を、ヤズミナを、侍じ女じよを、そしてまた、メロダフとドロローサを救えなかった未熟さを。私はお前とは違うさ……」

　彼は振り返り、半分壁に埋まったままのリオスを引き出しにかかる。

「奴は、死んだのか？」

　服についた粘ねん土どを払い落としながら、リオスが尋たずねた。

「ああ」

　リックはうなずいた。

「どうやら、空を飛ぶ才能には恵まれてはいないようだったな」







　終章　戦乱の始まり







　罪科の塔とうを下りると、広間ではピュティアとディディが毛もう布ふを敷しいた上に並べて寝ねかされ、その傍かたわらにアマラとダル・ハーが腰こしを下ろしていた。

　二人の娘は、軽い寝ね息いきを立てて目を閉とじている。

　参さん事じ会かいの老人連れん中ちゆうはと言えば、ピュティアに何かあったらと怯おびえて、部屋の隅すみで小さくなって固まっていた。

　リックたちはまず部屋から老人たちを追い出すことにした。

　リオスからヴェリカンの死を聞くと、参事会員たちは青くなった。

「何と、ヴェリカンが！」

「おお、困こまったことになった！」

「困っている場合ではないな」

　と、リオス。

「お前たちが暗殺したメロダフの後あと釜がまは、賢かしこくはないが好戦的で欲深い。国内の体制が固まったら、必ずユガに宣せん戦せん布ふ告こくするぞ」

　これで老人たちは卒そつ倒とう寸前になった。

「ヴェリカンの策が裏うら目めに出るとは！」

「この局面、どのように打開すればいいのじゃ!?」

「新しい相談役を任命して事態に当たらせよう」

「そうじゃ、新しい相談役を選ばねば！」

「候補者がおらぬ」

「選挙か？」

「推すい薦せんの上全ぜん会かい一いつ致ちでは？」

「時間がかかり過ぎるぞ」

「いや、それより……」

　老人たちは、リックたちのことは忘れて議論しながら広間を出ていった。

「……殺す価値もない、愚おろか者どもだ」

　リオスは吐はき捨すてるように言った。




「針は抜いたのか？」

　参事会の連中が消えると、リックは金きん髪ぱつの少女のそばにしゃがみ込こんで顔色を見、それから振り返って気き忙ぜわしげにアマラに尋たずねた。

「まだよ」

　アマラは頭を振ふる。

「何をしていた？　あれからどれだけの時間が経過したと思っている？」

「無む茶ちや言わないで。ディディの方だって、瀕ひん死しの重傷だったのよ。一応私が応急の手当てをしたけれど、休息が必要よ」

「起こせ」

　リックは、ディディの肩かたに手をかけて揺ゆり起こそうとする。

「待て！」

　と、その手を押さえたのはリオスである。

「フレオリック、貴き様さま、自分の女のためならこの娘を殺しても構かまわんというのか？」

　リックは挑いどむような視線を返す。

「当然だ」

「……ピュティアが起きてたら絶対に言わねえ台詞せりふだな、そりゃ」

　ダル・ハーがこっそりとつぶやく。

「ふざけるな！　おまえがその気なら、俺おれはこの娘を命に代えても守ってみせるぞ！」

　リオスは、背中の大剣に手を伸のばした。

　リックも、グリードの柄つかに手をかける。

　その脇わきで、期待に目を輝かがやかせるダル・ハー。

　幸さいわいリックは浅からぬ傷を負い、疲ひ労ろうしている。

　うまくいけば、金貨三千の賞しよう金きん首くびを手に入れられるかも知れないのだ。

「止よしなさい！　怪け我が人にんが安静にしているのに一いつ体たいどういうつもり！」

　とうとうアマラが立ち上がって、二人の間に割って入った。

「フレオリック、私もピュティアのことは大好きよ。でも冷静に考えて。無理をしてこの子が死んでしまったら、それこそピュティアは助けられなくなるわ。……それに、そっちの金髪の坊ぼうやも黙だまっていなさい。話が拗こじれるから」

　二人はしぶしぶ剣から手を離した。

　だが、依い然ぜんとしてにらみ合ったままだ。

　その時、

「……アマラ……さん」

　と、か細ぼそい声が呼びかけた。

　アマラはハッと後ろを見る。

「ディディ！」

　赤あか毛げの娘は、意識を取り戻もどして起き上がろうとしているところだった。

「まだ休んでいないと！」

「……いいの」

　ディディはかぶりを振る。

「何をすればいいのか、言って」

「でも……」

「やりたいのよ。この命はフレオリックに救われたものだから。私が命を狙ねらっていることを知っていても、彼は助けてくれた。そのお返しができるのなら、その機会は逃のがしたくないの」

「だが、下へ手たをすれば君の方が……」

　と、リオスが反対する。

「ありがとう、心配してくれて」

　赤毛の娘は微ほほ笑えんだ。

「でも大だい丈じよう夫ぶ。私だって死ぬ気はないもの。……起こしてくれる？」

「……ああ」

　リオスは赤面しながらディディを抱き上げ、ピュティアの横に座すわらせる。

「ちっ、すっかり骨抜きか…」

　舌したを鳴らしたのはダル・ハーだ。

　リオスに支えられたディディは、まずアマラから状態を詳しよう細さいに聞き、ピュティアの身体からだを横向きに寝かせた。

　それから首くび筋すじに指を当てると、精神を集中し厳おごそかな呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「あらゆる生命の源みなもとたる太陽よ、癒いやしの波動の司つかさよ、汝なんじの下げ僕ぼくたる我われの手より、その御み力ちからを発現させ給たまえ……」

　ディディの指先に薄うす緑みどり色いろをした輝きが生まれ、しばらく暖かい光を放って、やがて消えた。

　外見上、ピュティアの様よう子すに変化は見られない。

「……これでもう終わりなのかよ？」

　二ふた呼吸ほどおいて、ダル・ハーが尋たずねる。

　だが、デア・アブノバの魔女は直接それには答えず、黒衣の剣士の顔を見て声をひそめた。

「フレオリック、相談があるの」

　リックは表情を曇くもらせ、耳を寄せた。

「今の施せ術じゆつで進行は遅らせたけれど、針は脳のこの辺あたりまで達しているわ」

　ディディは自分の後頭部を指さした。

「もちろん、抜くことはもう不可能。だから脳内で針を粉ふん砕さいするしかないの」

「そうすれば助かるのか？」

　ささやくリック。

「助かる可能性はある、というところね。けれど、命が助かった場合でも、針を破は砕さいする際さいに脳の一部を損そん傷しようする確率がかなり高いの」

「つまり、どういうことだ？」

「そうね……、記憶をなくしたり、生きながら死人のように全く動けなくなったり、言葉を失ったり……。どんな結果が出るのかは分からないわ。後こう遺い症しようが全く残らない可能性は無きに等しいわね」

「……では、破は壊かいしなければどうなる？」

「確実な死。でも、定期的に施術を続ければ、数年先まで死期を遅らせることができるはずよ。痛みの方も、ある種の麻ま薬やくで抑おさえることができるし……」

　ディディは眉まゆをひそめる。

「でも、どちらがいいとは、わたしは言えないわ。あなたが選んで」

「……何な故ぜ私に？」

　一いつ瞬しゆん、リックは当とう惑わくの表情になる。

「本人の意識がないのだから、一番近ちかしい人が決定すべきよ」

「だが、むずかしい選せん択たくだ」

「そうね。たぶん、どちらに決めても後こう悔かいすると思うわ。だけど、あなたの決めたことなら、この子は受け入れてくれるんじゃなくて？」

「私には……、選ぶ資格がない」

　頭を振るリック。

（……ヤズミナを失った時の過あやまちを、また私は犯おかすのか？）

　再び、あの悪夢が思い出される。

　弟の短剣がヤズミナの喉のどを搔かき切った瞬間のことが。

　もしあの時、自分が的てき確かくな判断を下くだしていれば、ヤズミナも、弟さえも救えたかも知れない。

　だが現実は、剣を抜くべきか否いなかの重要な判断を誤り、ヤズミナは血の海に倒れた。

　フレオリックを憎にくみながら。

　そして、今また……。

　フレオリックは助言を求めるように、苦悩に満ちた瞳ひとみをアマラの方に向けた。

　しかし……。

「やっぱり駄だ目めよ、あなた以外じゃ」

　彼女は突つき離すように言った。

「……それとも、恐こわいのかしら？」

「恐い、だと……？」

「そうよ。あなた、恐おそれているんだわ」

「笑わせるな」

　リックの声がわずかに怒ど気きをはらむ。

「実際、笑うわよ。数え切れないほど人を斬きってきた男が、女の子一人の命を背せ負おうのを恐がっているのを見れば。生死の境さかいをさ迷まよっている時に背を向けようとするような男を相あい棒ぼうなんて呼んでいたと知ったら、きっとあの子、自分に幻げん滅めつするでしょうね」

　厳きびしい言葉である。叱しつ咤たするためとはいえ、黒こく衣いの剣士にこれだけのことが吐はける女はそうはいないだろう。

　だが、はっきりと己おのれの怯きよう懦だを指し摘てきされたおかげでリックの迷いは消えた。

（……そう、相棒、だったな）

　彼は自じ嘲ちようする。

（確かにピュティアが目を覚ましていたら、また喚わめかれるところだ）

　決心はついた。

「……やってくれ」

　リックはディディに向かって言った。

「相棒の命ぐらい、背負ってやれる」

　ディディはうなずき、ピュティアの首くび筋すじに再び手を持っていく。

「アウデヴェラ様……わたしに奇き跡せきを起こす力を」

　彼女はデア・アブノバの長おさに祈いのり、再び呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

「偉い大だいなる灼しやく熱ねつの炎ほのおよ。太たい古こよりの契けい約やくに基もとづき、我わが意志をなせ。命を蝕むしばみし邪よこしまなる冷たき鉄を、その力をもて塵ちりに帰せ！」

　パチッ！

　詠唱の終しゆう了りようとともに、白い閃せん光こうが手の下で弾はじけた。

　一ひと筋すじの煙けむりが、ピュティアの後頭部から上がり、錆さびのような臭においがかすかに漂ただよう。

「……終わったわ」

　呆あつ気けないほどの短い時間で、施術は済すんだ。

　小さなため息いきを一つついて、赤毛の魔女はリオスの腕の中にもたれかかる。

「どうだ？」

　緊きん張ちようを押し隠かくした声で尋たずねるリック。

「結果は、意識が戻もどれば分かるはずよ。起きた途と端たんに話せるようなら、後こう遺い症しようの問題はないわ」

　ディディはそう答えると、目を閉とじた。

　疲れたのか、すぐに寝ね息いきを立て始める。

　リオスはどうしたら良いのか分からず、助けを求める視線でダル・ハーやアマラの方を見渡したが、もちろん二人は気づかぬ振りをした。

　一方……。

「ピュティア」

　リックは、少女の頰ほおに手を当てて、小声で呼びかけた。

「ピュティア？」

「…………」
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　ピュティアはうっすらと目を開いた。

　何かを確認するように、エメラルド色の瞳ひとみがじっとリックの灰色の瞳を見つめる。

「…………」

　少女はそのまま、口をきこうとはしない。

　ようやく唇くちびるが開いたのは、しばらくしてアマラたちが二人のまわりを囲んだ後だった。

「あ……」

　言葉を選んでいるのか、それとも言葉自体を忘れてしまったのか、なかなか声が出てこない。

　最悪の場合、ただ生きているだけの人形のようになってしまっている可能性もある。

　見守る一同の顔に不安の色がよぎる。

「あ、あたし……、あた……」

　ピンクの唇が震ふるえた。

　みんなが顔を寄せ、言葉を待つ。

　そして……。

「……あたし、よく寝てたみたい。……リック、何だかとっても気持ちいいよ！」

　ピュティアは笑って猫ねこのように伸のびをすると、リックの胸に飛び込んでいった。

「……ふっ」

　一同がほっと安あん堵どのため息をつく中、リックはサッとピュティアから身をかわした。

　少女はベチャッと床に落ちた。




　　　　＊　＊　＊




　数日後、ピュティアの身体からだはようやく旅に耐たえるまでに回復した。

　奇き跡せき的てきに後遺症の様よう子すは全まつたくない。

　ダル・ハーもアマラも、リックらと同じ日にユガを発たつことにした。

　その日の朝……。

　街は戦争の噂うわさで騒さわがしかった。

　穀こく物もつを扱あつかう商店に人が殺さつ到とうし、木材の買い付けに何頭もの早はや馬うまが地方に散っていく。

　渡りの鍛か冶じ職人も親方同士の間の引き抜きが盛さかんだ。

　不安を感じて街を出る者はなく、ほとんどの住人は大きな儲もうけの機会と思っているようである。

　もっとも、彼らもすぐにその読みの浅さを後こう悔かいすることになるのだが……。

「残るのか？」

　リックは、杖つえをついて街門まで見送りに来たディディに聞いた。

「ええ、これからしばらくユガやその周まわりでは戦乱で多くの人が傷きずつくわ。その人たちをできるだけ助けて上げたいの」

　そう答えたディディの顔は輝かがやいていた。

　拷ごう問もんの痕あともほとんどが癒いえ始め、彼女本来の若々しい美しさが戻もどってきている。

「私、ようやく分かったの、魔法の正しい使い道が。デア・アブノバの魔法は命を奪うばったり、人を傷つけるためのものじゃない。命を慈いつくしみ、自分を守る術すべを持たない人を救うためにこそ、その力は使われるべきなのよ」

「だからこそ、長のアウデヴェラは君に言ったのだろう。生きろ、と」

　リックはうなずいた。

「ええ、今になってそのことが分かるわ。……あなたに教えられたから」

「私は何もしていないぞ」

　リックは肩をすくめ、話題を変えた。

「……ところで、リオスはどうしている？」

「ベッドの上。今だにあなたを殺すって息いき巻まいているわ」

　ディディは笑った。

「駄だ々だっ子こよ、まるで」

「そうか。ゆっくり治ち療りようしてやってくれ」

「はいはい、ゆっくりね」

　彼女は爪つま先さき立だちになり、リックの頰ほおに口づけした。

「……ではな」

　リックは手た綱づなを握にぎり、黒馬にまたがった。

「また、会いましょう。あなたたちも」

　デア・アブノバの魔女は、三人にも感謝を込こめたキスをする。

「じゃあね」

「お別れだな、赤あか毛げちゃん」

「元気でね」

　ピュティアたちは口々に別れを告げ、自由都市を後にした。




　やがて、街が見えなくなった頃ころになって、街かい道どうが二つに別れた。

　ひとつはそのまま東に、もうひとつは北に続く道だ。

「どうやらここでお別れね」

　アマラが言った。

　彼女とダル・ハーは東に、リックとピュティアは北だ。

「今回は儲もうけ無し？　残念だったね」

　去り際ぎわにピュティアがアマラにちょっと意い地じ悪わるく声をかける。

「そうね。まあ、今回はあなたに貸しを作ったことで満足するわ」

　アマラは軽く受け流し、ウインクした。

　誰だれも知らなかったが、彼女の胸の谷間には、参事会員たちが書いたユガにおける通商許きよ可か証しようが入っていた。

　いつの間まに書かせたものか、うまく売り捌さばけば金貨千枚にはなる代しろ物ものだ。

　もっとも、今後ユガとアシュクトルの戦争が激げき化かすれば、ただの紙かみ屑くずにもなりかねないが……。

「貸しぃ～？」

　ピュティアは露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「そう。いずれ、返してもらうわね」

「……いつ？」

「考えておくわ」

「……ど、どこまで嫌な女なの、あんたは！」

　アマラは笑い、リックの方を向き直る。

「残念だけど……。仲間の一座のところに、早く帰らないといけないの」

「そうだな」

　うなずくリック。

「もう、そっけないわね」

　女おんな占うらない師しは馬の上から身を乗り出して、リックの衿えりをつかむと、グッと引き寄せてその唇くちびるを貪むさぼった。

「ああん！　また！」

　ピュティアが引き離そうとする前に、アマラはさっと離れて少女の爪つめの達とどく範はん囲いから逃のがれると、そのまま馬の鼻はな先さきを東へと向けた。

「じゃあね、ピュティア。キスの仕し方かたも、ちゃんと覚えるのよ！」

「もう！」

　ピュティアは女占い師の背を見送ると、賞しよう金きん稼かせぎの髭ひげづらに顔を向ける。

「……ダル・ハー、あんたは一いつ緒しよに来んの？」

「冗じよう談だんじゃねえ！　これ以上付き合ってられるかよ！　金にはならねえわ、死にそうな目に遭あうわ、二度とてめえらの面つらなんざ見るか！」

　ダル・ハーはアマラに続こうと馬の腹を蹴ける。

「ダル・ハー」

　リックが彼を呼び止めた。

「これを持って行け」

　彼は金貨の革かわ袋ぶくろを下げたラバの背を叩たたき、ダル・ハーの方に進ませる。

「おい、こりゃあ……？」

「塗ぬられた毒どくは洗い流せば使える。価値に変化はないだろう」

「お、おめえ！」

　ダル・ハーの目から涙なみだが溢あふれそうになる。

「本当はいい奴やつだったんだな！　命を狙ねらって悪かった！」

　賞金稼ぎは鼻をすすり、ラバの手た綱づなを握にぎった。

「気にするな。さらばだ」

　リックは背を向け、北へ進路を取る。

「ああ、ありがとよ！　これで女によう房ぼうとお袋ふくろの待つ故郷へ大手を振って帰れるぜ！」

　ダル・ハーは元気よく手を振って別れを告げた。




　しばらくして地平線の向こうにリックたちが見えなくなると……。

　先ほどから、馬上で必死で笑いを堪こらえていたアマラがプッと吹き出した。

「どうしたあ？」

　と、手綱を並べるダル・ハー。

「……い、いいえ」

　アマラのクスクス笑いは止まらない。

「言えよ」

「あなた、ほくほく顔だけど、その袋の金貨、よく見てみた？」

「よくって……、その、触さわれねえからよ」

「それ、黄おう鉄てつ鉱こうよ」

「おうて……、何だ、そりゃあ？」

「愚ぐ者しやの黄金。つまりは偽にせ金がね」

「あんだとお！」

　ダル・ハーは思わず鞍くらから落ちそうになる。

「ねえ、考えてもみなさいよ。毒で殺そうとする相手に、わざわざ本物の金貨を支払うかしら？」

「ち、ち、ち、ち、ち、ち、ち、ちっくしょーうっ！」

　ダル・ハーはラバの鞍から革袋をもぎ取り、投げ捨てた。

　袋が破け、鈍にぶい音を立てて地面に散らばる金貨。

　よく見ると確かに本物よりも光こう沢たくが悪い。

「フ、フレオリックの野や郎ろうは知っていやがったのか!?」

「その可能性は、高いわね」

　すました顔でアマラはうなずく。

「あ、あ、あ、あんの糞くそったれっ！　やっぱり殺す！　地の果てまでも追いかけて、絶っ対しとめてやるからなっ！　いいか、絶対だぞ！　おっぼえてやがれぇ～っ！」

　ダル・ハーは馬を飛び下り、リックの消えた北の方角に向かって吠ほえた。

　アマラはとうとう腹を抱かかえて笑い出した。




　一方、北の街かい道どうでは……。

「ねえ、リック。そう言えばリオスの奴やつ、どうしたの？　見送りに来なかったよね？」

　リックの後ろにしがみついて黒馬に乗ったピュティアは、ふと、思い出したように問いかけた。

「別れの挨あい拶さつは済すませた。……昨日きのうの夜に」

　そっけない答え。

「昨日？」

　少女は眉み間けんにしわを寄せる。

　リックがこういう言い方をする時には、何かがあるのだ。

「何があったの？」

「……奴が寝ているところを、利きき腕うでと両脚あしを折った」

「どうしてっ！」

「奴はこの稼か業ぎようには向かん。妙みような正義感は命を縮ちぢめる元もとだからな。今のうちにやめた方がいいのだ」

「だからって……」

　ピュティアはため息いきをつく。

「何であんたって人は、行く先さき々ざきで敵てきを作るかねぇ」

「気にすることはない。奴は追っては来ない」

「分かるの？」

「そういうものだ」

　ピュティアはさっぱり分からないというように口を尖とがらせたが、リックがこれ以上説明しそうもないので話を別の所へと持っていった。

「でもさ、大変な騒さわぎだったけど、あたし、ホッとしてるんだ」

「…………？」

「ほら、アウロラだよ。あの子が早めにあんな街から逃にげててくれてて、本当に良かったと思うよ。……今度はどこで会えるかな？」

　ピュティアは彼女の死を知らない。

　どうしてもそれだけは告げることができなかったのだ。

　リックは不意に黒馬を止めると、ピュティアを自分の前に乗り直させた。

「……どうしたの？」

「この方が楽だろう」

　リックはそう言って、少女を両腕で軽く抱だき締しめた。




　　　　＊　＊　＊




　その後……。

　メロダフの叔お父じにあたるアシュクトルの宰さい相しようラーマンは、太たい主しゆ位に就つくと同時にユガに宣せん戦せん布ふ告こく、さらに暗殺の実行者にかけられている賞金に金貨二千を上うわ積づみした。

　リックはとうとう金貨五千の賞金首くびである。

　戦争の方は年を追うごとに激化し、人的、経済的被ひ害がいの総計は計り知れないものとなった。

　暗殺に次ぐ暗殺で、ユガの参事会員の全員と、ラーマンをはじめとするアシュクトルの太主家の人々のほとんどが、開戦より二年以内に命を落としてしまっている。

　後は泥どろ沼ぬまである。

　結局、ユガ、アシュクトルの両国は、エレネイの地図から姿を消すことになったのだ。




　リオスとディディの行ゆく末すえについて、知られていることは少ない。

　残っている逸いつ話わも、ほとんどが荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさ話ばなしの類たぐいである。

　リオスが目め指ざした大道も、〝騎き士し道〟という形で実現するのは数百年も後の話だ。

　だからここでは、二十数年にわたるユガとアシュクトルの長い戦争を治おさめ、統一国家を作った人物が、同じリオスの名を持つ赤毛の青年であったことを記しるしておくにとどめる。

　以上が、史上名高い、血で血を洗う暗殺戦争勃ぼつ発ぱつの顚てん末まつである。

　アマラ、フレオリック、ピュティア、ダル・ハーがその後ユガを訪おとずれたかどうかは定さだかではない。

　彼ら自身のその後については……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







　時間の経たつのは早いもので、あれからもう約一年……。

　ふう……。




　すいません！

　また遅れちゃいました！　（毎回謝あやまっているような気が……）

　列伝１から２までこんなに時間がかかるとは、思ってもいなかった皆さん！

　作者もそうなんです。こんなに遅れると、もう言いい訳わけも見つからないくらいで。

　励はげましのお便りをくださった皆さんにも、何と謝しや罪ざいしたら良いのやら。（お便りの返事に初夏には出る、なんて書いちゃったんですけどねえ）

　けれど、今回は前よりも量的にも質的にもボリュームアップしているし、次からは心を入れ替えて早く書くつもりですから、どうかお許しを。（誓ちかって次巻は秋には必ず！）




　さて、本題に入りますが……。

　買う前にあとがきを立ち読みしちゃう人のために解説すると、今回は前作から一か月ちょっと後のエピソードです。

　主人公は引き続き、フレオリック。

　前回のバールベクの北西にあたる地方の、二つの都市が舞台です。

　謎なぞの女占うらない師しアマラと、謎の全然ない賞しよう金きん稼かせぎダル・ハーも再登場。

　二つの都市の実力者と、金きん髪ぱつの美剣士、魔女、そして時間を敵に回しての、黒衣の剣士フレオリックの戦いが展開します。

　そうそう、前の巻を読んでなくても支し障しようないけど、初めて作者の本を手に取る方々、参考までに月蝕紀列伝１『氷刃のフレオリック』もどうぞ。




　で、ここからはもう本編を読んじゃった皆さんへのおまけの解説。

　今回はエレネイの貨か幣へい制度について。（例によって面めん倒どうな話が嫌きらいな人は読み飛ばしてね）

　エレネイでは金貨、銀貨、銅貨、青銅貨の四種類の貨幣が使われていますが、その交こう換かん率は一定していません。どの貨幣もそれぞれの都市が必要に応じて鋳ちゆう造ぞうしているので、貨幣の価値は主に鋳造元の都市の信しん頼らい度、金属の含がん有ゆう量によって決まります。

　金の含有率が高く、一番信頼されているソリドゥス金貨の場合、銀貨にすると80～１２０枚ぐらいになります。これを銅貨にすると７５０～１３００枚ぐらい、青銅貨にするとさらにその十倍といったところでしょうか。（現代の日本との物価の比ひ較かくは勘かん弁べんを。エレネイでは、生活必ひつ需じゆ品ひんの類たぐいは我々の基準に照らして異常に安く、その他の物はバカ高いので、金貨一枚何円って換算するのは難しいんです）

　エレネイの物の値段は大抵金貨○枚とか、銅貨×枚といったように単独の貨幣単位で表示されます。金貨５プラス銀貨８というように違う種類の貨幣を混ぜて使うことはありません。煩はん雑ざつなようですが、経済が不安定で貨幣の価値が大きく上下する世界では、こういう貨幣制度の方が合っているようです。

　と、いうことで、次回はエレネイの宗教についてお届けする予定です。

　それではまた、秋にお目にかかりましょう。（本当か？）




　付記１

　いただくお便りの中に、難むずかしい言葉が多くてよく分かんない、という意見（苦情？）が結構あります。（今回はそういうの、減へらしたつもりなんですが……）

　で、対策として次の巻から質問室をあとがきの中に開こうかな、と思っています。

　ここが分かんない！　とか、何これ？　ということがありましたら、そちらの方へどうぞお便りを。

　なるべく、きちんと答えますから。（でも、この先のストーリーとか聞かないでね）




　付記２

　次巻はとうとう第二の主人公が登場します。

　時間的にはちょっと遡さかのぼって、ピュティアとリックの出会いよりも一年ほど前の話になるでしょう。




　付記３

　今回の使用ＢＧＭは、アリ・プロジェクトの『星と月のソナタ』、谷山浩子さんの『漂流楽団』、マドレデウス『海と旋律』、および笠原弘子さんの全アルバム、でした。
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